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写真1 津波直後の志津川町 志津川町はほ と んど全域津波にお そわれ， 死者40名 を はじめ， 多数の

家屋が破壊さ れ， チ リ 地震津波では日本最 大の被害を 出 し た。 海面及び水田地帯に は家屋の

破かい に よ っ て生じた流木が集積 し 、 また河川 を津波が糊ったため， 河には橋桁だ けが残っ

て い る 。



写真2 津波直後の大柏渡市 大船渡も志津川につ し、で死者多く、 とくに早朝であったため寝込みを

おそわれた人が多かった。 多数の家屋が破かし 、 さ れた。



写真3 津波直後の陸前高田市 海産には砂丘があって松林におおわれて し 、 る。 津波は 1 回だけ こ の
松林をこ えたが， ヲ|く時はこれを越えず， 防潮林及び砂丘の 効果を充分発揮した。 しかし，
気仙川河口付近の 防潮林の欠けて い る部分よ りかなり 浸水 し ， 砂丘背 後の 後背湿地に長期間
たん水 した。



写真4 津波直後の気仙沼 気仙沼湾は平常 カ キの 筏が整然と並んでし、 る の であ る が， 津波で完全に
撹乱 さ れた。 左下に大川河口が見 ら れ る が， この川のデルタのやや北側が破堤してい る 。 こ
の 破堤地点は大川の旧河 口 にあた る 。



写真5 津波直後の岩手県山田町船越 右側が山田湾， 左側が船越湾， 津波の 時は両方の湾の水位は
同時に上昇せず， 一方が高くな る 時は他方が低くな る 。 右側 の 山 田湾より の 浸水が大 き か っ
た。



写真6 水道となった霧多布砂洲 左η琵琶瀬湾 と右の浜牛湾 と つ な し 、で しまった砂洲基部 の拡断部。 十勝沖
地震の津波の とき には切ら れな し 、ですんだが ， 今回 の津波に よ って 陸繋砂洲はもはや陸繋では な く な っ

た。 水道がうまれ， 半島は島 と化 し た。 水道の平均水深は2m ， 最 深部は橋 の やや左寄り のあたりで， 約

写真8 水路を侵入する津

波(上雄勝〉

6 mであった。 左手 の権桁 の残骸は
かつ て のメインストリート(道々霧
多布 港線 ) を示す。 こ の道はそのむ
こう の 島 とな って とり残 さ れた路面
につ づレて いた。 右手は霧多布 市街
へ の連 絡 とな ってし、 る仮橋で， オく久
橋(霧多布橋) はこ の すくい左側 につ
く ら れる こ とに な って い る。

写真7 津波におわれて逃げる人々

(女川町)



写真9 船戸における津波 減水がはじまった所， 建物の黒い部分が最高浸水

範囲， 対岸は雄勝町。

写真10 釜石市街を流れる浮遊物 写真11 津波引潮の状況 (気仙沼)

写真12 尾鷲湾引本における引潮状況 写真 13 尾鷲湾引本における満潮状況



写真15 徳島県福

井川大原堤防被
災状況

写真14 鳥羽市浦村町

津波が浸水した校庭

真16 徳島県橘町南

新田突角部の被災状
況 護岸上の 竹は真
珠養殖の 筏



宇品 え が 、さ

1 960年5月 24日早朝チリ 地震津波は突如として日本の太平洋沿岸 全域 を襲い、 北海道、 三陸など

を中心に、 死者・行方不明1 39名をはじめ、 家屋、 耕地、船舶及び水産関係に大 被害を生じた。

今回の津波はチリ よりはるばる太平洋を横断してきた極めて稀なものであるが、 今までにも近海

津波は明治 29年、 昭和R年の大津波をはじめ、 明治以降だけでも16回も来襲しているO

このように頻発する津波に対して、 発生原因、 あるいは発生地より海岸 までの伝播状況にっし、て

の研究は、 気象庁、建設省土木研究所などでかなりなされてきているO しかし、 津波が海岸地形に

よってどのように 形を変えるか、 どのような地 形の所から上陸するか、 どこまで侵入するか、 どこ

までたん水するかなど、 海岸地形と津波との関係につし、ての研究はほとんどなされなかったとL 、っ

てよし、。

建設省国土地理院に於し、ては、 先に伊勢湾台風による高潮、 洪水と低地地形との関係を調査し、

高潮の侵入路、 洪水型 などを地形から類推することが可能であることがわかった。

今回も、 この高潮調査 に準じて津波及び、海岸地形の調査 を行った結果、 津 波の侵入 路、 到達限

界、 洪水型 などが海岸 の地形を分類すればある程度類推可能であることがわかってきた。 また、 湾

の地形と過去の津波の状況とより、 ある程度将来の津波に対して危険な湾を推定することも可能と

なった。

この報告書が今後の海岸 保全対策樹立の基礎として活用されることを期待する。

本調査は建設省河川局海岸課のチリ 津波対策調査 費によった。

なお現地調査、 報告書の作成に参加協カされた各位に厚く感謝の意を表したし、。

建設省国土地理院地図部長

中 野 尊 正
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1. チ 地 震 津 波

1960年5 月21日6 時2分ヘ チリ(Chile)のコンセプション(Conception)の南、 アラウコ(Arauco)

半島の西方の海 底に大地震2)が起 り、 コンセプション周辺は甚 大な震災をうけ た。 ついで、5月22日

15時40分、 ヴァルディヴイ ア(Valdivia)の西方 海 底に更に大きな地震3)が起 り、 大津波を起し、震

第 1 図 南米海岸略 図

トlIt

JJ'f'''' 

ア
山川
ゼ
ン
チ
フ

央付近の海岸では6�8mの、 局地的には10mの 大波が押

し寄せ、 海岸のポルト ・ サーヴェドラ(Porto Saavedra)、

メウイン 海岸(Mehuin Coral)では 大被害を及ぼした(第

1 図〉 。

この津波は チリ 海岸だけ でなく広く太 平 洋を渡 り、 ア

メリカ合衆国太平洋岸、 ハワイ諸島、特にハワイ島のヒロ

(Hilo)港などに大被害を与えた。 このため、ヒ ロ港にお

いては 海岸の建物は多く流失、移動し、日系人を中心とし

第 2 図 津波最 大波高図 ( 1960.5)

d 

100民m
-

て死者は66人に達した。 こののち、5月24日早朝4)には日本の太平洋岸のほとんど全域にわた り来襲

1) 現地時間 4) 日 本時間2) 規模M=7.75 3) M=8.75 
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し た。 こ の う ち 、 北海道東部 、 三陸全域、 常磐、 紀伊半 島 、 四国南部及び九州 南東部 の海岸で は水

位かな り 高 く ( 第 2 図〉、 死者119名、 行方不明2 0名、 家屋全壊1，57 1戸 、 半壊 2， 18 3 戸 、 流失 1， 25 9

戸に達 し 、 こ の ほか 、 耕地、 船舶 な どにか な り の被害を 出 し た の で、 あ る ( 第 1 表〉。 こ の 図及 び表

でわか る よ う に北東 日 本 で津波が高 く 南西 日 本 で、低かっ た の は小笠原海嶺が あ る 程度津波の伝播を

妨げた た め と 云われ る 。 ま た 到達時刻が北 日 本 で早かった の は津波が東から来襲 し た た め と し 、われ

る O

第 1 表 チ リ 地 震 津 波 被 害 表

1;ミ
人 建 物 耕 1也

死 行不
傷者負 全 半 流 床浸 床浸 一破 被

害
住非家

水 田 t田

者 方明 壊 壊 失 上水 下水 部損

ha ha ha ha 
北 海 道 8 7 1 5  38 82 158 2，082 985 1 593 595 3，996 

青 森 3 O 3 24 9 1  8 1 1 ，476 2，490 242 2 45 1 33 
弓I-l玉J 手 58 4 206 523 709 656 3，628 2，230 40 1 ，453 72 246 13 1  145 
r邑よー・ 域 45 9 641  977 1 ，167 434 6，035 3，628 541 202.4 273.3 42.5; 1 14.2 

福 島 4 2 6 59 5 

和 歌 山 920 1 ，633 84 150 73 

両 知 1 7 38 2 6 1 9  475 1 13 40 1 70 5 12 

徳 島 1 ，055 1 ，032 10  1 189 

そ の 他 .1 4 2 96 11 4，042 4，791 3 926 28 546 5 145 

被害総計 1 1 9  20 872 1 ，571 2，183 1 ，259 19，863 17，323 44 3，962 344.4
1
2，025.3 185.5 iム712.2

1kliljlilpili:liJ2111111ilill 
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2. チ リ地震津波 と 近海津波 と の比較

今回 の津波はチ リ よ り は る ば る 太平洋を 横断 し て き た も ので あ り 、 こ の よ う な 遠隔津波で、 こ れ

ほど 大 き な 被害を 出 し た の は極めて珍 し い例 で あ る O こ れに対 し 、 日 本海溝付近の地震に よ り 発生

す る 津波 は 、 昭和 8 年、 明治29年を は じ め 、 明治以降だ け で も 16回に達 し 、 しば しば大被害を起 し

て き た の で、 あ り 、 869 年以降記録に残って い る 津波51回 中43回 は こ の近海地震、 あ る い は火 山 の爆

発に伴 う 海 底地震な どによ る 津波であ る ( 第 2 表〉。

第2表 津 波 年 代 表

年 代
震 ?原

869 貞観11 三陸沖
1586 天正13

Jグ グ
1611 慶長16 三陸沖
1616 天和2陸前沖

メグ ，グ
1640 寛氷17 北 海 道沖
1651 慶長 4 チ リ 1中
1662 寛文11
1676 延宝4
1677 グ 5陸中沖

メグ グ 岩城沖
1687 貞享4
1689 元株21
1696 メグ 9 
1700グ12
川グ16 1 岩代桑折領地震

グ 宝永7
1730 享保15 チ リ

1751 I宝暦1 越後園地震
グ メグ チ リ

1763 ，グ12陸奥東部
1774 安永3

津波規模

大

大

中

1782 天明2 島沖 1 IJ 

被 害

波 品 家 屋人 員 流失|全壊|半壊
1，000 多 数

20m小田老谷25m 島 8，000 

700 20(大槌)

500 1，000 

溺死多 し

死傷者あり
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1793 寛政5陸 中 沖 中 13(大槌) 日 本天異誌

1835 天保6陸前沖 中
1837 グ 8 チ リ
1843 グ14 北海道東部沖 中 46 閉伊郡海噛
1856 安西3 北海道西部沖 中 21 
1861 文久1陸前沖
1868 明治1 チリ西海岸沖 中
1877 グ10 // 中
1893 グ26 色丹島 沖 1.5m

綾
田田
老老里1894 グ27 北海道東部沖 14.5m 30.0m 

17.2田小
吉集浜

谷島1896 グ29 三陸沖 大 27.0m 21，953 6，049 537 771 25.0m 
1897 グ30陸前沖

グ グ 三陸沖 中
1901 グ34 八 戸近海
1906 グ39 チリ西海岸沖
1915 大正4 三陸沖 1m志津川湾
1918 グ 7 ウル平ツ洋プ沖島

太 合 大
バグ // エトロフ島沖

1922 グ11 チ リ
1933 昭和8 三陸沖 大 162mm小田老谷島 2，955 6，542 発光

1938 グ13 岩 城 沖
1943 グ18 北海道東部沖
1944 グ19 東 海 道 中
1947 グ22 紀伊半島 中
1952 グ27 十 勝 沖 2.3m八戸

」グ メグ カムチヤツカ沖 1.6m八戸
1953 グ28 房 総 沖 1. 2m八戸
1958 グ33 エトロフ島沖
1960 グ35 チ リ 中 139 1，259 1，571 2， 183 発光

遠隔津波 と 近海津波 と で は 、 規模、 形、 性格及び被害な ど に か な り 著 し レ差が見 ら れ る 。

( 1 ) 津 波 来襲 地 域

チ リ 地震津波の 来襲 し た地域は 、 北は北海道 よ り 南 は九州 に 至 る 日 本 の 太平洋岸全域 と し 、 う 広範

囲 に わ た っ て い る O こ れに対 し 、 日 本海溝で起 る 地 震 に よ る 津 波は こ れ よ り 小範囲 の 場合が 多

L 、。
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ま た 、 チ リ 地震津波の来襲地域 は 日 本の太平洋岸の ほ と ん ど全地域で、 あ っ たが 、 波高が高 く 被害

の 大 き かっ た の は、 志津川 、 女 川 、 気仙沼 、 大船渡、 陸前高 田 な ど比較的 限 ら れた海岸で あ り 、 他

の湾、 た と え ば吉浜、 綾里、 田老な ど で は水位 も 低 く 、 ほ と ん ど被害を 生 じ な かっ た 。 と こ ろが、

志津川 、 女川 、 気仙沼 な ど は、 昭和 8 年 の 時 は津波 ら し い津波 は来襲 し な かった所だ が 、 吉浜、 田

老、 竣里な ど で は大津波が押 し寄せて い る の で あ る O

( 2 ) 津 波 の 形

今 回 の津波は海ぶ く れ と し づ 形で 、 よ く 絵に描かれる よ う な鎌首を も た げて 大波が押 し寄せ る と

い う 形で、 は な かっ た。 昭和 8 年、 明治29年には 、 鎌首を も た げた直立状の大波が押 し寄せ 、 多数 の

家屋を押 し つ ぶ したの で あ る 。 も っ と も 、 今 回 の津波で も 、 湾奥へ行 く tこつれ海底地形に よ り 変形

さ れ、 河川流 の 如 き形 と な り 、 河川を 糊 る 時 は小 さ いが直立 し た形の波を 立て て 進 ん だ(写真7 )0

( 3 ) 津 波 の 波 長

今回 の津波は波長が長 く 、 40分位の周期で、ゆっ く り 水位が上下 し た。 チ リ 沖におし 、 て も 津波の周

期 は30分 � 40分の所が多 く 、 周期 は比較

的ゆっ く り し た も の で、あった。 こ れに対

し 、 昭和 8 年 の津波の 時には20分位の周

期で上下 し た ( 第 3 図〉。

( 4 ) 津 波 の 波 高

津波の波高は、 全般的には昭和 8 年、

あ る い は 明治29年の方が高 く 、 今 回 の方

が低 し 、。

今 回 の津波 と 昭和 8 年津波 と の 著 し い

差は、 昭和 8 年 の 時は湾の入 口 で 高 く 、

奥へ行 く に し たが し 、低 ま って いっ た が 、

今回 の津波は湾 の入 口 で低 く 、 奥へ行 く

に し た が し 、高 く な っ て い る こ と で あ る O

た と えば、 宮古湾で は昭和 8 年 の 時湾

口 で 8. 2m に達 し た の が 、 湾奥へ行 く に

し た が し 、 高度を減 じ 、 金 浜 村 付 近 で は

3 . 5mとな っ て い る 。 と こ ろ が 、 今 回 は

湾 口 で 1 . 4m、 中央部で3m、 湾奥で 6m

と 次第に高 く なって い る ( 第4図〉。 ま

第 3 図 チリ地震津波(上)と昭和8 年
津波(下)との比較(石巻港)

HOUR 

4 6 8 10 12 
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第 4 図 チ リ 地震津波 と昭和 8 年津波 との比較 ( 宮古湾 )

渇� iOOO SIJ。
町F時 呈王

一一-一一恒和8年;牽j皮浸水量色回
一一一一ー チリjt:定津;皮浸)I(範囲
(よ0) 田元日8耳よ毛皮浸)10果C1TU

.5.0 十1)北震津波J室7/(5宋(乱)

差三軍 �O。

寺三三平里

た 、 大船渡湾で は昭和 8 年津波 の 時 、 湾 口 の丸森茶屋付近で7. 8m、 湾奥で3. 1mで、 あった も の が 、

今 回 は湾 口 の長崎で1 Om、 中 央 部の 下船 渡で;2 .5m、 湾奥の 大船渡で は5. 5mに達 し た。

( 5 ) 津 波 の 速 度

昭和 8 年 、 明治29年.の 時 の津波は 、 極め て早 く 、 逃 げ る い と ま も な い 程 で あ っ た が 、 今 回 は遅

く 、 志津川を除いて は大体か け足程度 の速度で、 あった。 こ れが 今 回 の被害の少かった理由 の ひ と つ

で あ る O た Y し 、 湾奥 よ り 河川 を 糊 る 時 はか な り 速 く 、 織笠川 、 あ る い は塩 釜 な ど の 水 路 で は

20km/ hourに達 し た。 海上で は 、 四国で は13 ノ ッ ト 以上、 九州、| の佐伯 で は 7 ノ ッ ト で、 あった。

( 6 ) 有感 地 震 の 欠除

今 回 の津波は チ リ 沖の地震に由来する も の で、あっ て 、 当然 の こ と な が ら 、 日 本 の人々は地震を 感

じ て い な し 、。 こ れに対 し 、 平常来襲す る 津波は近海地震であ る た め 、 必ず有感地震を伴った も の で
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あ る 。 三陸を訪れ る 人 は誰で も 『地震、 雷、 それ津波』 と か 、 「地震が あ っ た ら 大津波が来 る ぞ」

と か記 し た碑の あ る のに気づ く 。 た ま た ま 、 今回三陸調査中に も 久慈沖で小 さ な 地震があ り 、 小規

模な津波が来襲 し た が 、 そ の 時 も 津波警報が 出 さ れ、 自 動車 の退避な ど も 速やかに行われた。 こ の

よ う に地震を伴って いれば当然海 岸 の 人々は警戒 し た で あろ う と 思われ る が 、 地震が な か っ た た

め 、 寝込みを襲われ死者が 出 た 所が あ っ た ( 大船渡 、 塩釜〉。

こ の よ う に、 今 回 の遠隔津波は昭和 8 年な ど の近海津波 と 比較 し 、 速度 も 遅 く 、 水深 も 浅 く 、 海

ぶ く れ と し 、 え る 穏やかな形 の も の で、 あった。 し か し 、 こ の反面、 地震を 感ぜず 、 かっ夜明前で、あっ

た た め 、 昭和 3 年に襲われな かった 地域 、 す な わ ち 、 防潮堤、 防潮林が ほ と ん ど な く 、 かっ 、 昭和

8 年の経験か ら 津波に対 し て 安心感を抱い て いた地域が襲われた た め 、 被害が大 き か っ た の で あ

る O こ の ほか、 今 回 の 津波は洋上 で は ほ と ん ど 同じ高 さ で あって 、 海岸に到達 し た 時高 さ が著 し く

異なった の は、 全 く 海 岸地形の影響に よ る も の で あっ て 、 地形 の影響が特に大 き く 響い て し 、 る 点 が

特色で あった。
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3. 津 波 調 査 の 立場

従来の津波に関す る 研究 はか な り 多 く 、 と く に 昭和 8 年の津波に際 し 津波 の研究 は大し 、 に 進 ん だ

の で あ る O し か し 、 こ れ ら の研究 の 多 く は、 発生原因 、 あ る L 、 は発生地 よ り 海岸 ま で、 の伝播状態な

ど海上に お け る 研究で あ り 、 津波が海 岸 に押 し 寄せ て後海岸地形に よ り ど の よ う に形を変え る か 、

ど こ か ら 侵入 す る か、 ど こ で侵蝕す る か 、 ど こ で堆積す る かな ど 、 津波 と 海岸 地形 と の 関係 は ほ と

ん ど な さ れて こ な かっ た と いっ て 良 し 、。 そ こ で 、 国土地理院 で は 、 先 に 伊勢湾台風に よ り 惹起 さ れ

た 高潮・洪水 の 際 の地形 と 高潮・洪水 と の 関係を 明 ら か に し たが 、 今 回 は それに準じ、 海 岸 地形 と

津波 と の 関係を 明 ら か にす る こ と を目的 と し た。 前述 の如 く 、 今 回 は洋上で の 高 さ はほ と ん ど 同様

で あ っ た が 、 海 岸 に 来る と 、 大船渡、 志津川 な ど の よ う に 、 水位が高 く 、 速度が速 く 、 大被害を生

じた所 も あれば、 常磐海岸 の よ う に 水位 も 低 く 、 速度 も 遅 く 、 ほ と ん ど被害 ら し い被害 も 生じなか

っ た所 も あ る な ど 、 著 し し 、 差が見 ら れた。 こ の差 は全 く 海岸地形に よ り 惹起 さ れた も の で あ る O

こ の よ う に 、 津波は海 岸 の 地形の差に よ り 著 し し 、相違を示す の で あ る か ら 、 こ の海岸地形 と 津波

の状況 と を調査すれば、 今 回 の津波 の み な ら ず 、 将来、 万一津波が あった時 、 地域別危険度の 予報

が或る 程度可能 と な り 、 津波対策の基礎を確立す る こ と がで き る つ
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4. 調 査 方 法

津波調査に は 、 ま ず 、 災害直後撮影 し た 空中写真に よ り 、 津波状況予察図及び津波を 受けた海岸

の地形分類予察図 を作製、 次 いで 、 現地調査で こ れ ら の 図 を 完成 し た。

( 1 ) 空中写真調査

津波に襲われた の は 5 月24 日 早朝 で あっ たが、 ア ジ ア 航 空測量株式会社で は、 し 、 ち早 く そ の 日 の昼

に三陸海 岸 の被災地域 ほ と ん ど全部 と 北海道 の函館を撮影 し た。 こ れ ら の写真の縮尺は約1/ 15， 000

で あ り 、 極めて鮮明で、 津波の侵入 方 向 、 津波到達限界 、 流失家屋、 橋梁、 破堤地点、 た ん水状況 、

流木堆積地域 、 侵蝕及 び 堆積地域 な ど を知 る こ と が で き 、 (写真 1 . 2.3. 4. 5 . ) こ れ ら の写真を も と

に し て津波状況図 を 作製 し た 〈付図〉。

ま た 、 こ れ ら の写真に よ り 、 山地、 台 地 (段丘〉 、 谷底平野、 自 然堤防、 砂丘 、 後背湿地、 埋立

地、 デ ル 夕 、 干潟及び海浜 、 河原な ど の地形分類 図 を作製 し (付図〉 、 こ れ ら の地形分類 図 と 津波

状況図 と を比較 し て 津波 と 地形 と の 関係 を見 る こ と が で き た。

そ の他 、 植 生 と 津波、 と く に 防潮林 と 津波 と の 関係 、 集落 の位置 と 津波 と の 関係 な ど を見 る こ と

が で き る 。

空中写真には 、 こ の ほか建設省国土地理院が 防衛庁に依頼 し て 、 北海道 、 三陸 、 紀伊、 四 国海岸

な ど を撮影 し た も のが あ る 。 こ の ほか 、 地形分類に は米軍撮影 の 1/ 4 0， 000 の写真を も 利用 し た。

( 2 ) 現 地 調 査

196 0年 7 月か ら 筆者 ら は北海道東部、 三陸 、 常磐、 紀伊 、 四 国南 部及 び九 州南東部 の海 岸 を 調査

し た (付記参照〉。

現地調査 に あ たっ て は 、 ま ず 、 各 地方建設局河川計画課文 は海岸課 、 各道 、 県庁な ど で 、 津波の

全般的概況に 関す る 資料 (験潮儀記録、 被害概況〉 、 被災市町村 の 1/ 3， 000� 1/ 1 0， 000 の大縮尺 の

地図 、 各漁港あ る L 、 は港ー 湾 の 1/ 3， 000 � 1/ 1 0， 000の 大縮尺 の等深線図を入 手 し た。 こ れ ら の 図 に

は、 等高線あ る し 、は等深線が 1m か ら 5 0c m お き に記入されて お り 、 津波の浅海底で の侵入経路 と

水深 と の 関係 、 上陸後 の津波の高さ及 び消 滅限界 と 地盤高 と の関係 な ど を 知 る こ と が で き る 。

次し 、 で 、 各市町村役場を訪れ、 各市町村 ご と の津波侵入状況及び被害状況を聞 き 、 現地で聞 き 取

り 及び、痕跡調査を 行っ た。 各調査点 につ い てな、 第 3 表及 び第 4 表の如 きカー ド、記入 を行ったO

調査表 の う ち 、 時間は聞 き 込み に よ り 、 浸水深 は痕跡調査に よ り 行っ た。 浸水時刻 は漁業組合 、

消防署な ど で比較的正確な資料 を 得 る こ と が で き た。
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第 3表 チ リ 地震津波調査表

調査 年月日 ] 1 96印仰 5日 |時刻 | 時 0分 | 天気 [ 曇

調査 地点 i 宮城県塩釜市消防署

A浸 水状況
I 1. 2m (消防署 内) I Jk W -，.-1=6 I 1. 最 大 浸 水 深 1 3 35m (港橋 ) | 流出入方向 | 東

2 最高水位 到達時刻 I 6時18分 ( 第 4 波)

第 1 波1 4時20分| 第 7 波1 9時0 3分

第2 波1 4時 45分| 第 8 波1 9時 35分

第 3 波1 5時 33分 | 第 9 波 1 11時1 5分
3 . 浸 水 開始時 刻ト一一一| ト一一一|

調 査 メ モ
4時20分頃潮 がひき， 消防署下 の 新

町川 の 水 が全部干上っ た。 4時 30分頃
第 1 波 が来襲して来た。 そ して， 狭い
新町川 そ の他 の川を糊って来た。

第2 波から は津波の進んで来る の が
良く見えた。 4時 45分の 第2 波 より床
上 浸 水 が出た ので、警戒を出 した。

市場前 の道 は 30cmほど浸 水 した。
午前2時 は 満 潮である の に そ の時 は 非
常 に 減 水 し亡 し、た。沖 の船が急 に方向
を転じた ので、これ は津 波だと直感し

第 4 波1 6時1 8分 | 第10波111時 30分 た。

第 5 波I 6時 55分| 第11波112時15分

示瓦] 7時的 両副 附 45分

4 排 水 完了時 刻 ]2 5 日 3時 6 分 ( 上陸し なくなっ た )

5 湛 水 日 数 ] 2 日

6 津 波 の速さ | 陸 上 | 蜘n以上 | 海 上 ] 40km

7 水 位 上 昇速度 I 30秒""'-'1 分

B被害状況

堤 1. 破堤した所 71く 9. 流失した定置漁業施設

2. 決潰した所 産 10. 流失した船舶
防 3. 著しく洗掘された所 長 ] 11 浸 水 した 工場

τコ昇」マ 4. 流失した道路 禁] 12 防 潮林

通 5. 流失した鉄道
地

1 3. 侵蝕された所
路

6. 流失した橋 1 4. た し、積した所

家 7. 流失した家屋 形 1 5. 冠 水 した所

屋 8. 倒壊した家屋 避難 状況

C 昭和 8 年及び明治2 9年の津波状況

地点番号 2 整理番号 |
潮位 は港橋験 潮儀 に よる。
千賀浦海岸の状態 は 望楼より の観測 に よる。
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津波は海岸で は 黒L、泥 水 となってお
り 第 4 波は 魚市場より高くそクモクと
前進して来た。

以上 児玉消防士談
第 1 波 北浜， 千賀浦海 岸の一部に 浸

水 (1. 78m )
第2 波 北浜， 千賀海産新 河 岸の各低

地域 に 浸 水 (1. 85m ) 
第 3 波 干満 の差が急 であった程度
第4 波 (最高)市内 海 岸地区低 地域 全

域 に 浸 水 (3. 35m )
第 5 波 北浜， 千賀浦海岸新 河 岸の各

低 地域 に 浸 水 (1. 80m )  
第 6 波 干満 の差激しく津波の様相を

呈す(1: 50m ) 
第 7 波 向上 (機械故障 )
第 8 波 向上 ( メグ

第9 波 向上 ( メグ

第10 波 向上 1. 35m 
第11 波 向上 0. 70m
第12波 向上 1.2 5m 

以下 2 3波まで



第 4 表 チリ地震津波調査表

調査 年月日 \ 35年 10月 19B \ 時 刻 \ 11時的 | 天気 | 晴
調査地点 | 岩手県下閉伊郡大槌町吉里吉里浜総1 吉里吉里漁業会

A浸水状況 図参照

1 最大浸 水 深 ! 日 m \ 流出入方向 | 図参照

2 最高水位到達時刻 | 午前4時20分�307t0)間

第1波 3時30分 第7波

第2波 4時20�30分 第8波

第3波 第9波
3.浸 水開始時刻

第4波 第10波

第5波 第 波

第6波 第 波

4 排水完了時刻 | 午後2時� 3時頃の間

5 湛 水 日 数 |
6 津 波 の 速 さ | 陸 上 | 走る程度 | 海 上 \ 3ノット位

非常に速く自転車の走る程の速度を持って
7 水 位 上昇速 度 1 凶;こ上ってからは速度が落 ち た気がす

る。
| 家庭(人家)の被害は倒壊したもの一戸， 床上床下

B被 害 状 況 | 浸水 15戸で流失， 半壊は水産加工場， 作業場であ
| る

堤 1. 破堤した所

2. 決潰した所

防 3. 著しく洗掘された所

チ3マ、 4. 流失した道路

通 5. 流失した鉄道

路 6. 流失した橋

家 7. 流失した家屋

屋 8. 倒壊した家屋

水 9. 流失した定置漁業施設 3

産 10 . 流失した船舶

長 1 11 浸水した工場

禁 1 12 防潮林

地 13. 侵蝕された所

14. たし、積した所

形 15. 冠水した所

2 

1 

2 

1 避難状況 | サイレンにより避難良好

C昭和8 年及び明治29年の津波状況

地点番号 整理番号 |

調査メモ

概 況

吉里吉里漁業会に部落の代表者 20数
名が集まっており， 当日の状況はその

場で総括することができたので聞き取

りは現地を歩いた時に 2， 3聞くこと

にとどめた。

浸 水

沖より波が来るのはいわゆる波とし

ての状態ではなく， むしろ川の水がド

ット押し寄せて来る様な横波状態であ

った。
第一回目の時は当日がワカメの解禁

日であったので海辺に出ていたが「ナ
ギ」と錯覚をする位で津波とは思えな

かった。しかし，約5分ののち急に水が

ひいたので， これは津波が来ると予感

がし，警報を出し，ある家ではリヤカー

に荷物を乗せて高台に移った。 その直

後第2回目の波がやって来た。 この間

約30分�40分位である。 この 第2回目

の浪がD. L. 4.10 mの土堤(潮位線か

ら約80�85mの距離がある) を約50cm

の高さを以て越えて入って来た。特に

町村道， 吉里六号線と土堤との交叉す

る所の土堤がD.L. 3.60 mと約40cm

程低いため， この地点より土堤下の水

田に入って来た水が多かった。 これ以

外は土堤を越える様な浪はなかった。

被 害

家屋一一水産出荷場(漁業市場)近辺
で 一 戸破壊されたほか， 床上， 床下

浸水が見られる。

全壊， 流失は人家にはなく非住家が

主で， 中でも魚作業家屋(小屋)であ

る。 しかも土堤の海側， すなわち，

海辺に建設されたものの内 5 戸の

浸水を除き全部が被害を受け て い
る。 土堤の内側で床上， 床下浸水を

受けているのは水田のふちに位置する低地か或いは土堤道下の家である。

舟及び漁業施設一一流失した漁業施設は定置網3， 流失した船舶は 3である。 漁業市場にある高さ約 5m 位の
水揚げタンクが倒れ， 隣接する漁業市場の屋根を破壊した。

浸水した工場一一魚市場の東に位置する漁船製造所で、ある。

冠水した所一一回 7.8ヘクタール

畑 1.4ヘクタール

冠水日数一一半日 冠水深はアゼの下までとっているが， 実際には水田に水が入っていたので不明確である。
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流 路一一現地ではまず波(水)は湾の中央部 を真す ぐ に入ってきた。 そ して土堤に沿って東方の水産 出 荷場

方面に向って， 非常に速し 、速度で進み ( この時に作業小屋は破壊されてし 、る) ， 防波堤を越 して物揚場 (漁業

市場〉 に入り， そ こより再 び 5'"'-'6 m 程沖を西に引き返 したといっ ている。 これは物揚場に固定 してし 、た漁船

が流されて馬子女の鼻に到達 している し， 又組合 (漁業組合下) の加工場， 作業場の倒壊 した家屋の材木が 同

じく馬子女の鼻に到達 してし、た ことにより， ある程度まで信頼できるが完全とはし 、 し 、がたい。

文， この波の流れに対 し ， 一方では陸に向つての流れも激 しかった ことは D. L .  4. 1 0 m の土堤を越えて漁

船が入 り こ ん でいた こ とからもわかる。

明治以降の集落移動

明治29 年当時， 吉里吉里のいわゆる銀座とL 、われる 所は現在は水辺となっており， 昭和8 年には現在の土

堤の所に移っていたが， 昭和8 年の津波で破壊され， 昭和1 0 年には ， 現在の土堤の所から約1， 0 0 0 m'"'-' 1 ， 50 0 m
上部 に移動 した。 現地では高地住宅と呼ん でいる移動住宅である。 しか し この場所にも明治 29 年には波が

到達 している。

明治29 年 波 高 1 0 m ( 33尺 ) 死 者 39 8名

昭 和 8 年 波 高 5� 6 m ( 1 5�20尺)

流 失 1 80 戸 ( この内 1 6 0戸が高地住宅に移転 した )

明治29 年及び昭和8 年に被害を受け， なおかつ高地住宅に移転 しなし 、者で， 被害以前より多少後退 したも

のの仕事の関係からなお海辺に近い場所に住 ん で し 、る人もL 、る。 中には 自 費で堤防を作った人もいる。 〔製作

者 田中組合長代理高さ 2 m ( T . p . 6 m) 長さ 35. 6 0 m ( 1 8間) J の堤防である。

潮 の 引 き

潮はあまり引かず， せいぜい目測で 5'"'-' 7 / m位の所であった。

作 業 小 屋

作業小屋は主にサ ン マの ひらきや， イ カ干 し等， あるいは漁業機材の格納庫である。

排水完了 時刻

時刻についてはわずかずつ， 低 L 、所も伝わって侵入 しているのと， 水田で田植前で水が入っていたので、完

全排水時刻は不明であるが， 現地では 3時頃には水田以外の所で‘は排水 したといっている。
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5. 北 海道 の 海岸地形 と チ リ 地震津波

( 1)  チ リ 地震津波 と 北海道被災地 の 地形的類型

( a ) 被 災 地 の 分 布

北海道に お いて チ リ 地震津波の影響を受Pけた と こ ろ は 、 太平洋 岸 、 オ ホ ー ツ ク 海岸 な ど広範にわ

た る が 、 災害 を こ う むった地域は 、 太平洋 岸 、 と く に根釧 、 十勝海岸及び 函館湾内 で、 あった。 被災

地は第 5 図 に 示す如 く こ の沿岸 の全域にわたって 分散的分布を 示 し て い る 。

第 5 図 チ リ 地震津波による被災地の分布

ぴ

)、- ， 岩 石 海 岸

台地 . 段 丘 . 山 地 等 の縁辺 . ......，� I 海 蝕 崖 を 伴 う 場 合 が 多 い

，=，.� I 段 丘 陸 前面 に わずかの 砂諜� Km I I � b; 付 者 し て レ る も の
=0='=0= I 低 湿地

( b )  太平洋岸地形の一般的特質

自 ! 被 害の と く に 顕 著 な地域

。 l そ の 他 の 被 害地域

被 害 の 比 較 的 小 さ い ， ま たo I は 実 質 的 被 害 の ほ と ん ど な
い地域
上 記 三地 域 fζ 付 随す る 被 災
地

北海道 の こ の 地域の海岸 は 、 一般に 平滑な海岸線で画 さ れ、 特に深 い湾入 は な し 、。 岩石海岸 自 体

も 大 き く 見れば ま ず平滑状態で、 あ っ て 、 沖積平野や海岸段丘崖前面 の砂浜海岸 は端的 に 平滑線その

も の を示す。 内浦湾 の 大湾入 は あって も 、 広 く 開 い た広潤 な水面 は 、 む し ろ 遠来津波に対 し て その

エ ネ ル ギ ー に変化を 与え る 役割か ら は無縁 であ る O こ の よ う な 地形的前提が 、 た と え ば三陸の リ ア

ス海岸の被災 と は異なった類型をつ く る 。 す な わ ち 、 北海道 で は外洋に直面す る 平滑浜堤海岸 、 ま

た は奥行 き の浅 い平滑海岸線の湾入地帯の諸形態が主体で あ る 。

( c ) 被 災 地 の 地 形 的 特 徴

被災地の地形的特徴か ら お よ そ次 の 5 類型を得 る こ と がで き る 。 各被災地の地形的特徴 と 類型を

要約 し て 表示すれば第 5 表の 如 く で あ る 。
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第 5 表 北 海 道 海 岸 被 災 地 の 類 型

海 岸 | 被 災 地 | 被災地の小区分 | 所 属 市 町 村 | 地 形 | 類型

花 咲
軒町2M8，〈I幌以l漏戸上沸事Iは帰〕奔LE肌幌琵， 1苦戸V浜の海中(中�'J.間

橋
上湯) 

根 室 市 段咲丘
港
崖下の 狭小な砂浜， 埋立地 と 花 IV 

根 釧 海 岸 霧 多 布 浜 中 村 陸 繋 砂 洲 I 

厚 芹<-Lr 本町， 真竜， 牡蛎礁 厚 岸 町 砂
汐鳴入湖， 埋と 立そ地

の 口 を犯す る 丘陵前面の E 
留11 路 到11 路 市 直流河 口 の釧路川 E 
厚 内 浦 幌 町 砂浜 と 比較的直流す る 厚内川 口 E 
十 勝 太 浦 幌 町 砂

す
砂

た

浜
浜
め
る 十

曲

と
主

後勝
後流

背川
背す

低
低

る

口 湿地， 漂砂の た め 曲 流 E 
十 勝 海 岸 湿大

海地j 旧流路， 漂砂の大 津 豊 頃 村 I [ 口 E 

広 尾 広 尾 町 段丘崖前面の喋浜 と 広尾港 IV 

庶 野 幌 泉 町 喋浜 と 小漁港 IV 

日 高 海 岸 浦 河 港 段
j岸

低
I
[
丘
レと
口

港
砂

崖下湾
丘
の 平滑な砂質海 IV 

浦 河 浦河港， 向別川 口 浦 河 町 向別川 口 と 曲流す る 向別 E 

有 珠 伊 達 町
砂
噴

地
貫石丘地形を呈す る 小湾人周辺の低 V 

内 浦 湾 海 岸 浜気 と j旧流路， 漂砂の た め 曲流す る豊 浦 豊 浦 町 別 1 1 口 E 

古 川 町 銭 亀 沢 村 砂
る

浜
汐泊
と 後1 1 1 背口 湿地， 漂砂の ため 曲流す E 

根崎湯川 函館市. 銭亀沢村 砂丘 と わずかに 曲流す る 松倉川 口 E 

津軽海峡沿岸 函 館 函 館 市 陸 繋 砂 洲 I 
上 磯 上 磯 町

砂
辺

砂
合

浜
地
流

浜

川
と
ヒ

漂
有
曲流

川
砂

す
口

る 大野川 ， 戸切地川 の E 

茂 辺 地 上 磯 町 の た め ， やや 曲流す る 茂 E 口

類 型 I 陸 繋 砂 洲 型

E 汐入 湖・大河川河 口 型

III ( 河 口 を有す る ) 平滑海岸線 ( 浜堤 ・ 砂丘 ) 型

W と く に河 口 を有 し な し 、 平滑海岸線型

V 奥行 き の浅い湾入 型

( d ) 各類型におけ る 被災 の特徴

各類型 ご と に被災状況の特徴を 見 る と 、 それぞれ次の よ う な 特有 の タ イ プ が あ る 。

I 陸 繋 砂 洲 型

陸繋砂洲は両側に海を ひかえ る 比高の極めて小 さ し 、砂地で あ る か ら 、 そ の 上に載 る 集落は被害を

最 も 受 けやす い状態にあ る O 多 く の場合、 両側 の海面 は奥行の浅 し 、平滑な海岸線を持つ遠浅 の湾入

を な し 、 リ ア ス 式湾入に較べれば 、 は る かに津波の勢力 の集中 し に く い 地形で あ る と い え る が 、 津

波の進行方向に 口 を ま と も にあ けて し 、 る よ う な場合には、 と く に湾内 の副振動 の影響に よ り かな り

の波高に達す る こ と が認め ら れ る 。 両側か ら の津波は交互に低 し 、砂洲上を越え る た め 、 壊滅的 な 被

害を及ぼす。 霧多布砂洲 の場合が こ れで あ っ た ( 付図〉。

し か し 、 同 じ く 陸繋砂洲であって も やや標高の 大 き い規模の大 き な砂洲の場合には 、 霧多布式 の

- 22 -



第 6 図 皿 IV V の 被 害 型 式

o 2 Ktrt 

浦河、 広尾 に み ら れ る Wの型式は、 程度は小 さ し 、が豊浦港に も み ら れ る 。 広尾の浸水
限界はほぼ2. 5m の等高線に相当 し 、 浦河で は2 . O�2. 5 m で あ る (大津では2. 2�2.  5 m ) 。
浦河町の 向別川 口 、 豊浦町の貫気別川 口 は田 の小規模の 型式、 有珠湾奥の有珠 (伊達町)
は V の 型式を示す。

災害を 受 け る と は限 ら ず 、 波高 も やや小 さ し 、時に は 、 津波の浸水型式 と し て は溢水型 と も い え る タ

イ プ で災害を こ う む る こ と も あ る 。 函館砂洲 の場合が こ れで あ っ た が 、 砂洲 の規模が 大 き く 、 都市

と し て の発達 の顕著 な こ と が被害を 大 き く す る 原 因 と な る O 霧多布の場合を動的型式 と 称すれば 、

函館 の場合は静的型式 と 称す る こ と が で き ょ う 。 こ の型式の上か ら みれば、 後者はむ し ろ E の 浸水

型式 と 同様の性質を持つ と し 、 え る O

し 、ずれに し て も 、 陸繋砂昔、|、l は北海道で最大 の 津波の被害を 受けた と こ ろ で あ る O と く に霧多布で

は動的型式の激 し し 、津波を 受けた た め 、 そ の惨状 は 目 を覆わ し め る も のがあった。

動 的型式で は砂洲上の溝状侵蝕が著 し い。 最 も 顕著な も の は陸繋 砂 洲 を 切 断 し て 島状に分離す

る 。 砂質の海岸線は一様に後退 し 、 一帯に溝状 の大小様 々 の侵蝕跡を 残す。 こ の 侵 蝕 状 態 は 、 砂

質 、 際質、 植生の有無な ど に よ っ て 程度を異lこす る O

陸繋砂洲で も 被害 の な かっ た と こ ろ が あ る O 根留iI海岸の落石、 日 高海 岸 の様似、 胆振海 岸 の 室蘭

はいずれ も 被害を 見 て い な し 、。 落石で は洪積台地の崖が緩斜面 と な っ て 、 そ の上に遣 い 上った砂洲
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の高度を 高 め 、 純粋の砂洲 の部分 も ま た 高 く 、 そ の 面積 も 小 さ し 、 こ と 、 様似で、は津波の方向 に背を

向 けて いた こ と 、 室蘭で、 は函館型式の小規模な段階で、 と ど ま っ た こ と な ど が被害を さ け さ せ た の で

あ ろ う O

E 汐入 湖 ・ 大河川河 口 型

比較的大 き な 川や湖があ る 場合に は 、 津波は こ れ ら を 糊 る の で全般的に静 的 型 式 を と る O つ ま

り 、 川や湖 が緩衝地帯 と し て の役割を果す も の と い え る が 、 こ の緩街地帯 で、 は集 中 的な 津波の営力

を 受け る の で 、 局部的に動的型式の特徴を あ ら わす。 し た がっ て 、 こ の 型式 の痕跡で あ る 顕著な侵

蝕地形が残 さ れ る 。 こ れは 、 川や湖 の 中 で の現象で あ る か ら 、 津波後 の海底地形や湖 底地形は津波

前 の状態 と 比較 し 著 し く 撹乱 さ れ る 。 銀iI路に お け る 釧 路川 、 厚 岸 に おけ る 厚 岸湖 は こ の役割を に な

っ た も の と い え る O そ の た め に 釧 路市街で は ほ と ん ど被害がな く 、 厚 岸市街で は静的型式 の浸水を

特徴 と し た が 、 後者で は厚 岸 湖 の動的型式に よ る 漁業上の被害が 大 き かっ た ( 第 7 図〉。

第 7 図 厚岸町の浸水範囲 と カ キ礁の侵蝕

点線内横線部 は浸水の範囲， 矢印 は津波の主方 向 ， 黒つぶ し は侵蝕 を う けた カ キ
礁， 礁域内 の細点線は湾筋， 湖 口 の 水深線は メ ー ト ル

m (河 口 を有す る ) 平滑海岸線型

北海道海岸地形の全般的特徴か ら こ の型 は最 も 多 く 見 ら れ る 。 平滑な海岸線は、 低 い砂浜、 砂丘

と そ の背後 の低湿地 ま た は 旧流路に よ っ て形成 さ れ 、 流失す る ) I [ の 出 口 は海 岸 に 発達す る 砂堆にさ

ま た げ ら れて 曲流す る 。 沖積低地の海岸に卓越す る 地形で、 あ り 、 十勝川 口 、 大津川 口 な ど はそ の典

型的な も の で あ る O こ れ ら の 大 き な 川 が 、 も し 直流 し て海へ注 い で し 、 た ら 、 あ る い は釧 路川 の場合

の よ う に E の 型式を と っ たか も 知れな い。 皿 の 型では、 多 く の場合、 前面の砂堆を越え る こ と は少
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いが 、 曲流 し た 背後 の部分か ら 溢水 の 型式で後背湿地へ浸水す る か ら 、 静 的形式が特徴であ る O 十

勝海岸 、 津軽海峡沿岸 な ど に点 々 と 散在す る 被災地は こ の 型式 の も のが多 く 、 被 害 の 規 模 と し て

は、 一般に それほ ど大 き く はなかった。

W と く に河 口 を有 し な し 、 平滑海岸線型

段丘崖が海にせ ま り 、 前面に砂際浜か ら 成 る わずか の小低地が付着 し 、 近 く に川 を も た な い平滑

な海岸線の と こ ろ では 、 ま と も に津波を 受け る か ら 動 的型式を あ ら わす。 し か も 、 北海道 の こ の海

岸 で は小漁港の発達 し て い る と こ ろ が多 し 、。 施設の集 ま る 港湾に対 し て津波の エ ネ ル ギ ー は集 中 的

に働 く と し 、っ て よ い。 花咲、 広 尾 、 庶野、 浦河な ど 、 いずれ も 港湾な ら び に そ の 付近に お け る 被害

を特徴 と し て し 、 る 。 こ の 点 で 、 こ の型 は港湾型 と も 呼ぶ こ と がで き る O 歯舞 も こ の型に入 る が 、 こ

こ で、 は被害が な かった。

V 奥 行 の 浅 し 、 湾 入 型

奥行の浅 し 、小湾入 に見 ら れ る タ イ プ で あ り 、 北海道 と し て は比較的三陸型に近いが 、 湾形、 湾 底

な ど の状況な ど は大分異なっ て し 、 る O 北海道被災 地 の 中 で も 数が少 く 、 伊 達 町 有 珠 湾 だ け し か見

られな い。 波高はあ ま り 高 く な し 、が速度は極 め て 速 く 、 瞬時の危 険 度 は か な り 高 し 、 の が特徴で あ

る 。

( 2 )  各類型 に あ ら わ れ た 被災 の 特徴 に 関 す る 考 察

( a ) 1 型

最 も 代表的 な被災地霧多布 の被害状況を 付図に示す。

こ の地の最 も 基幹的 な 地形 は海岸 平野 と 陸繋砂昔、ト| で あ る 。

① 海岸平野は低 し 、浜堤列 と 堤 間湿地列 よ り 成 る 。 極めて低平な浜堤海 岸 が浜中 、 琵琶瀬両湾の湾

首の部分を構成 し 、 前面 の浜堤上に は漁家が点 々 と 列状に配置 さ れて い る O 湿地列に は 、 こ の列に

そ う い く つか の潟湖が残存 し 、 そ の う ち の あ る も の はわずかに ジ ュ ン サ イ の採取な ど に利用 さ れて

はし 、 る が、 全体 と し て 湿地帯 の景観を も ち 、 土地利用 の ま った く 進 ま ぬ未開 の原野を な す。 し た が

って 、 海岸 平野面 の冠水は内 陸部へ 1 "-' 2 km の幅を も っ た に し て も 、 実被害の面か ら 見れば、 最

前列浜堤上 の 点 的 列状集落だ けに被害が あっ た場合 と 同 じ で あ る O

② 低湿な海岸平野は、 浜中、 琵琶瀬両湾の背後 に ひ ろ が れ 両湾の湾首をつ く る 浜堤列に は点 的列

状集落が発達す る が、 浜中湾 の それで、 は家屋流失の 大災害を受けた の に対 し て 、 琵琶瀬湾 の それは、

琵琶瀬川河 口 付近の 田類型の地域 で、浸水を み た 以 外 に 、 新川以西に は ほ と ん ど被害が な かった。

③ こ の海産平野 と かつ て の 若 し 、 開析台地湯沸 島 と を結ぶ の が霧多布 の載る 陸繋砂昔、H で あ る O 霧多

布は こ の付近最大の集落で あ り 、 最 も 大 き な 災害を こ う むった。 砂官、|、| は標高 2m 内 外 で極めて低平

であ り 、 海 岸 に は防潮堤 そ の 他 の護 岸施設が な い。 し ば し ば津波に襲われ、 1952年 3 月 の十勝沖地

震の際に も 津波に よ る 大打撃を こ う むっ た こ と があ る 。

④ 浜中湾 と 琵琶瀬湾 は と も に平滑な海岸線を持 ち 、 ほ ぼ同方 向 に 開 く 浅 い性質の湾入 で あ り 、 規
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模 は浜中湾が琵琶瀬湾に比 し て 長径で 2 倍以上大 き し 、。 津波の受け方 は ほ ぼ同様であ る が 、 今 回 の

遠来津波の進行方 向 に対 し て は湯沸半島霧多布砂洲な ら びに湾 口 を 拒す る l験暮帰 島 な ど が有意義な

存在 と な っ た。 加え て 、 両湾に お け る 副振動が各湾固有 の エ ネ ル ギ ー を 作 り 出 す の で 、 結果的 に は

浜中湾側か ら の津波の 方 が 、 琵琶瀬湾側か ら の津波 よ り も 霧多布砂洲 な ら びに背後 の海岸平野に対

し て 大 き く 働 く こ と と な った。

⑤ 両湾か ら の津波 は浜 中村役場の調査に よ る と 12回にわたっ て 砂洲を こ え る 程度 の 大 き さ を も っ

た。 10時45分、 つ いに砂洲 は頚部 に お い て 切断 さ れ、 半 島 はふ た た び、 島 と な り 、 中心市街は海中に

孤立 し た。 こ れを 、 地元で、 は50年前に戻った と し づ 表現を と っ て い た。 切断部 は古し 、 J I [が砂 の堆積

で陸化 し た砂洲 の最低 の部分で 、 暮帰別 、 新川部落背後 の沼地か ら の 出 口 が海に 注 ぐ と こ ろ で あ

り 、 地形 的に侵蝕の弱部を な す と こ ろ であった。 切断 の最初は溝状侵蝕のやや大な る も の の程度で

あ った ら し いが 、 調査時に は幅 100m 程度、 深 さ 2m 1) ほ ど の 水道部に成長 し て し 、た。 両湾 の 水 は

連絡 し 、 完全に 島 と な っ た が 、 こ の よ う な 切断部の拡大 は津波そ の も の の営 力 で はな く 、 そ の後 の

潮流に よ る侵蝕の結果 で あ る 。

第 6 表 霧多布砂洲 に お け る 津波の襲来時刻 と 方 向 (浜中村役場に よ る )

| 襲 来 時 刻 | 方 向 | 襲 来 時 刻 | 方 向

第 1 波 4時 40分 浜中湾 よ り 第 7 波 6時 1 5分 琵琶瀬湾 よ り
第 2 波 5時 00分 グ 第 8 波 7時 25分 浜中湾 よ り
第 3 波 5時 36分 琵琶瀬湾 よ り 第 9 波 8時 40分 メグ

第 4 波 5時 50分 浜中湾 よ り 第 10 波 1 0時 00分 琵琶瀬湾 よ り
第 5 波 5時 55分 グ 第 1 1 波 10時 15分 浜中湾 よ り
第 6 波 6時 10分 メグ 第 12 波 1 1 時 33分 琵琶瀬湾 よ り

⑥ 陸上に侵入 し た津波は、 引 き波 の 時強 く 土砂を侵蝕 し て溝状の窪みをつ く る 。 大 は幅40---50m、

深 さ 1m以上、 小 は幅 20---30cm、 深 さ 10cm程度 の も の な ど様 々 で あ る が 、 作用 の 大 き し 、所では連

続 的 に作 ら れ る の で 、 か な り 大 き し 、 ひ ろ が り を も っO 最 も 集中 的に 分布す る の は 、 切断部を 中心 と

し て 新川河 口 か ら 陸繋島基部 に 至 る 琵琶瀬湾 口 と 暮帰別地区 の浜中湾 の浜堤 で あ る 。 こ の溝状侵蝕

は海岸線を 削っ て そ の後退を も た ら す。 津波前 の海岸線に あった石固めが今や海中 に残存 し 、 も と

の 汀線を あ ら わす が 、 今 日 の海岸 線 は 内 陸側lこ数十m後退 し た。 新川で は浜堤上 の 列状集落 の 井戸

の残骸が今の汀線上に浮き沈み し て し 、 る 。 溝状侵蝕は砂質地域で最 も 強 く 作用 す る 。 際質地域で は

概 し て 侵蝕 の程度が小 さ い。 砂洲 の基部 で は 、 汀線は侵蝕跡の連続で歩行 も 困難であ り 、 内陸部へ

入 り こ ん だ侵蝕跡に は 多 く の海水が浸水 し て 、 そ の ま ま 湿地 の よ う な 状況 と な っ て し 、 る 。 内 陸部 の

侵蝕跡は、 多 く の場合 、 も と 草地で、 あっ て 、 規模は さ し て 大 き く な し 、が地形の変化 はか な り 認め ら

れ る 。 し か し 、 草地の場合は裸地 よ り も 侵蝕が強 く な し 、。

1 ) 最深部は 6 m と L 、 う 。
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⑦ 1952年 3 月 の 十勝沖地震に伴 う 津波 は 、 霧多布 と 厚 岸町床涯 と に 災害を も た ら し た。 こ の 時 の

津波は、 日 本列島外側地震帯の活動に よ る 襟裳岬東方 、 白糠南方 に震源を も っ近来津波で、 あ り 、 今

回 の遠来津波 と は襲来の状況 そ の他に 異 な った様相を 呈 し た。 前 回 に お い て は険暮帰 島 、 琵琶瀬聞

を経た琵琶瀬湾か ら の侵入 波1) が砂昔、|、佐 越 え て 破壊 し たが 、 そ の 回数 は 1 回であ り 、 浜中湾側か ら

の影響はなかった。

今回の遠来津波の両湾か ら の侵入 は 、 湾内 の 反射波の跳梁 に よ って 、 往復移動に似た様相 を も っ

た こ と が大 き な 特徴で あ る O

霧多布砂洲に対 し 函館砂洲 に お け る 津波の特異性は次の通 り で あった。

① 霧多布砂洲 と 同様の地形条件 を 有 す る 函館砂洲 で は 、 霧多布 と は違った 、 いわば静的 タ イ プ と

も し 、 う べ き穏やか な 浸水型式を と った こ と が大 き な特徴で あ る O 被災地域 は 、 函館湾側、 函館港周

辺の主な市街地で あ る O 津波の進行方 向 に対 し て 直面 的 な 東側 の 宇 賀 浦 で は 、 根崎、 湯川地区の松

倉川 の河 口 の小部分だけに浸水地域・ 〉 がみ ら れ る が、 被害はほ と ん ど な く 、 函館半島 の陰に あ た る

北西に ひ ら く 函館港に被害を み た の は 、 波に あ た え る 地形の影響が あ る 種 の法則性を示す よ う で 、

災害防止に対す る 示唆を 多分に含む も の と いえ る O つ ま り 、 (1 )宇賀浦側で は さ ほ ど高 く な し 、が砂丘

の発達 と 護岸施設 と が直接的な波を受け と めた 。 (2)広 く 、 大 き な 、 ゆ る やかな湾入 であ る 函館湾 の

副振動の影響がかな り 大 き く 、 波に対 し て陰 に あ た る 湾内 の低所に 災害を も た ら し た ( 霧多布で も

こ れ と 同様 の こ と が し 、え る )0 (3)湾首に対 し て 津波の勢力が集中す る 。

② 静的型式 で は海面が ジ ワ ジ ワ と ふ く れあが り 、 溢水 し て穏やか に減水す る O 津波の到達時間の

差 、 函館湾 の副振動な ど に よ り 、 砂洲 の両側 の 引 き と 上げは時間的に く い ち が う ( 霧多布の場合 も

同様で あ る 〉。 こ の く い ち が し 、 が 、 霧多布の場合は砂洲を越え た 津 波 の両湾 の 水位を 平均化 し よ う

と す る エ ネ ル ギ ー を動的に働かせ た が 、 函館で は砂洲を 越え る こ と が な かっ た の で 、 片側だけの静

的な運動を お こ すだけで、終っ た。 し か し 、 静的型式 と L 、 え ど も 、 か な り の強 さ で波が侵入 し た こ と

が漂流物に よ っ て 知 ら れる 。 ま た 、 それに よ って上陸 し た津波は 、 道路にそっ て 、 こ れを 通路 と し

て侵入す る こ と が認め ら れ る ( 霧多布で も 同様であ る 入

③ 海岸線に直交す る 長 さ 120m の倉庫の観察 に よ れ ば 、 函館港平均海面上約 1m の と こ ろ に位置

す る こ の倉庫の最 も 海寄 り の部分 ( 海に 面す る ) で 浸 水 1 . 2m 、 それか ら 80，......，90m 内 陸へ入 っ た と

こ ろ で浸水 O と な る O 両地点 の標高差は ほ と ん ど な L 、 の で 、 波高の低下は大体 80，......，90m で 1 . 2m と

い う と こ ろ で あ る 口

④ 市街を 宇賀浦へ直線的に貫流す る 新川に沿っ て は 、 砂洲基部 の 中央 に あ る 中 ノ 橋 ま で逆流 し た

が、 警戒水位 2 . 5m に達せず溢水 し な かっ た。 こ れ は 、 タ イ プ と し て は釧路川 の場合 と 同様の E の

性格を持-つ も ので あ る O

1 ) 波高 3. 2m 2) m の 型
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⑤ 市街の密集 し た地域で、 あっ た こ と は被害額を 大 き く し て し 、 る O こ れは な ん と いっ て も 都市地域

の 大 き な 特色 で、 あっ て 、 函館砂洲 の 顕著な特性で あ る O

市 の被害総額 4 億 5 千 万 円 の う ち 、 海岸沿 し 、 の倉庫関係 の被害は 2 億 7 千万円を 超え る O 静的型

式 の 津波 で 、 倒壊流失の被害 は な かっ た が 、 倉庫内 の貯蔵物 の浸水に よ る 被害だけで上記の額に達

し て い る の も 、 や は り 函館 の特色を打 ち 出 し て い る O

( b )  n 型

① 厚 岸湾頭は 、 背後に汐入 湖 で あ る 浅 い厚 岸 湖 を 有 し 、 湾 と 湖 と の移行部に砂鳴が発達す る 。 厚

岸 町真竜 は 、 こ の砂鳴上に発達 し た 渡航 な ら びに駅前集落で 、 対岸台地前面 の狭い砂質 の沖積地上

に 載 る 本町 と 対向集落を な す。

厚 岸 湾 は 、 尻 羽崎 と 末広 崎に拒 さ れた 円形の湾入 で 、 湾央部 の水深15�16m、 湾 口 に大黒島が あ

っ て 湾 内 を 波 の侵入 か ら 保護す る 役 目 を も っO 湾 は海蝕崖 に と り か こ ま れ、 そ の前面に狭い砂浜を

発達 さ せ る O

② 大黒島 と 末広 崎 と を結ぶ海底は極 め て 浅 く 、 ま た 、 尻羽崎 と 大黒島 と を 結ぶ海底に も 尻羽l崎か

ら 浅瀬が伸びて お り 、 深水部 は幅がせ ばめ ら れて し 、 る 。 湾内へ の波の全面 的 な 侵入 は 、 こ の湾 口 を

画す る 浅水部であ る 程度 さ え ぎ ら れ、 津波は幅を せ ば め て 局部的に襲来す る 傾 向 が あった。 東方か

ら の遠来津波は 、 湾頭西部 の 門静 、 苫多、 沖万別方面 の海岸 に 向 っ た 後 、 そ の反射波が厚岸 湖 口 を

襲った も の と い え る O 直接の波を 受けた 門静方面に は被害が な かっ た。

十 勝沖地震の近海津波は 、 そ の起 点 が西方であっ た た めに湾 口 東部 の床涯に害を及ぼ し た が 、 今

回 の場 合 に は床浬に は無関係であ り 、 反射波の作用 に よ り 湾頭部に集 中 し た こ と が一つ の特徴で あ

る O

③ 真竜砂鳴 と そ の対岸 ノ テ ト 崎 ( フ ェ リ 一発着点 ) と の問 、 すな わ ち 、 厚岸 湖 の入 口 は水深 10m

前後 の地溝状に え ぐ ら れ て い る が 、 湖 内 に入 る と 急に浅 く な り 、 水深は おおむね 1 m 以内 、 湾筋で

せ いぜ し 、 2 m で あ る O 湖 内 の浅堆 は 、 海水 の流路に沿 う し 、わば 自 然堤防状 の 高 ま り で、 海水の流路

す な わ ち 需 で あ る が 、 こ の水中 自 然堤防を利用 し て 、 地蒔法に よ る 牡蛎養殖 ( 浅堆 の上に 人 工 的に

カ キ 殺を積み あ げ、 そ の上に カ キ種を ま く ) が行われ る 。 こ れを カ キ礁 ( カ キ 島 ) と し 、 う O

④ 西方か ら の波高 2 m 程度の反射波 は 、 狭 し 、厚岸湖 口 に集結 し て 、 真竜 、 本町の対向集落に 浸水

し た が 、 湖 内 に侵入 し て 拡散 し た た め 、 市街地 自 体 は砂洲に よ っ て 閉塞 さ れた霧多布に お け る よ う

な壊滅的 な被害は受けなかった。 こ の 点 は 、 波高の増大な ら びに波の エ ネ ル ギ ー を 弱め る 緩衝的な

役割を果す汐入 湖 の前面 に 発達 し た砂鳴が 、 両面に海を控え る 陸繋砂淵| の場合 と 異な っ た タ イ プを

示す も の と し 、 え る つ

し か し な が ら 、 居住地の被害は、 床上床下浸水程度に と ど ま っ た反面、 湖 内 の生産施設に対す る

被害は大 き かった。

⑤ カ キ礁の分布 は第 7 図に示す通 り で あ る が 、 湖 口 に近い部分で は当然被害は大 き い。 湾奥 の部

分で は災害を受けて い な し 、。 礁上に お け る 津波 の波高 は不明 で あ る が 、 か な り の 高 さ に達 し た の で
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はな し 、か と 思われ る 。 需に沿っ て 移動す る 波の エ ネ ル ギ ー は 、 と く に 引 水時に働 い た と み ら れ、 湖

口 の地溝状深部に近し 、 と こ ろ で は流速 も 大 さ い。 礁は お よ そ 20---25cm の深 さ ま で侵蝕 さ れ、 養殖

中 の カ キ はほ と ん ど流失 し た。 流 さ れた カ キ そ の他 の 貝類 は 、 主 と し て真竜海 岸 に 漂着 し 、 一時は

貝拾いで時な ら ぬ汐干狩風景 を 現 出 し た。 ま た 、 礁 と 礁 と の 間 の湾中に流失 し た と み ら れ る も の も

多 い。

こ の よ う な侵蝕に よ り 、 海底地形に は相 当 の変化があっ た も の と 考え ら れ る が不詳で あ る 。

津波は狭し 、湖 口 か ら 湖 内へ拡散 し た た め 、 さ ほ ど広 い範囲に被害を 与え な かった。 湖 北別寒辺牛

川 口 の低湿地、 湖東の低湿地帯な ど で は被害の報告が な い。

第 7 表 カ キ等養殖施設の 被害 (厚岸町)

施 設 名

カ キ ・ ア サ リ 礁

ホ タ テ ・ ホ ツ キ増殖場

( c )  III 型

規 模

460 区 画 の 75 % 
流 失 217 ， 800 m2 

501 ， 500 m2 

金 額 (千 円 )

38， 920 

17 ， 800 

① E型に属す る 被災地 は 、 レずれ も 小範囲 の も の で あ る が 、 そ の 中で は 、 大津、 古川町 ( 銭亀

沢〉 、 上磯あ た り の被災がめだった も の と いっ て よ か ろ う 。 細 部 に つ い て はそれぞれ若干の相違は

あ る が 、 全般的に み て 、 こ れ ら の地区に は前述 の よ う な 共 通 的 な 特性が認め ら れ る 。 厚 内 、 十勝

太、 豊浦町 向別} I [ 口 、 茂辺地な ど で は浸水範囲は さ ら に小模規か 、 実質的な被害は ま っ た く な かっ

た。 ま た 、 様似で も こ の型の浸水が み ら れた よ う で あ る が被 災 は な し 、。

② 大津で は 、 ほ ぼ 2 . 5m の等高線に よ っ て 表現 さ れ る 砂丘 の背後に 、 大津古川 が砂丘す な わ ち海

岸線に併行 し て 東流す る 。 大津古 川 は そ の名 の よ う に 大津川 の 旧河道 で あ り 、 今 日 で はむ し ろ 廃川

的な存在であ る O 大津市街は こ の大津古川を前面に控え 、 曲流す る 大津川を背後に も つ高度 2---3m

の低平な沖積地上に載 る 。 大津川 に沿 う 地域で は 、 大津川 よ り の溢水 の型式で、海抜 2. 2---2 . 3m程度

ま で、浸水を う けた が 、 海 岸 側 の 大津古川に沿 う 地域で は 、 砂丘を 越え て 大津古川 に入っ た津波は、

強い水勢で海抜3. 0---3 . 5m 程度 ま で 浸水 し た。 市街の西端を 限 る 低湿地で は 、 橋梁 、 道路を 破壊 し

て侵入 し た前面か ら の海水 と 、 背後大津川か ら の溢水に よ る 海水 と の両方か ら 浸水を う け 、 舌状に

仲ひ、た沖積地を 分断す る に至っ た。 た ん 水期間は こ の地区に お い て最 も 長 く 、 2 --- 3 日 を記録 し て

い る O

③ 曲流河川か ら の溢水は、 比較的静的に水位 を 高め る 型式であ り 、 低 い 砂丘を越え て浸水す る 動

的な型式 と は趣が異 な る O し か し 、 大津では海岸 に面 し た集落は強 く 波をかぶった に し て も 、 津波

は大津古川 に おち こ ん で 、 こ こ でむ し ろ溢水型に近レ状態に変化 し た 。 大津古川が強 い波勢に対 し

て緩衝的な 役割を果 し た と い え る 。 し か し 、 そ の反面 、 た ん水時期 を 長 引 かせ る 点 があ る O

④ 大津 よ 同 じ様な型式で浸水 し た他の例 は古川町であ る O 地形的にやや異 な る と こ ろ は 、 こ こ で
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は 、 大津古川 の よ う な 旧河道が砂丘背後に み ら れず 、 後背湿地 と 砂丘 と の 聞に 直 ち に集落があ る こ

と であ る O 砂丘を 越え る 浸水は 、 現地での 聞 き 込みに よ る と 、 若干な が ら み ら れた よ う で あ る が 、

大部分は汐泊川か ら の溢水に よ る も の で あ り 、 被災は こ れに よ る 後背湿地の浸水 に も と づ い て い

る O 集落が小 さ いだ けに大津ほ ど被災がめだ た な い が 、 津波被害の タ イ プ と し て は北海道に広 く 分

布 し て し 、 る O 前述の よ う に 、 霧多布地区 の琵琶瀬 も こ の 型式で あ る 。

⑤ 曲流河川 、 砂丘背後に並走す る 旧河川に沿って 被害地域を も っ た上磯町の被害 タ イ プ は 、 全 く

大津 と 同様で、 あっ た。 大野川 、 戸 切地川が河 口 に お い て 合流 し有川 と な る 点 で は 、 戸 切地川 の 旧河

道が水を 湛え て 、 波勢に対す る 緩衝的な 意味を も った が 、 それで も か な り 直接の津波に よ って 破壊

さ れた。 し か し 、 市街の地盤は比較的高 し 、 の で 、 大野川や戸切地川 か ら の溢水の範囲 は小 さ く 沿岸

部 だ けに と ど ま った し 、 海 岸 に 平行す る 旧河道か ら の浸水 も 道路に よ って と め ら れた の で 、 浸水地

域は海岸 に治って 帯状に仲び、て い る 。

上磯町 の他 の 地 区 で は 、 端 ノ ] I [ 、 流渓川 な ど の小河川 の河 口 だ けが浸水 し て し 、 る が、 こ れ ら は、

小規模な が ら 津波の集中す る 所が湾や河川 の よ う な 切れ込みであ る こ と を示 し て い る O 茂辺地地区

で は 、 ま った く こ う し た茂辺地川 の河 口 だ けが浸水 し て い る にす ぎ な い。

⑥ 豊浦市街の西部に は貫気別川 が 曲流 し 、 そ の 旧河道が市街 と 海 岸 の低 い砂堆 と の聞に平行 し て

入 り 込ん で い る 。 こ こ で も 河 口 は津波 の侵入 路であ り 、 堤防の な い 川 は溢水 し て 旧河道に入った。

こ の付近で は海抜 1m 未満 の地域が浸水 し て い る 。 貫気別川西方の 水 田地帯へ の浸水は 、 貫気別川

か ら の溢水が堀割 り を逆流 し た も の で 、 冠水 0 . 3m 程度 、 内 陸へ は貫気別川沿いに最 も 入 り 込み 、

鉄道で と ま っ て い る O

豊浦港 の擁壁高 は 3. 5m で、 水 は こ の上縁 ス レ ス レに来たが越え る こ と は な かっ た。 し か し 、 港

内 前面 の一区画 は浸水 0. 3m 程度の 痕跡を残 し て い る O 市街は こ れ ら の 内側に あ り 、 以上浸水を み

た地区 は散在 的 な 居住地区 で あ る た め 、 被害は僅少 で、 あった。

⑦ 静的溢水型に対 し て は、 大津に み る よ う に 土堤 の存在が浸水地域 の拡大を 防 ぎ 、 上磯に み る よ

う に道路が堤防の役割を果す。 茂辺地 で も 堤防内 だ け の浸水で、 あった。 上磯では津波後 旧河道 の 内

側に沿って路盤を高 く と っ た新国道 の 工事が始 ま っ て い る が 、 こ れは堤防を兼ね る こ と がで き る で

あ ろ う O

E型の地形を示す よ う な と こ ろ で は、 そ の被災の タ イ プか ら みて 、 比較的防禦 は簡単に な し う る

こ と な の で あ る 。

(d ) N 型

こ の型の例 と し て 広尾を 挙 げ る 。 平滑海岸 に おけ る 動的 タ イ プ の 津波の エ ネ ル ギ ー は 、 人 工施設

物に対 し て集 中 的 に働 く 。 広尾港で は 、 東南東 よ り 襲来 し た津波が防波堤を ま と も に襲った 時 、 基

部南方 の海岸 を 固め る 高 さ 5. 9m の護岸 、 及び 4. 8m 、 5 . 0m の 防波堤 は こ れを 防 ぐ こ と がで き た

が 、 防波堤の低 し 、部分 ( 3 . 8m) が破 ら れた。 港内へ侵入 し た 津波は 、 突堤 の数か所を 破壊 し 、 港

湾主要施設 の あ る 湾内前面 の 陸地に浸水 し た。 そ の限界は、 ほ ぼ標高 2 . 5m の等高線に一致す る 。
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広尾市街は高度 30，，-，40mの洪積台地上に載 り 、 急 な 段丘崖を も っ て 高度 4 ，，-， 5 mの沖積地に 降 る O

こ の沖積地は狭長 で 、 漁業関係者の比較的密 な 集落を作っ て い る が 、 浸水地域が防波堤 に 囲 ま れた

内 部だ け に 限 ら れた の は 、 南東に面す る 海岸施設が良かっ た た め で あ る 。 し か し 、 港内施設に対す

る破壊カ は 大 き く 、 港湾型津波被災 の特徴を端的に物語って い る O こ の ケ ー ス は 、 規模の差 こ そ あ

れ、 庶野港、 浦河港に お い て も み ら れ る 。

( e ) V 型

有珠湾前面 の不規則 な海岸線 ( 有珠 山 に 起 因す る 噴石丘地形が海に接す る ) を も っ袋型の小湾入

( 有珠湾 ) に入った津波 は 、 湾頭の有珠部落以南 の奥部に浸水地域を 出 し た。 こ の経過 は厚岸湾に

み ら れ る よ う な 反射波の影響に よ る も の と 思わ れ る 。 浸水の型式 はむ し ろ 高 ま り のかた ち で 、 穏や

かで、 あっ た と 報告 さ れて い る の は、 狭い湾 口 を 通っ て き た に も かかわ ら ず 、 こ の津波が太平洋を越

え て き た 遠来の も の で、 あ っ た か ら で あ ろ う O し か し 、 海水の盛 り あが り は速 く 、 津波来襲の急激な

タ イ プ 生 示 し て い る O 波 高 は 、 満潮海面上約 1 . 3m ほ ど で あ っ た と 見 ら れ る 。

不規則海岸線の湾 内 に は副次的な 小湾入 が し 、 く つか あ る が 、 こ れ ら の小湾入 に も ほ と ん ど例外 な

く 浸水地域を 出 し て し 、 る こ と は一つ の特徴であ る O こ う L 、 う 場合 に も 、 道路は河) I [ と 同様に津波 の

侵入 路 と し て選ばれやすい。 有珠湾の 外側 では あ る が 、 向有珠 の小湾入 で も そ の例が見 ら れ る 。
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6. 三陸 の 海岸地形 と チ リ 地震津波

( 1 ) 三陸海岸 の 地形 と チ リ 地震津波

三陸の海 岸 は 山 地が海岸 に ま でせ ま って お り 、 湾 の奥に僅かに小 さ な 平野が開 けて し 、 る O こ の海

岸 の地形は北部 と 南部 と でかな り 著 し い差があ り 、 北部 は隆起海蝕台 地 の 発達 し た 地形で あ る が 、

南部 は リ ア ス 式 の沈降海 岸 で、 あ る 。 し たがっ て 、 北部

の海岸線は 出入 り が比較的少 し 、 の に対 し 、 南部 は比較

的 出入 り が 多 し 、 。

( a ) 北 部 海 産

北部海 岸 に は よ く 段丘が発達 し て お り 、 第 1 段丘 よ

り 第 5 段丘 ま で 5段の段丘が見 ら れ る 1)。段丘数は北部

に 多 く 5 ----- 6 段で あ る の に対 し 、 南す る に し た がって

数 を減 じ 1 ----- 2 段 と な る O こ れ ら の段丘 と 海 と の 聞 は

部分的に小 さ な 平野が開けて い る ほか は段丘崖が直接

海に面 し て海蝕崖 と な って し 、 る 所が 多 い。 海岸 に は ベ

ン チ が 発達す る 。 ま た 、 こ れ ら 、 段丘は著 し く 開析 さ

れて 東西方 向 に 峡谷を 刻 ん で 、 下流側に は谷底平野が

見 ら れ る 。 ま た。 段丘崖 と 海 と の 間 の 細 し 、海岸平野に

も 種市 の よ う に海岸砂丘 の発達 し て い る 場 合が あ る 。

比較的平野の発達 し て し 、 る の は 、 久慈川 の そ そ ぐ久慈

浜 、 宇部川 の そ そ ぐ十府の浦であ り 、 半 円状 の平滑な

海 岸 を な し て い る 。 海岸 に は し 、ずれ も 海岸 に 平行 し た

砂丘が発達 し て お り 、 砂丘 と 山地 と の 聞は後背湿地 と

な っ て し 、 る 。 河 口 はし 、ずれ も 南方 よ り 運ばれる 砂 の た

め 著 し く 北へ ま げ ら れて し 、 る O

( b ) 南 部 海 岸

宮古以南は北部 と 著 し し 、対照を 示 し 、 出 入 に 富む海

産線で沈降地形2) を 示 し て し 、 る 。す な わ ち 、 北 よ り 宮古

第 8 図 三 陸 海 岸

久草書、工島

北

よ

陸

;毎

ゐ晶.・1手:

1 ) 田 山 利三郎 ( 1931 ) 北上山地東斜面の海岸段丘につ い て 1 . 北部地方地理評Vll5 337�362PP， 第 1 段丘
(下閉伊段丘) 300m， 第 2 段丘(九戸段丘) 200m ， 第 3 段丘(蒼前段丘) 200� 130m，  第 4 段丘 ( 白 銀一平段
丘) 100 m ， 第 5 段丘(湊段丘) 50m 
2) こ の海岸は沈降地形で あ る が， 入江を縁取っ て段丘が発達 し て お り ， 入江 の 奥では沈 降当 時落下 し て
き た た し 、積物が隆起後段丘 を な さ ず 山麓斜面 と し て あ らわれてお り ， 隆起海岸平野が あ り 沈降当時島であ
っ た も の が海蝕台地で結ぼれて し 、 る な ど の理由 か ら単に沈降を く り か え し た だ けで、 な く 、 大 き く 沈降 し た の
ち 少 し 隆起 し た海岸で、 あ る 。
多 国文男 リ ア ス 型海摩にあ ら われた隆起地形 地理評X IV-6 558�559PP 
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第 9 図 宮 古 市 地 形 分 類 図
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湾 、 山 田湾 、 船越湾、 大槌湾、 両石湾、 釜石湾、 唐丹湾 、 古浜湾、 越喜来湾、 綾里湾、 大船渡湾 、

広 田湾 、 志津川湾、 追波湾、 雄勝湾、 女川湾、 鮫の浦 な ど 多 く の 湾 入 が みζ ら れ る ( 第 8 図〉。 ま

た 、 宮古湾の南に十二神 山 ( 731m) 、 唐丹湾の南に鉄台山 ( 520m) な ど の 山が連続 し て お り 、 高 L 、

準平原が急に海岸に終 り 、 海 岸 に は急崖が 多 し 、 。 湾入 は昔 の河川 の形成 し た侵蝕谷が沈水 し た も の

で あ る た め 、 昔の大河川 の形成 し た谷、 支川 の形成 し た 谷、 小河川 の形成 し た 谷な ど 成 因 に よ る い

く つか の類型に分 け る こ と が 出来 る 。

① U 字 谷 ( 大河川 | の形成 し た谷)

宮古湾、 山 田湾 、 大船渡湾、 気仙沼湾 ( 付図 ) な ど は細長し 、U字型を し て し ら 。 湾 口 よ り 湾奥 ま

で は か な り 長 〈 、 宮古湾な ど は 10kmに達す る が 、 湾 口 の 巾 は 4km にす ぎ な し 、 ( 第 9 図〉 。 一般に

渓谷底の傾斜は大 き L 、河川 ほ ど急速に平衡に達 し て し 、 る の で 、 こ の よ う な 河谷が沈む と 海水が渓谷

底の勾配は平衡に達 し な し 、小渓谷の沈む のに較べて 著 し く 陸内 に ま で浸水 し て い る の で あ る 。 し か

も 、 こ の よ う な 大 き な 湾の海底は平衡に達 し た河川 の沈ん だ も の で あ る か ら 、 湾 の 方 向 に遠浅 で 、

沈水谷 と 直 角 な方 向 で は昔の支川が沈水 し た た め 、 海岸か ら海底へ 向 っ て 急 で、 あ る 。 気仙沼湾な ど

は大河川 の沈水谷で、 あっ て 、 湾 の縦断面を と っ て も 湾底はゆ る やか で 3. 5/1， 000 にす ぎ な い。

こ れ ら 湾奥に はかな り 細長い谷底平野が開 け 、 海 岸 に は小規模な デ、 ル タ の発達す る 所 も あ り 、 気

仙 沼 、 大船渡で は更に埋立地が形成 さ れて し 、 る (付図)0.

② V 字谷、 W字谷 ( 小河川 の形成 し た谷 )

志津川 湾 ( 付図〉 、 女川湾、 萩浜 、 鮫の浦湾、 御前湾 、 綾里湾、 越喜来湾、 吉浜湾、 釜石湾、 両

石湾な ど は 、 昔の一本 な い し二本 の小河川 の形成 し た渓谷が沈水 し た も の で あ る O こ れ ら の谷は V

字型を な す が 、 二つ の河川 の そ そ い で いた と こ ろ 、 た と え ば女川 、 志津川 、 釜石、 唐丹な ど の湾 は

V の複 合型す な わ ち 、 W型を呈す る 。 こ れ ら の河川 は、 し 、ずれ も 平衡に達 し な し 、前に沈水 し た の で 、

海底の勾配は極めて 急で あ り 、 志津川湾では 9/1， 000 に達 し て い る O ま た 、 湾 口 よ り 湾奥 ま での距

離 も 短い。 志津川湾な どW字型の湾に は 、 中央 の 岬 よ り 岩礁が の びて し 、 る のが普通であ り 、 こ の岩

礁を入れればV の複合型であ る こ と がわか る O こ れ ら の湾奥に は山地、 台地 ( 段丘 ) が海岸 に せ ま

り 、 谷底平野の小 さ し 、 も のがあ る にす ぎ な いが 、 志津川 な ど に は小規模 な が ら 、 デ ル 夕 、 砂洲 、 埋

立地な ど があ る (付図〉。

③ 半 円 形 湾

久慈湾 ( 岩手 県〉 、 広 田湾 な ど 、 か な り の 大 河 川 が外洋に そ そ ぐ と こ ろ に は広 く 沖積平野が発 達

す る 。 こ れ ら の デ、 ル タ の先端及 び 内 部 に は砂 た い が あ り 、 一 部 は 砂 丘 と な り 防潮林が作 ら れて い

る O こ れ ら 砂た い の た め背後が湿地化 し て い る のが普通で あ る ( 第10図〉。

④ 汐 入 湖

北上川河 口 の東部 に は万石浦が あ り 、 こ の湖 は渡波町で水道 で外洋 と つ な が り 、 汐入 湖 と なっ て

い る 。 松島湾は隆起後断続的沈降に よ り 生 じ た湾であ り 、 湾 口 の比較的広 い汐入 湖 で あ る 。

⑤ 平 滑 砂 浜 海 岸
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第10図 久 慈 湾 地 形 分 類 図
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渡波町 よ り 北上川河 口 を経 て 鳴瀬川に至 る 海 岸 は平滑な砂浜海 岸 で海岸に は砂丘が発達 し 、 砂丘

の背後に はか な り 広範に デ、 ル タ が 開 け後背湿地 と な り 沼が残っ て い る と こ ろ が あ る O

( 2 ) 津 波 型

( a ) リ ア ス 海 岸 型

① V 字谷、 W字谷型

志津川 、 女川な ど 外洋に面 し た沈水 V 字谷あ る い はW字谷では、 外 洋 の 波 を 直 接受け る だけ で
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な く 、 湾 の 巾 と 深 さ が奥へ行 く に し た がって 急に狭 く かっ浅 く な る の で 、 津波の よ う な 大 き な波長

振幅の波が来 る と そ の押 し寄せ て 来た海水の流れの勢力を徐 々 に費 さ せ る こ と がで き ず 、 流れは比

較的 自 由 な 谷の奥 と 上 の方を え ら び、 津波 の 高 さ と 速度を増大す る 。 そ し て 、 湾奥近 く で は河川 の

流れの よ う に乱流が 著 し く 、 河では波を た て て 糊ぼっ て 行 く (写真 7 )。 志津川町は こ の よ う な湾 の

奥に位置 し て い る た め 、 今 回 の津波で は最大 の被害を う け、 死者 40人 、 家屋全壊 653戸 、 半壊 364

戸 、 流失312戸 に達 し 、 こ の他の物的損害は517， 601万 円に達 し た の で あ る O 志津川 では津波の速度

速 く 、 他地域では大部 分かけ足程度

宮 古 津 波 状 況 図第 1 1 図で逃げ ら れた の に 〈写真 6 ) 、 こ こ で

は 自 転車で逃げた人が津波に追付か 宮 古 市
れ る ほ ど速 し 水深 も 深 く 4. 2mに達

気仙沼 、 宮古な ど の奥 ま った U字

型の谷では、 普通は外洋 の波は う け

2 '"'-' 3 分で最高水位に達 し て

と いわれて し 、 る 。 今 回は遠隔津波で

あった た め 、 湾の奥の方が波高が高

な い の で V 字型 の 谷 よ り 波高が低 い

し た所があった。 水位 の上昇速度 も

型谷上よ喰子一U 

速 く 、

い る O

② 

く なっ た の と 、 湾 の奥に はかつ て の

ぐ
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言 ち 主

渓谷が作った デ、 ル タ が開 けて お り 、

こ こ に 大船渡、 気仙沼 な ど の集落が

発達 し て い る た め被害を 生 じ た (第

11図〉。 大船渡 で は、 第 1 波 は 海岸

の小野田 セ メ γ ト 工場付近で速度は

8. 3m/sec と 推 定 さ れ、 浸水開 始 よ

り 最高水位に達す る の に 5 '"'-'10分で

こ れに早朝で、あっ た こ と があった。

禍 い し て 、 大船渡町を 中心 と し て か

な り の被害を 出 し 、 死者48人 、 行方

不明 5 人、 家屋全壊437戸 、 流失340

PO

 

QU

 

戸、 半壊 660戸 、 被害総額 35億円に

達 し た 〈写真 1 )。 気仙沼 は大船渡に

較べてやや津波 の速度が遅 く 、 海 岸



でかけ足、 内 陸部 で は速 く 歩 く 程度で、 あった。 被害は陸上で は行方不明 2 人 、 家屋全半壊51戸 、 流

失 5 戸 であったが、 海上で は カ キ の養殖筏を流 し 、 大被害を生 じ た ( 写真 4 )。

③ 半 円 状 型

広 田湾、 久慈湾 (岩手県 ) な ど 半 円状の湾では V 字型湾の よ う に津波の勢力が集中せず 、 かつ海

岸 に は砂丘 、 砂洲な ど が あっ て 津波の侵入 を 妨げ、 る の に 大 き な 役割を果 し た。 陸前高 田 市 で は 、 死

者 8 入、 家屋全壊63戸、 流失86戸、 半壊 129戸 に達 し たが、 こ の被害は大部分高田市の南東 の V 字型

の小湾に面 す る 小反町の被害 で、 あっ て 、 砂丘を 前面 に も つ高 田 市 の被害 は比較的少かった。 こ こ で

は津波は最初気仙川 よ り 、 つ いで 防潮林の 欠けて し 、 る 海岸側か ら 砂丘背後 の湿地に侵入 、 防潮林を

第 12 図 久慈湾津波状況図
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こ え て き た津波 と 合 し た が (写真 3 ) 、 砂丘を

こ え て 引 く こ と は な かっ た た め 、 他 の地域で

み ら れる よ う な 引潮 の際 の被害は ま っ た く な

かった。 水深 も 海 岸 の 防潮林地帯で 175cm、

そ の他 で 110cm 以下で、 あった。 た ん 水はか な

り 長期 に わ た り 、 気 仙 川 の 締 切 り の 6 月 16

日 、 海 岸 の松原 の締切 り の 6 月 23 日 ま で約 1

ヶ 月 に達 し た。 久慈湾(岸手県〉 に お し 、 て は、

津波に よ っ て 運ばれた砂で、久慈川 の河 口 が ほ

と ん ど閉塞 さ れた た め 、 久慈川ぞ い の 自 然堤

防及 び海岸砂丘 と 背後 の台地 と の後背湿地に

あた る 水 田 に10 日 間た ん 水 し た (第10図 、 第

12図〉。 こ の よ う に 、 半 円状 の外湾では海 岸 に

砂丘 の あ る の と 相 ま っ て 水深 も 浅 く 、 速度 も

遅 く 、 引 潮がみ ら れな し 、 た め 、 家屋 の破壊な

ど の 被害は少 い が 、 長期 た ん水に よ る 水稲の

被害等が生 じ て く る 。

④ 陸 繋 砂 洲 型

船越村 は東部 の 島 と 砂訓什こ よ って つ な がっ

て で き た 平地 の西側に位置 し て い る 村 で あ

る 。

こ の細長し 、平地の北側 は 山 田湾 、 南側は船

越湾で あ る 。 津波に際 し て 、 両湾は同時に水

位が高 く な る こ と はな く 、 山 田湾が高い時は

船越湾が低 く 、 叉 そ の逆の時 も み ら れた。 山

田湾か ら の津波が と く に 内 陸 ま で侵入 し て お



り 、 長期 間 た ん 水 し た ( 第13図 、 第14図 、 写真 5 )。

第 13 図 船 越 一 山 田 地 形 分 類 図
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第 1 4 図 船 越 一 山 田 津 波 状 況 図

一 一一一一胃、

石巻市東部に あ る 万石浦な ど 、 水道で外海 と 湖 と つ な がっ て い る 所で は 、 津波が海岸に来て も 海

岸 に接続 し た 湖に 津波が侵入す る の で 、 海岸 に お け る 水位はあ ま り 上昇 し な し 、。 た だ水道 の狭 さ く

部を津波が通過す る 際 、 水道 の両岸及 び底を侵蝕 、 こ れ ら 侵蝕 し た砂泥を 万石浦ヘ入っ た所で、 た し 、

積 し た。

( c ) 大 河 川 河 口 型

北上川 、 追波川 な ど の大河川 の河 口 部 で は 、 津波は河に沿っ て 内 陸に侵入 す る の で海 岸 で の波高

は あ ま り 高 く な ら な い。 し か し 、 川 に そって奥深 く 侵入 す る た め 、 川沿い の低地はかな り の浸水被

害を 出 す。 そ し て 、 何回 も 浸水す る の で 、 侵蝕、 た し 、積がかな り 著 し し 、。

石巻市は北上川 の河 口 に位置 し て し 、 る 町で あ る が 、 北上川治いに津波が侵入 、 海岸砂丘背後 の後

背湿地及び河川沿い の低地に あふれた。 被害は大部分船舶 で あった。 当 時 、 石巻港に は60余隻 の漁

船 、 巡航船が し 、 た が 、 引 潮に も ま れた り 、 干上っ て 河床の あ ら われた所へ横倒 し に な っ た り 、 更 に

そ こ へ津波が押 し寄せ て 内海橋に衝突 し て沈没 し た り 、 船火事を お こ し な が ら流失 し た り 、 転覆 し

て 木材を流失す る 木材船な ど大被害が続 出 し 、 捕鯨キ ャ ッ チ ャ ー ボ ー ト は転覆 し て 死者 さ え 出 すに

至った。
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7. 常磐 の 海岸地形 と チ リ 地震津波

( 1 ) 常 磐 の 海 岸 地 形

常磐海岸 の海岸線に平行 し て 阿武隅山脈が北は宮城県岩沼 よ り 南 は茨城県久慈町 ま で 発達す る 。

こ の山地は大分部花崩岩 よ り 成 る 山地 で あっ て 、 古生層 は 日 立鉱山及び原 ノ 町付近に 見 ら れ る にす

ぎな い。 こ の 山地の東縁北部に は ジ ユ ラ 系 の細長 い 分布があ り 、 更に東に南北性の大断層 を 隔 て て

海岸 の低地に は第 3 系1) が 分布す る 。 こ の第 3 系 は海水の侵蝕に対す る 抵抗が極め て 弱 い の で 、 海

岸 は平滑な 岩石海岸 を な し 、 120�130m、 50�70m、 30�40m の上、 中 、 下 3 段の海岸段丘が発達

し て い る わ。

( a ) 平 滑 砂 浜 海 岸

松島湾 よ り 岩沼 に 至 る 海 岸 、 四 ツ 倉 よ り 夏井川河 口 を経て 豊間漁港に至 る 海岸 、 小名浜 よ り 勿来

に至 る海岸及び久慈川河 口 よ り 磯崎に 至 る 海産 な ど は平滑な砂浜海岸 で 、 海岸 に は砂洲 あ る い は砂

丘が発達 し 、 背後の デ ル タ を 後背湿地化 し て し 、 る 。

( b ) 平 滑 岩 石 海 岸

久慈川河 口 よ り 磯原に至 る 海 岸 、 大津港 よ り 勿来に至 る 海岸 、 小名浜港 よ り 薄磯に至 る 海岸及び

四 ツ 倉港 よ り 富岡を経て長塚に 至 る 海 岸 な ど は 、 海岸段丘 あ る し 、 は 丘 陵が直接海に臨んで急崖 を な

す岩石海岸でベ ン チ が発達す る 。 海母線の 出入 は比較的少 し 、。

( 2 ) 津 波 型

( a ) 平 滑 砂 浜 海 岸 型

北上川河 口 よ り 鳴瀬川河 口 に 至 る 海 岸 、 御殿岬 よ り 名 取川 、 阿武隅川 を経て松川浦に至 る 海 岸 、

四 ツ 倉 よ り 夏井河 口 を 経 て 豊聞に 至 る 海岸 は ほ と ん ど 直線状の砂浜海 産 で あ る O こ の よ う な海岸 で

は津波はV字型湾 の よ う に勢力を一点に集 中 で き な し 、 た め それほ ど 高 く な ら な い。 ま た 、 海岸 に は

一列な い し数列の浜堤あ る し 、 は砂丘が あ り 、 こ れ ら の地域に は た い て し 、 防潮林が 作 ら れ て い る た

め、 被害 ら し い被害は ほ と ん ど お こ っ て い な し 、 の で あ る O せ いぜい砂丘 の海側を侵蝕す る か 、 あ る

い は砂丘を 切って流れて い る 河川 を 糊って 背後 の 後背湿地帯へ若干 た ん 水す る 位で、 あ る 。

( b ) 平 滑 岩 石 海 岸 型

茨城県久慈町 よ り 大窪 、 目 立市を経て 北茨城市に至 る 海 岸 は 、 海 岸段丘が海に せ ま っ て 20m以上

の海蝕崖をな し て お り 、 海 と の聞に ほ と ん ど平野はな し 、。 ま た 、 小名浜 よ り 豊間漁港、 四 ツ 倉 よ り

1 ) 北部は鮮新統， 南部は中新統， 山ぞ い の 一部は漸新統であ る 。
2) 上， 中， 下 3 段はそれぞ れ多摩面， 武蔵野面， 武蔵野面 と 後関東に ロ ー ム 通 と の 中間面 と 対比 さ れ

て い る 。 大倉陽子(1953) 常磐地方南部の地形， 地理学評論 x X -VI 252--262 
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久 ノ 浜に至る 間 も と も に海 岸段丘が海にせ ま っ て し 、 る 。 こ れ ら 平滑な岩石海 岸 で は波高 も 低 く 、 か

っ平地が な い の で集落 も 少 く J ほ と ん ど被害が 出 て い な L 、。 目 立港での観察で は 海 岸 の 岩 と か 松

と か指標に な る も の を 見 て L 、 な い と 津波の来襲がわか ら な し 、 ほ ど静かに海水が上 下 し た そ う で あ

る O
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8. 紀 伊半 島 の 海岸地形 と チ リ 地震津波

( 1 ) 紀 伊 半 島 の 海 岸 地 形

紀伊半 島 は 、 三重県南部で伊勢湾に そ そ ぐ櫛 田 川 の 谷か ら 、 三重、 奈 良両 県境の高見峠を経て紀

ノ 川 の谷を過 ぎ る 線 よ り 南部を指す。 こ の 半 島 は地質構造上南西 日 本 の外帯に属 し 、 地質及び地形

上複雑かつ特色あ る 地域であ る O

地質構造は、 古生層 、 中生層 、 第 3 紀層 の各地層が北か ら 順に整然 と 並び 、 地形 も それに伴 い 、

山脈 は東西 の 走 向を 有 し 、 ま た 、 海岸 に お い て は 、 新旧地層 の相違が 、 地震そ の他 の 内 的営 力 の み

な ら ず、 風 向 、 波浪、 そ の 他 の 外 的営 力 と 作用 し 合 い 、 複雑 な海岸線 と 単調な海岸線の組合せ に な

って し 、 る O

い う ま で も な く 、 日 本は地盤運動の激 し し 、 所で あ る が 、 そ の こ と は紀伊半島 に も よ く 見 ら れ、 海

岸段丘や、 リ ア ス 式沈水海岸が発達 し て い る (第15図〉。

半島 の西海岸、 御坊付近 よ り 南へ

追跡 さ れ る 海茸段丘 は 、 印 南 ま で は

海抜 10----20mの も のが美 し く 沿 岸 を

縁取 り 、 連続的 に 見 ら れ る が 、 印南

港 よ り 20----40m、 岩代で 40----60m と

次第に高 ま る と 共に 、 分布 も 断片 的

と な る。

印南 よ り 周参見を経て 、 江住、 回

並に至る 付近は大 き く は な い けれ ど

も湾入があ り 、 海岸線が、 鋸歯状に

なって し 、 る O 小 島 、 岬 角 が数 多 く 散

在す る 所か ら 、 以前は顕著な リ ア ス

第 15 図 紀伊半島海岸略図

醐岬

bゴ-' ="=墨=圏内=-

式海岸で、 あった も の が 、 激 し し 、風蝕、 波蝕を う け て 次第に後退 し て いっ た も の と 息われ る O 断片 的

に見 ら れる海岸段丘 はかつ て の 隆起を物語 り 、 南富田村の も の は 60mを越え 、 か な り 広 し 、。

こ の う ち 、 白浜→新庄一帯の海岸 は狭レやや奥深 し 、 谷が密 に 山地を刻むが 、 沿 岸 の 山地 の 陵線が

内 陸部に比較 し て 一段低 く 、 ほ ぼ同一高度を な し (20----40m) " かっ、 旧 段 丘 面 と 思われる も の が

断片 的に残存す る こ と か ら 、 旧海岸段丘面が極度の 開析を受 け て 後沈水 し た も の と 思わ れ る 。

潮 ノ 岬に至っ て 、 海岸段丘 は高度 、 面積共に規模は最高に達 し 、 20----40m、 40----60m 、 60'""-'80m

の 3 段に分れ る 。

潮 ノ l岬 よ り 東岸を北進す る に し たが い 、 段丘 の高度、 分布 は再び減少 し て く る が 、 新宮を経て熊
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野灘に 面す る 一帯 ま で砂丘 は追跡 さ れ、 阿田和付近で 40----50m、 志摩 の 大王崎で;50mに達す る O 木

本 →新宮聞を 直線状に伸び る 砂 丘 は 、 串 本の陸繋砂昔、H 同様隆起砂洲 で あ る O こ れ ら の砂丘 は津波の

侵入 を 妨げて い る 。 熊野市 よ り 新宮市に至 る 海 岸 は 、 10m 内 外 の高 さ の浜堤 の 内 側 は砂で あ る が 、

波打際 は那智黒を 含む礁か ら 成っ て い る O 大半の河川 の河 口 は流砂で閉塞 さ れ る 傾向 が あ る 。

木 ノ 本以北は満壮年的に開析 さ れた 山地が沈水 し て で き た リ ア ス 式海岸 で、あって 、 湾奥に平野の

見 ら れ る の はほ と ん ど な く 、 急な海蝕崖が海に臨ん で し 、 る O し か し 、 三陸の リ ア ス 式海岸 が 、 主 と

し て 、 v . wあ る し 、 はU の比較的単純な形 の湾 の組合せ で あ る の に対 し 、 こ こ の リ ア ス 式海岸 は支

谷 の 多 い樹枝状の湾が多い。 英虞湾、 五 ケ 所湾 、 的矢湾、 費浦湾な ど は、 湾 口 がせばめ ら れ 、 湾奥

が広 が る 樹枝状 の湾型を持って し 、 る (第16図〉。 湾 の 中 に こ ま か し 、入江が発達 し 肢節量は極め て 大 き

し 、。 浜堤 はほ と ん ど 見 ら れず 、 各入江の埋積 も お く れ、 湾奥に小 さ な三角洲が形成 さ れて い る にす

ぎ な し 、。

第 16 図 紀伊半島東岸津波最大波高図

民 芳夫 漁

値引最大漏れml
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撞凪
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南 島 町 の賛湾 、 奈屋浦、 神崎湾 、 万座浦 な ど は湾 口 が広 く 、 湾奥が狭 く な る 樹枝状的 リ ア ス 海 岸

で あ る O 小 島 、 岬 な ど比較的多 く 、 浜堤 、 砂鳴は部分的に発達す る 。 浜堤 の背後 は後背湿地 と な っ

て い る 所が あ る O

長 島町 の海 岸 は湾入 の程度が著 し く 小 さ し 、。 半島部が波蝕に よ って 分離 し 、 湾 口 や湾の前面に群

島を形成 し て し 、 る O 浜堤がかな り 発達 し て し 、 る 。 し か し 、 島 か げ 、 あ る し 、 は深 く 入 り こ ん だ湾 で は
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浜堤は あ ま り 発達 し て し 、 な し 、。

尾鷲 、 木 ノ 本聞 は標式的な リ ア ス 海 岸 で 、 v . wあ る し 、 は樹枝状 の 谷が発達す る 。 湾奥の小 さ い

平野に は浜堤があ る O 湾入 の浅 い ほ ど浜堤 の 高 さ は大 き し 、。 尾鷲 の よ う に最大風向 か ら 保護 さ れた

海岸 で は浜堤 の発達は不良で あ る O

紀伊半 島 の平野は、 一般に河川 が 山 地か ら 直接海に臨むた め、 比較的小 さ く 、 勾配の急な扇状地

性平野であ り 、 ほ ぼ海抜 5 mの 線に デ ル タ と 谷底平野の境界線が ひかれ る 。 こ れが 、 あ る 時代の海

岸線を示 し て い る も の と 思われ る 。

平野 の 大 き い も の は紀 ノ 川 下流 の 平野 と 日 高川下流の平野にす ぎ な い。 紀 ノ 川 下流 、 す な わ ち 、

和歌山市の位置す る 平野は、 海岸及び内陸に数列の砂丘が あ る 。 内 陸側 の砂丘 は一つ の 旧汀線 と 考

え ら れ る 。 津波は紀 ノ ] I r を 糊っ て 堰 ま で達 し た が 、 波高がそれほ ど 高 く な かっ た ので両岸に あふれ

る こ と はなかっ た。 海岸 の砂丘 は10m も の高 さ が あっ て 、 津波あ る L 、 は高潮を 完全 に 防い で い る O

日 高川 の河 口 に も 巾 約 1， 000m の砂丘が発達 し 、 津波の侵入 を 完全 に 防いで い る O こ れ ら両平野

と も 津波はた い し た こ と はな い が 、 高潮の害の方が大 き し 、。 そ し て 、 河川 の洪水 も かな り の被害が

生ず る 所であ る O 両平野 と も 構造線沿 い に扇状地あ る い は段丘化 し た 隆起扇状地が並ぶ。

こ れ ら 河川 の下流部 で は流路の変遷著 し く 、 旧河道がデ、 ル タ の 至 る 所に見 ら れ る 。 紀 ノ 川 を 例 に

と れば、 和歌川 、 水軒川 を 本流 と し た 時代 も あったが、 二里 ケ 浜 の砂丘が突破 さ れて 後 、 現在 の河

道に落着し 、 た と し 、 う O こ の 平野の デ、ル タ と 谷 底 平 野 と の境界 を 定め る こ と は困難で あ る が 、 海抜

7. 5m の所に 鳴神 貝塚の存在す る こ と か ら 、 地盤運動がなかった も の と すれば、 旧汀線を そ の 付近

に想定で き る の で はな いか と いわれて い る ヘ

紀伊半島は現在に至る ま で、 絶えず隆起 と 沈降 と を繰 り 返 し て来て し 、 る が 、 と く に 、 中央構造線

そ の他の地殻構造線の存在 は 、 地震を伴 う 地盤変動を 受けやす く 、 あ る 時は隆起 し 、 あ る 時は沈降

す る 。 昭和21年の地震で は 、 潮 ノ 岬 を 通 る 南北 の線を軸に東 岸 は約 1----0. 6m 隆起 し 、 西 岸 は約 0. 6

m沈降の傾向で、 あっ た が 、 地震の結果 、 東 茸で は 昭和19年の地震で沈降 し た所が も と に戻っ た 所 も

あ る と し づ O こ れ ら の地震に伴っ て 、 かな り の津波が押 し寄せ て い る の で あ る O こ こ で注 目 すべ き

こ と は、 こ の近海津波で も 波高が高 く 被害の 大 きかった の は 、 今 回 の津波 と 同様、 海南市、 田 辺市

南部の文里港、 串 本西部 の袋港、 尾鷲な ど で あっ て 、 こ の よ う な こ と は、 紀伊半 島 で の津波危険地

帯の設定に 充分考慮 さ る べ き こ と と 思 う 。

( 2 ) 津 波 型

( a ) リ ア ス 海 岸 型

① 樹 枝 状 型

紀伊半島 、 と く に東部で は リ ア ス 式海岸が発達す る が 、 三陸の海岸 と 異な り 、 湾 口 が狭 心 湾奥

1 ) 薮内芳彦
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が 広 く 、 樹枝状 に な っ て い る のが多い。 そ し て 、 湾 内 に は 多 く の 島が散在 す る O 的 矢 湾 、 英 虞

湾 、 五 ケ 所湾な ど はそ の例 で あ る (第17図〉。

第 17 図 五ケ 所湾津波状況図

こ の よ う な湾で は 、 津波は水道 の狭 さ く 部 で は速 く 、 広 く な っ た 所及 び肢浦の入江で、 は極 め て 遅

く な る O 的矢湾を例 に と っ て 見れば、 平 常時の流速は的矢水道 で 5 . 3�10. 9crn/secで、最 も 速 く 、 渡

鹿野水道で3. 2�4. 1crn/sec\ 三 ヶ 所水道で、 1 . 7 � 1 .  8cm/ sec と 速いが、 そ の他 の肢脈 は宮潟浦の 2. 47

crn/secを 除けば 、 し 、ずれ も O. 65crn/ sec以下で、第 4 位で あ る (第18図〉。津波に よ る 流速は潮汐流の約

30倍。 で 、 的矢水道 の流速は 1 . 6�3 . 3rn/sec、 渡鹿野水道 1 . 0.........1 . 2rn/sec、 相通 し 水道 0 . 51�0. 57

rn/s旬、 宮潟浦を 除 く 各肢浦 の流速は 0. 65rn/sec 以下 で 、 こ れ ら の流速は筏の流 出状況 と も 大体一

致 し て い る (第19図〉。 狭 さ く 部 な ど流速の速い所は、 丁度真珠の養殖に適 し て し 、 る 所で あ り 、 湾奥

1) 津波に よ っ て お こ さ れ る 流速は振幅に正比例 し ， 周期に逆比例す る も の と す れば， 振幅は平時 の潮

差が 1 . 2 m に対 し ， 津波の 平均振幅は 1 . 82m で 1 . 5 1倍， 周期は潮汐の745分に対 し ， 37分で約1/20. 1 で あ る 。
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第 1 8 図 的矢湾各地点 に お け る 潮汐の流速 (数字は cm/sec)

N 

第 19 図 チ リ 地震津波に よ る 的矢湾にお け る 養殖 イ カ ダ の 被害状況

0 1 � Km 

の流速の遅し 、所は真珠養殖 の不適地で あ る た め 、 ど う し て も 被害が大 き く な る 。 す なわ ち 、 こ の よ

う な湾 の津波に よ る 被害は高波に よ る 直接の被害で は な く 、 水 の 水平運動 、 す なわ ち 、 急潮流に よ

る も の であ る O 大体 10m/sec に達 し た所 の漁場 は大被害を 受け、 4m 以上の所で、 は 中位の被害を 受

け、 1m以下 の所で は大体被害はな く な って し 、 る 。

② 陸 繋 島 型

勝浦港を 囲む湾は東部 の 島 が砂洲で、連繋 さ れた砂洲で あ る 。 こ の よ う な所 で は 、 砂洲の西側で津

波が 同 時に高 く な る こ と はな く 、 一方が高 い 時 は他方が低 く な り 、 他方が 高 く な る 時は一方が低 く
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な る 。 そ の た め 、 砂洲 の上を津波が横切 る こ と が あ る 。 東海地震 の 時 は 、 北 よ り 津波が砂洲 を 突 き

破って 流れ、 勝浦港 ま で流下 し た。

ま た 、 太地湾 に お い て は 向 島 と 陸 と の 間 は堤防でつ な が り 一つ の陸繋島 の形を な し て い る (第20

図〉。 今 回 の津波では 、 こ の 島 の 北側 と 南側 の 水位が交互に高

第 20 図 太地周辺地形分類図

凡 I，'J
� ，�斜@
図 白 地

凹 純平聖子

園 砂 州
巴 砂 泣

。 100。=-----> .. 

く なっ た た め 、 津波は こ の堤防を乗 り 越え て 流下 し た 。

こ の よ う な 陸繋 島 で の津波の型 は北海道 の霧多布 と 同様 で あ

る O 潮 ノ 岬 は典型的な 陸繋島 で あ る が 、 こ の砂洲 の 高度が比較

的高い た め 、 砂洲を 突 き破って、流れる こ と は な か っ た。 し か

し 、 水位は 同時に高 く な ら ず 、 西側の方が東に 較べて は る かに

高かっ た。

③ 袋 状 型

串 本西部 の袋港、 田辺の文里港、 三重県下津港な ど は入 口 が

狭 く 、 奥の方が袋状に広 がっ て い る O こ の よ う な 所 で は 、 最 も

波高が高 く 大被害を生 じ て い る の で あ り 、 こ の よ う な湾 で な ぜ

高 く な る かは充分検討を要す る 問題であ る と 共に 、 こ れ ら の港市に お い て は充分の津波対策を樹立

し て お く 必要が あ る ( 第21 図， 第22図， 第23図〉。

第 2 1 図 袋 港 平 面 図
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第 22 図 袋港海底横断面 第 23 図 袋港海底縦断面

''
a・
水
深
am

。 - b 哨
C - d 500/1000 
o - d  0.同時刷。

④ 鋸 歯 状 型

印南 よ り 周参見 に 至る 海 岸 は 、 かつ て の リ ア ス海岸が激 し い風浪で削 ら れて湾入 が比較的浅 く な

った も の で あ る 。 こ の よ う な海岸は山地が海岸 ま でせ ま り 、 谷を刻む平野 も 少 し 、。 し た がっ て 、 ど

の よ う な湾で は 、 津波が押 し寄せ て も 津波の被害は比較的少 い の で あ る 。

( b ) 大 河 川 河 口 型

日 高川 、 熊野川 、 古座川 な ど の 大河川 の河 口 で は 、 津波は こ れを 糊 る た め あ ま り 高 く な ら な し 、。

( c ) 直 線 状 砂 浜 海 岸 型

日 高川 、 有 田 川 の河 口 及 び新宮 よ り 木 ノ 本に至 る 海岸 な ど は直線状の砂浜海岸 を な し 、 津波は勢

力を一点に集 中す る こ と が な い の で波高が高 く な ら ず 、 かつ海 岸 の砂 丘 が津波の侵入 を 妨 げ、て し 、 る

ので津波の被害は ほ と ん ど生 じ て い な い の で あ る O
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9 四 国 南東部 の 海岸地形 と チ リ 地震津波

( 1  ) 四 国 南東部 の海岸地形

四 国 で津波の被害を受けた の は 、 主に紀伊水道に面す る 海岸 、 と く に那賀川河 口 以南 の リ ア ス 式

海 岸 と 、 高知の浦戸湾 よ り 須崎にかけて の海岸 で あ る O

( a ) 平 滑 砂 浜 海 岸

吉野川 、 那賀川 の三角洲 は平滑な砂浜海 岸 で あ る 。 ま た 、 南部 の海部川河 口 、 宍喰町 な ど の三角

洲 も 平滑な砂浜海岸 を な す。 野根川河 口 よ り 佐喜浜町に至 る 海 岸 は背後に 山地がせ ま る が 、 海岸に

は狭い砂浜海岸が 開 けて い る 。

( b ) リ ア ス 海 岸

四 国 山脈が紀伊水道に 面 し て い る 所は 、 急斜面が直接海に臨む海 岸 で あ り 、 棒泊浦 、 後戸浦 、 橘

浦 な ど の湾入 が あ る O 橘浦、 後戸浦 の聞 に は 、 小勝島 、 高 島 な ど の 島 が あ る 。 こ れ ら の 島 も 両湾を

二分す る 半島 の延 長 と みな す こ と が 出 来 る 。 かか る 場合、 こ れ ら の湾入 は 、 湾 口 の 巾 2 km 内 外 、

湾入延長 8------10km の U字型の湾 と な る O 湾 の 方 向 は東北東を示す。

三湾に お け る 水深 は 、 橘浦で は大部分 10m 以浅 で あ り 、 深 し 、 部分が湾の両部を東西に 走っ て し 、

る O 後戸湾で は 10------20m の部分がほ と ん ど で 、 5m 以浅 の部分は僅か に湾の周辺に付着す る にす ぎ

な い。 椿?白浦 も 後戸浦 と 同様 10------20m の部分が大半を 占 め 、 5m 以浅 の部分は湾奥部 の み で あ り 、

橘浦 と は著 し い対照を示 し て い る O

橘浦 左 後戸浦 と を 結ぶ水道部 は橘浦主部に比 し深度大であ る O 椿?白浦関 口 部外縁、 舞子島 、 蒲生

田 崎間 と 水道部 は 7 ------ 8m の浅 さ であ り 、 後戸浦関 口 部外縁、 野 々 島以北は小島 の散在す る 瀬が存

在す る O

ま た 、 南部 の浅川湾 は、 北東方 向 に 聞 い た典型的 な V 字型湾で あ る O 湾岸 に は小 さ な 平野が聞 け

浅川 の町が立地す る 。 那佐湾 は陸繋島 があ り 、 奥深し 、 U字型湾を な す。 水深は湾 口 で、 25mで、 あ り 、

朝顔の 花弁型に浅 く な る O

( c ) 平 滑 岩 石 海 岸

蒲生 田 崎 よ り 西南西ヘ続 く 海岸線は、 ほぼ平滑で、南東方 向へ開 口 す る 日 和佐な ど浅し 、部分があ り

沖 に は小 島 が浮ん で し 、 る O ま た 、 南部 の佐喜浜町か ら 室戸 岬 ま で は ほ と ん ど直線状の岩石海 岸 で あ

る 。

( 2 ) 津 波 型

蒲生 田 崎以北 の椿泊浦 、 橘浦に は 、 四 国東 岸 に お いて最大の津波が押 し寄せ て お り 、 浸水家屋に

っし 、 て 見て も 、 徳 島 県の総浸水家屋数 1， 549 戸 の う ち 82 9五 に あ た る 1， 299 戸を 占 め て い る O
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橘浦 、 後戸浦 、 椿泊浦 の三浦を比較す る と 、 後戸 、 椿泊で 3. 50，，-，3. 80m で あ る が 、 橘浦で は最

高4. 45 " に達 し て い る 。 橘浦で は福井川 に よ る 堆積が進み 、 浅 く かっゆ る やか だ が 、 後戸 、 椿泊 は

一般に深 く 、 湾奥部で急に浅 く な る 型を と っ て い る 。 ま た 、 後 戸 及 び 椿 泊 は 、 湾 口 に浅部があ る

が 、 橘浦に はそれが な し 、。 こ の よ う な海底地形 の相違に よ って 、 上記の よ う な差が生 じ た と 思われ

る 。

各浦ぞ い の低地はほ と ん ど浸水 し 、 比較的広 い谷底平野が連な る 橘浦奥の福井川沿岸 の低地が面

積的に最 も 広 い。

護岸施設の被害 も 橘浦湾奥部に最 も 集 中 し て い る O 海ぶ く れ津波 と はし 、 ぇ 、 そ の主た る 部分の侵

入 路の 到達点 で あ る こ と がー原 因 と な っ て し 、 る O 三浦周辺の護岸施設の被害状況を見 る と 、 前記の

如 く そ の 分布 は湾奥部に集中 し て L 、 る O 被 災構造物の ほ と ん ど が 、 沖積低地前面 の海岸堤防な い し

河川堤防で あ り 、 一度津波が越流す る と 、 施設背面を え く。 り 、 破堤の 可能性が大 き し 、 と 考 え ら れ る

所な の で あ る O

家屋関係 の被害 は 、 浸水は多数 あ る が 、 倒壊あ る し 、 は流失 し た も の は な い。

水産関係 の被害は 6 億 円 と さ れて い る が、 真珠の養殖場の被害が 5 億 5 千万 円 に達 し て い る 。

- 49 -



1 0. 四 国 南 部 の 海岸地形 と チ 1) 地震津波

( 1 ) 沿 岸 の 地 形 の 特 徴

南四 国 と し て こ こ で取 り 扱 う の は、 東 は室戸I�甲 、 西は足摺岬を それぞれ東西 の両端 と し て 、 太 平

洋に面す る 沿 岸 の地帯であ る O 全体 と し て 北 に は り 出 し た 弧状 の海岸 で あ る が 、 浦戸湾以西 に は 、

宇佐湾 、 浦 の内湾、 野見湾、 須崎湾、 久礼湾 な ど の小湾入 が発達 し て し 、 る 。 室戸半 島 の尖端部 を 、

東 に ま わった紀淡海峡 に の ぞ む沿 岸 も 、 一般に 直線的な岩石海 岸 の 中に 、 甲浦湾、 浅川港な ど の小

湾入 を み る 。 こ れ ら に対 し て 、 足摺岬を西に ま わった西四 国 の治 岸 は 、 日 本 と し て は規模 の 大 き し 、

リ ア ス 式海岸 に な っ て い る O こ れ ら の大小の湾入 の湾奥部に は 、 し 、ずれ も 小河川 の下流部に発達 し

た 沖積平野が形成 さ れ、 小都市や漁村が発達 し て し 、 る O こ れ ら の都市 の う ち最 も 大 き い の は高知市

で あ り 、 そ の ほか須崎市、 土佐清水市、 宿毛市 、 宇和島市な どがあ る 。 こ れ ら の都市青 は じ め 、 各

漁村は 、 し 、ずれ も 津波発生時に 、 人的物的被害が甚大に な る 可能性を秘め て し 、 る 。

全体 と し て 岩石海岸 であ る が 、 岸 本か ら 柱浜、 仁淀川下流部や四万十川下流な ど 大 中 の河川 の河

口 部 に は、 沿岸 に浜堤の発達す る 砂浜海岸 が あ り 、 湾 口 部に砂鳴の発達す る も の と し て は、 須崎湾

を あ げ る こ と が 出 来 る 。 岩石海岸 を き ざむ小河川 の河 口 部 に は 、 延長の短い礁浜海岸 が発達 し て お

り 、 し ば し ば こ れ ら 砂質浜堤や際質浜堤 は 、 防潮堤 と し て の機能を も 果 し て し ら 。

南 四 国 の沿 岸 は さ き に も の べた よ う に 、 過 去 に お し 、 て は し ば し ば大津波の襲来を う けて い る O 被

害 の特に 大 き かっ た の は 、 前記 し た よ う な湾 の沿岸部 、 就中湾奥部で、 あった。

し か し 反面 、 室戸岬や足摺岬 な ど は 、 地震直後に 、 約50cmか ら 1m以上 も 隆起す る 傾向 が あ り 、

こ の こ と も 関係 し て 、 津波の害はみ ら れず 、 か え っ て 隆起 に よ る 湾の使用 不能化 と し 、 う 現象が お こ

った。 土佐湾奥の部分は、 半 島 尖端部が隆起す る よ う な ば あ い 、 沈降を示 し 、 こ の た め 、 津波の規

模や被害を増大す る 傾向がな い の で はな かっ た。 し か し 、 チ リ 地震津波 の ば あ い に は、 地盤の変動

は全 く 考 え に い れ る 必要 は な い。 地盤の変動は 、 大地震 の発生後約30分の 間に お こ る か ら 、 津波が

沿 岸 に 発達す る 以前十こ 、 隆起沈降の現象はほぼ終って し 、 た と 考 え ね ば な ら な い で あ ろ う 。

以上の よ う な特色を持つ沿岸 の地帯か ら 、 浦戸湾、 宇佐湾、 野見湾、 須崎湾を と り だ し て 、 そ の

特性を の べて お こ う O

土佐湾の奥か ら 、 さ ら に 北に湾入 す る 浦戸湾は ヒ ョ ウ タ ン型の平面形を も ち 、 そ の湾 口 を東の物

部 川 と 西 の仁淀川 の は き 出 し た 漂砂に よ って た え ず 閉塞 さ れ る た め 、 水深 は 1 .--...- 2 m前後にす ぎ な

い。 湾 内 は 、 大畑山 と 烏帽子山 を 結ぶ 山 列に よ って 、 南北 の二つ の部分にわかれ、 北湾は鏡川 、 国

分川 な どが そそ し 、 で 、 湾 内 を埋積 し つ つ あ る 。 南 湾 も 東 西 の 両 岸 は泥土で埋積 さ れ浅 く なっ て い

る 。 北湾 と 南湾をつ ら ぬ い て 、 ーす じ の深 い水路が南北に 走 り 、 航路に なっ て し 、 る 。 そ の頭部 は 、

一つは烏帽子山列の北側を西につ っ こ ん で お り 、 一つ は鏡川につづ い て L 、 る 、 こ の水路は一般に深

ー 50 -



さ 10m{立で、 一部 は さ ら に深 い (第24図〉。

鏡川 な ど の 洪水流 の 吐出 路 に 当 り 、 同 時に 、

津波の侵入路に も な っ て し 、 る よ う で あ る c 過

去 の津波は 、 こ の水路を 北上 し 、 国分川下流

部 の デ ル タ 平野の上に氾濫 し 、 一部 は長期た

ん水 し た。 長期 た ん 水を みた 原 因 と し て 、 地

震の際 、 こ の地域が沈降す る こ と も 関係 し て

い る が 、 も と も と き わめて低平た デ ル タ 平野

が、 ほ と ん ど O mに近い 水 準 で あ っ た こ と

や、 最近で は高知市の東部に ま で O m 以下 の

地域が拡大 し て き て い る こ と が 、 津波 の際長

期たん水を み る 原 因 と し て考慮 さ れねばな ら

な いであろ う O な お、 O m 以 下 の 地 域 が 発

生、 拡大 し て い る 原 因 と し て は 、 今 の と こ

ろ 、 地下水汲上げだ けを考 え る わけ に はし 、か

な し 、か ら 、 すみやか に 、 そ の原 因 を 究 明 す る

必要があ る O

須崎湾は、 逆 「 く 」 の字型を示す。 水深は

浦戸湾に較べて全般に深 く 、 巾 は湾 口 で 300

m 、 広 い と こ ろ で は 1， 100m に達 し て し 、 る 。

湾 口 部を 15mの等深線が走って お り 、 逆「 く J

の字型に北につっ こ む沈水谷の最深部をつ ら

第 24 図 浦戸湾等深線図

ねる線は、 湾の東 よ り つ ら な っ て し 、 る 。 そ の頭部 は 、 一つ は湾内 に注 くや神 田川 、 御手洗川 な ど に つ

づ き 、 他の一つ は多 の郷干拓地につっ こ ん で し 、 る 。 最深部 は須崎内港aの南に あって 17mを こ え る O

多の郷干拓地は、 神 田 川 、 御手洗川 な ど の下流部 に 発達 し た デ ル タ 地形 で あ り 、 大部分が 1 m以

下の低地で あ り 、 過去の津波に も し ば し ば海没 し た が 、 チ リ 地震津波のば あ い に も 、 堤防を こ え て

ナ イ ア ガ ラ 海布の よ う に な だれ こ ん だ海水の た めに破堤 し 、 長期た ん水を みた。 湾 口 に 発達す る 浜

堤は、 主 と し て新荘川 の は こ び 出 し た土砂に よ って構成 さ れ、 須崎市街を のせ る O こ の浜堤を 南側
か ら北にぬ け る 津波は 、 過去 に は体験 し て い な い と し 、って よ く 、 須崎市 内 に侵入 し た 津波は、 北 か

ら上陸 し た り 、 堀川を さ か の ぼっ た り し た も の で あ る O 新荘川 に そ う て も 、 過去 の 大津波は侵入 し
て い る が 、 今 回 の津波で、 は河 口 部 の船だ ま り か ら も 、 津波は上陸 し なか っ た。

須崎湾の南側 、 浦の内湾 と 背中 あわ せ に 、 西に開 口 す る 野見湾があ る O 湾内 に は沖積平野は ほ と
ん ど発達せず 、 屈 曲 に と ん だ沈水型の海岸線を形成 し て い る O 湾内 は一般に水深が 大 き く 、 過去の

津波の際に も 、 沿岸 の漁村 は し ば し ば 災害を う けて し 、 る O と く に 、 白 鳳の地震 の 時に は 、 沿岸の漁
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村が海没す る ほ ど の地変が あっ た こ と で知 ら れて し 、 る O 地変が何処で 、 ど の程度 の規模で、起っ た か

につ い て は 、 今 に いた る ま で確証 さ れて し 、 な し 、。 チ リ 地震津波の場合に も 、 一部に海水が侵入 し て

い る が 、 こ れ ら は一つ は防潮堤 の 角 落 し を し な かっ た た め で、 あ り 、 一つ は排水 口 か ら逆流 し た も の

で、 あった。

野見湾 と 背中合せに東に 開 口 す る 浦の 内 湾 は 、 屈 曲 に と む水深 の浅 L 、湾入 であ り 、 延長に対 し て

巾が小 さ い。 治岸 に は小 さ い部落が発達す る が 、 過去 の津波で きわ め て ひ ど し 、被害を う け た 例 は知

ら れて し 、 な し 、。 こ の湾 の湾 口 部 の東側に 、 宇佐湾が発達す る 。 湾入 度 の小 さ い 、 南に孤状に ひ ら く

砂磯浜海 岸 を な す。 湾 の東端に は岩石が露出 し て 岬角 を形成 し 、 さ ら に東側に は浜堤 の発達す る 砂

際海岸 が 、 仁淀川 の河 口 を こ え て 桂浜につ ら な って し 、 る 。 こ れ ら の浜堤を構成 す る 砂 礁 は、 大 部

分 、 仁淀川が は こ び 出 し た 中古生層 由 来の も の で あ る 。 宇佐湾 の浜堤は 、 そ の高 さ 2 '""'-' 3 m程度に

す ぎず 、 津波を 防 ぐ程の高 さ はな し 、。

こ の た め 、 過去 の津波に あ た っ て 、 直接、 浜堤を こ え た り 、 浜堤を き っ て 吐 出 す る 小河川を さ か

の ぼっ て 、 浜堤背後 の低地に侵入 し 、 きわ め て は げ し い 被害を 発生 し た こ と が し ば し ば で あっ た 。

浜堤の高度が充分高ければ 、 防潮堤 の はた ら き を す る こ と は、 桂 浜 以 東 の 岸 本 ま で の浜堤に お い

て 、 過去の津波 の 際 実証 さ れて L 、 る と こ ろ で あ る O

以上、 東 は 岸 本か ら 西は須崎湾 ま で の地形 の特徴を 津波 と の 関連 に お し 、 て のべたが、 浦戸湾 、 宇

佐湾、 野見湾、 須崎湾、 それ ら の 聞を う ず め る 平滑な浜堤海 岸 な ど 、 タ イ プや 、 湾形、 湾 向 、 湾 内

の 地形な ど を こ と にす る 海摩線に おい て 、 過去 の津波や チ リ 地震津波の様相が ど う で あ っ た か に つ

し 、 て 、 以下に のべて み た し 、。

( 2 ) 過 去 の 津 波

過去に おい て 、 は げ し い被害を伴った津波 は 、 し 、ずれ も 近海津波で、 あっ て 、 南海道沖合に震源地

を も っ地震に伴っ て 発生 し て し 、 る 。 関東地震 の ば あ い に は 、 被害を伴わ ず 、 チ リ 地震津波に似た状

況であった と 伝え ら れて い る O 遠隔津波につ い て は 、 1906年 8 月 17 日 の チ リ 地震津波に伴 う 津波が

験潮儀に記録 さ れて い る が 、 被害は全 く な かった。 今 回 の よ う に 、 遠隔津波に よ って 被害 の発生 し

た の は、 南四 国に おい て は全 く は じ め て の こ と であ る O 南四 国各地を襲った過去 の津波 の う ち 、 代

表的な も の につ い て 簡単に説明 し て お き た し 、。

白 鳳地震 は 、 白 鳳13年10月 14 日 に お こ っ た。 し か し 白 鳳の年号 は 、 今 日 の史家 の 間 で は必ず し も

認めて お ら ず 、 天武天皇即位の12年 ( 684年) が 、 こ の年に 当 る ( 10月 14 日 につ い て は、 11月 29 日

と し て い る 人 も あ る 〉。 いわゆ る 白 鳳地震は 、 そ の規模が大 き く 、 津波発生の地域は、 東南海地方

の広域に お よ ん で い る 。

白 鳳地震 の あ と 、 慶長地震 ま で の 920 年間、 南 四 国 に は記録に残 る 津波や地震は知 ら れて し 、 な

い。 全 く 津波や地震がな かっ た と い う こ と は考 え ら れな し 、か ら 、 記録に残 る 程の規模の も のが な か

っ た と いわねばな ら な いで あ ろ う 。 慶長地震 は 、 慶長 9 年 ( 1605年) 12月 16 日 に お こ り 、 南海道各
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地に津波を 発生 し た。 高知県下で、 も 、 佐喜浜、 浦分、 甲浦、 和喰な ど で は 、 多大の被害が発生 し て

い るO 被害を み た の は いずれ も 、 室戸半 島 に く い こ む小湾入 の奥に位す る 漁村で、あった が 、 西 岸 の

野根州 では全 く 被害を み な かっ た。

慶長地震の あ と 57年たっ た 寛文元年 ( 1662年) 10月 19 日 に 、 記録に残 る ほ ど の地震が あったが 、

被害の詳細 は不 明 で あ る O

寛文地震の あ と 45年 目 の 、 宝永 4 年 ( 1707年 ) 10月 4 日 に 大地震が お こ った。 こ の地震は 、 日 本

最大の地震 と も いわれ、 東南海道 の広域に津波 の 発生を みた。 津波は最高20mを こ え 、 沿 岸 地帯で

は地盤の 陥没、 隆起がお こ り 、 浦戸湾 の奥につづ く 国分川 な ど の 下流部 の デ ル タ は 、 長期間にわた

って海水の侵入 を う けた。 地震発生後 1 時間に し て 津波に襲われ、 翌朝 ま で に12回を かぞ え 、 湾奥

の デ ル タ 地帯は、 山麓部 ま で一面 の海 と 化 し た。 こ れが世に し 、 う 亥 の 大変 で あ る O

宝氷地震 の あ と 、 147年 目 の 安政元年 ( 1854年) は 、 「地震の 当 り 年」 と も い う べ き 年で、あった。

南四国で は被害の記録はなかった と はし 、 ぇ 、 6 月 15 日 に畿内 、 東海、 東山 、 南海道を 含む広域に大

地震が あった。 11月 4 日 に は 、 関東、 東海、 畿 内 に か けて 強 震 が 発 生 し 、 一部に津波の襲来を み

た。 し か し 、 南四 国で は大 し た被害 も な かった。 と こ ろ が翌 5 日 の 夕 方 、 再び大地震にみ ま われ、

地震発生後約 1 時間に し て 、 南 四 国 の各地は津波に襲われた。 浦戸湾で は高知市東部 の 、 宝永地震

の際海没 し た地域が 、 ほぼ同 じ範囲にわたって海に の ま れて し ま っ た。

須崎湾におし 、 て も 、 4 日 の 午前 8 時頃に地震があ り 、 やがて 津波が来襲 し た が 、 被害を み る に は

いた ら なかった。 5 日 に は午後 5 時 ご ろ 大地震が お こ り 、 約 1 時間後に は 、 須崎で約10m、 久礼で

約12 nに達す る 津波が襲来 し 、 甚大な被害を 発生 し た。 湾奥の干拓地 も 再び海没 し 、 山麓に し 、 た る

ま で一面 の湾入 と 化 し た と いわれて い る O こ れが 「寅 の大変」 と よ ばれ る も ので あ る 。

92年間はおだやかにす ぎ た が 、 1946年12月 21 日 午前 4 時15分、 し 、わ ゆ る 南海地震が発生 し 、 紀伊

半島、 四 国 の沿岸各地 は は げ し し 、津波に おそわれ、 人的被害は死傷者合せ て 3， 000 名 を こ え 、 家屋

の被害は 6 万を こ え た 。 こ の地震は大正以後 の地震 で は 、 三陸沖大地震に つ く、、大地震で、 あった。 南

四 国の う ち 、 浦戸湾 、 須崎湾、 宇佐湾、 野見湾な ど の周辺地域では 、 津波の規模 も 大 き く 、 被害 の

様相は悲劇を きわ め た も の で あっ た 。

過去の津波を み る と 、 南 四 国各地の小湾入 は 、 南海道沖合に発生 し た 大地震の た び に 、 大規模 の

津波に襲われて し ら 。 特 に浦戸湾、 宇佐湾 、 須崎湾、 野見湾な ど で は 、 大被害の発生を みて し 、 る O

ま た浦戸 、 須崎両湾の湾奥部 の低地に は 、 海水が侵入 し て い る 。 こ れに対 し て 、 チ リ 地震津波のば

あい に は、 須崎湾奥の干拓地 は海水に お おわれた が 、 浦戸湾で は被害 ら し い被害をみ て い な し 、。

( 3 ) チ リ 地震津波 の 概要

C a ) 津 波 到 達 の 時 刻

さ き に も ふれた よ う に 、 沿 岸 の漁師た ち が津波の襲来に気づ いた の は 、 第 2 波 と 思われ る 4 時半
す ぎ の も ので、あった。 し か し 、 験潮記録で は 3 時半す ぎに押 し波 と し て記録 さ れて お り 、 そ の変化
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量 は 20cm 程度で、 あった。 し か し 、 中 に は 4 時半す ぎ の も のに気づ い た人 も あっ た。 それは排水管

をったって上陸、 噴 出 し た も の で あっ た が 、 多 く の 人 は別に気に と め る こ と も な く 、 津波警報を き

い て 大 さ わ ぎを は じ め る と し 、 う 有様で、 あった。

浦戸湾内 で も 、 5 時20分 ご ろ 、 五台 山 付近の住民か ら 高知地方気象台 に 連絡 し て き た し 、 5 時30

分 ご ろ に は 、 桂浜か ら も 、 津波が襲来 し て お り 、 そ の状況は関東地震 の 時 の それ と 類似 し て い る と

い う 報告があった。 こ れ ら は桂浜 の験潮記録か ら し 、 え ば 、 第 3 波に相当す る も の と し 、え よ う 。

須崎湾で は、 須崎港の験潮儀は稼動 し て い な かった。 し か し 、 湾奥の桐間干拓地に接す る 多 の郷

駅の駅員 が記録 し た も のが参考に な る O 第 1 波を 4 時50分 と し て 、 18時20分 ま でに18回 、 津波が堤

防を こ え て水 田 に流れ こ み は じ め た 時刻を観測 し て いる O こ れ は験潮記録に かわ る も の と し て重視

し て よ し 、。

須崎湾につ し 、 て は 、 県の須崎土木 出張所 の 岡 田技師の観測結果 も あ る 。 そ の記録に よ れば、 8 時

こ、 ろ か ら 16時 ご ろ ま で の 分を か く が 、 桐 間干拓の堤防が破壊 さ れた 7 時30分の状況は記録 さ れて し 、

る 。 こ のば あ し 、 に も 、 第 1 波 と 思われ る 4 時30分�40分 ご ろ の も の は記録 さ れて い な し 、。 し か し 住

民 の 一部 に は 、 4 時30分 ご ろ 、 下水路を逆流 、 溢水 し た海水が家の 中に ふ き だ し 、 海況に異状 の あ

っ た こ と を知って し 、 た。 た と え ば、 東叉屋旅館 で は 4 時30分 ご ろ 、 池に ふ き 出 し て き た海水 の た め

泥水が庭に ば ら ま かれ、 5 時す ぎ に 再び浸水、 7 時 ご ろ に は床上 ま で浸水 し た と し 、 う 。 7 時 ご ろ の

は下水路をったって き た も の と 、 堀川 | か ら 溢流 し て き た も の の両者が加わっ て し 、 た と 判断 さ れる 。

こ の よ う に 、 下水管を逆流 し て き た ケ ー ス は 、 野見湾周辺に も み ら れ、 浸水家屋 と し て 報告 さ れ

た も の の 中 に は、 こ う し て 浸水 し た と 判定すべ き も の が 多 し 、。

( b ) 津 波 の 潮 位

南四 国各地に到達 し た津波の最高潮位につ し 、 て は 、 被災後、 何人か の 人 々 に よ って 調べ ら れて し 、

る 。 験潮記録の あ る も の 、 痕跡か ら 調べた も の 、 レベ ル を つかつ て 計測 し た も の 、 折尺程度の測定

具で測定 し た も の な ど 、 数値の正確 さ は必ず し も 一定ではな し 、。

以上の各地点 の う ち 、 験潮記録が と れて し 、 る の は 、 高 知 市 の 桂 浜 、 若 松竹、 浦戸湾沿岸 の 3 個

所、 土佐清水市下 回 の 合計 4 個所にす ぎ な い。 最高潮位や最低潮位の 出 現時刻は各地それぞれ異 な

って い る 。 た と え ば、 浦戸湾内 で も 湾 口 の桂浜で も 最高潮位 は 7 時 49分の 266 cm、 最低潮位 は 8

時46分で記録 さ れて し 、 る の は ー56cm、 推定で、 は ー76cm と なっ て い る の に対 し 、 湾奥の若松町で は

5 時 35分が最高で 216cm、 12時12分が最低 で 149c 引 に な っ て い る O 土 佐 清 水 市 で は 7 時 35 分 の

326cmが最大 と な っ て し 、 る O こ の よ う な ち が し 、 は 、 湾 向 、 湾形 、 湾 の深 さ 、 湾 の 固有周期験潮所の

位置な ど の ち がし 、 に よ る と 判断 さ れ る 。
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1 1 . 九州 南東部 の 海岸地形 と チ リ 地震津波

九州 は全般に津波が弱 く 、 被害 ら し し 、 被 害 は な か っ た が 、 南東部 では比較的波高が高かっ た の

で、 佐賀 関 よ り 志布志湾に至 る 海岸を調査 し た。

( 1 ) 九 州 南 東 部 の 海 岸 地 形

( a ) リ ア ス 式 沈 水 海 岸

佐賀 関 よ り 臼 杵、 佐伯を経て 、 延 岡 の玉 ケ 瀬川河 口 に至 る 海 岸 は リ ア ス 式沈水海岸を な し 、 海 岸

に ま で 山地がせ ま り 、 島 が 多 い。 臼 杵湾、 津久見湾 は東北東を 、 佐伯湾は東を 、 佐伯湾か ら 延 岡 ま

では南東を 向 し 、 た湾で あ る O 湾 の奥に小 さ な 平野が開 け る ほかに は大 き な 平野はな し 、が 、 佐伯市な

どで、 は埋立地が造成 さ れて し 、 る 。

( b ) 平 滑 岩 石 海 岸

青島か ら 都井岬を経て 志布志に 至 る 海岸 は 、 小湾入 は あ る が、 比較的平滑な岩石海岸 で あ る O

( c ) 直 線 状 岩 石 海 岸

小丸川以北の都農町南東部に流れ る 名 貫J I [河 口 の海岸 は 、 30'"'-'58m の 台地が海 岸 にせ ま る 直線状

の岩石海岸 であ る 。

( d ) 直 線 状 砂 浜 海 岸

志布志か ら 肝属川河 口 に 至 る 海岸 、 清武川河 口 よ り 宮崎の大淀川河 口 を経て高鍋の小丸川 河 口 に

至る長大な海岸 、 名 貫川以北 の 美 々 津町以南 の海岸 、 小倉浜海 岸 、 土 々 日 よ り 延 岡五箇瀬川河 口 に

至る海岸はほ と ん ど直線状 の砂浜海 岸 で あ る O 海 岸 に は砂丘が海岸 線 に 平 行 し て 数列発達 し て お

り 、 と く に宮崎海 岸 で は高 さ 28mに達す る も のがみ ら れ る 。 海底 も 比較的遠浅 で あ り 、 深度 20m の

線は海岸か ら 約 3km、 50mの線は約 16k D ，  100mの線は海岸か ら 約 16km の 沖に な る O

( 2 ) 津 波 型

九州 で は 、 リ ア ス 式海岸 で も 波高 はあ ま り 高 ま ら ず 、 被害 ら し し 、被害はほ と ん ど生 じ な かった。

佐伯市では 、 湾 口 の 片 白 島 と 野崎鼻 と の 聞の距離3. 65kmが 、 湾奥では1 . 85km と せばめ ら れて い る

ため、 若干の水位上昇を き た し 、 大入 島 で は満潮位上 75cm 上昇 し た 。 し か し 、 湾奥で 、 番匠川及

び大入 島西方水道に津波が二分 さ れ る た め 、 津波 は あ ま り 高 く な ら な か った。 被害はほ と ん ど な

く 、 若干 ラ ワ ン 材が流 さ れた が 、 大部分回収 さ れた。

尾末湾及び、細 島港に お い て も 湾奥が広 がっ て し 、 る た め 、 津波 も 高 く な ら ず 、 漁船な どに小 さ な被

害を 出 し た ほかはほ と ん ど被害 ら し い も の は見 ら れな かった。 満潮 の 時 は海ぶ く れ型で除 々 に増水
し たが 、 干潮 の時はかな り 流れが強かっ た。 し か し 、 こ の た め 侵 蝕 が お こ る ほ ど の こ と はなかっ
た 。
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九州 で は 、 リ ア ス 式海岸 で も こ の よ う に波高が低 く 、 津波の勢力 の集中 し に く い直線状 の砂浜あ

る し 、 は岩石海岸で は 、 ほ と ん ど津波 の 来襲に気づかれな い状態で、 あっ た。
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1 2 津 波 と 地

( 1 ) 津 波 の 侵 入 路

津波の 、 海岸及び陸上の侵入 路 は 、 地形 と 密接な 関係を持っ て い る 。

( a ) 湾 の 最 深 部 に 沿 っ て

形

湾に侵入 し た津波 は湾 の最深部に そっ て侵入 し て 来 る も の が 多 し 、。 女川 、 志津川 、 大船渡な ど で

は、 津波は三角形に盛 り 上っ て 進 ん で、来て い る が 、 こ の侵入経路 と 海底の等深線図 と 照 ら し あわ せ

る と 、 津波は湾 の最深部を 通過 し て い る こ と が多 し 、。 九 州 の 外浦港、 内海及び細 島 に お い て も 同様

の傾向が見 ら れた。

( b ) 海 岸 に 沿 っ て

志津川 で は 、 東方 よ り 弁天崎ヘ激突 し た津波は岩礁 の た め二つ に 分れ 、 一部 は南へ 、 主 力 は北ヘ

海岸沿いに進んだ。 ま た 、 志津川港に侵入 し た津波 は岩壁に沿っ て 回転 し て い る 。 九 州 の 外浦 に お

い て も 海岸沿し 、 に 回転 し て い る O

( c ) 河 川 に 沿 っ て

津波に と っ て 、 河川 は大小 を 問わず内 陸へ の絶好の侵入路で、 あ り 、 最 も 奥深 く 内 陸部 ま で侵入 し

て し 、 る の であ る O 津波が最 も 奥 ま で 侵入 し た の は、 北上川 の派川 の追波川 で あ り 、 河 口 か ら 15km

を糊っ て北上川 本流 と の 合流点 の可動堰で停止 し て い る O ま た 、 中 、 小河川 で も 津波 は こ れ ら を 湖

り 、 志津川町では八幡川 、 新井 田 川 に沿 し 、 (付図〉 、 気仙沼市で tむたJ I [ 、 鹿折川 に沿い 、 小名浜で は

小名 川に沿って 市街地にあふれて し 、 る 。 ま た 、 久慈川 ( 岩手 県 ) 及 び夏井川を 湖った 津波 は河か ら

後背湿地にあふれ出 て い る 。

紀伊半島 の 長 島 で は 、 河川 を 糊っ た 津波の た め浜堤背後 の デ、 ル タ は浸水 し て い る O ま た尾鷲 で も

河川 にそって津波は市街地に侵入 し て い る 〈第25図〉。

四国の橘湾の奥に は福井川が そ そ ぐ。 大原では約 5m の 高 さ の波が川 を 糊って き た こ と が観察 さ

れて し 、 る 。 こ の河 口 で は、 津波はあ た か も 壁の如 き様子でせ ま って 来た と いわれ、 24 日 午後 に な っ

て か ら の弱 し 、津波で も 、 河 口 か ら 700m上流付近で は4. 5mの落差で、津波が逆流 し て い る 様子が観察

さ れて お り 、 湾全体 と し て はいわゆ る 海ぶ く れ型を し て い る が 、 川 に入 っ て か ら は段を 成 し て 逆流
し て い る 。 ヲ | く 時は川 の流れの よ う であ り 河床が現われた と いわれ る 。 津波が川を 糊っ て 内 陸へ侵
入す る 時は、 前面 に海岸堤防が あって も 裏の方か ら 浸水 し て し 、 る 所が あ る 。 橘浦大波地区 、 日 和佐
川沿 い 、 浅川 、 浦上川 、 牟|技 の 各河川 は こ の例 で あ る 。

九州 の細 島 、 外浦な ど で も 河川 を 湖って い る 。

( d ) 航 路 に 沿 っ て

塩釜で、 は松島湾が浅 い た め 、 塩釜港 よ り 東方へ 9m の航路用 水道が堀 ら れて い る く付図入 津波.は
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こ の航路に沿っ て の み侵入 し 、 こ の航路の延長 た る 運河に沿っ て 塩釜市内へ あ ふれだ し た。

( e ) 零及 び、 旧河道に沿って

気仙沼湾 の 大川 は 、 かつて は現在 よ り 北部に河 口 を 有 し て い た。 こ のかつ て の河 口 の海へ の延長

方 向 に は需が形成 さ れて し 、 る 〈付図〉。 津波は こ の漂に沿って侵入 、 深 の正面 に あ た る 堤防を破 り 、

上陸 し て か ら は 旧河道沿 し 、 に 内 陸部へ進 ん だ (付図〉。 万 石 浦 に は 水 道 か ち続 く 需が形成 さ れて お

り 、 津波は こ の需に沿って 万石浦内部へ進ん だ。

( f ) 運 河 に 沿 っ て

塩釜で は運河に沿 い 、 上雄勝 で は漕祝用 水路に沿っ て 津 波 は 内 陸 部へ 進 ん だ。 紀伊半 島 の 的矢

湾 、 五 ヶ 所湾で、 は排水路 よ り 侵入 し た。

( g ) 道 路 に 沿 っ て

宮古湾奥で は 、 津波は砂丘地帯へ道路沿 し 、 に侵入 し て い る 。

ま た 、 海岸線に平行に築かれた海岸堤に 直角 に 、 海 岸 か ら 内 陸ヘ道路が建設 さ れて し 、 る 所で は 、

大槌の 吉里吉里、 宮古湾の赤前 の よ う に 、 津波は こ れ ら に沿っ て侵入 し 内 部 に 大 き な 被害を 与え

た。

( h ) 下 水 道 に 沿 っ て

釜石市 内 で は 、 市 中央部へ下水道 を 伝わっ て海水がふ き だ し 、 鮫 ま でふ き だ さ れた。

( i ) 排 水 樋 管 よ り

紀伊半 島 の南島海 岸 では津波は排水樋 管 よ り 侵入 し市街に あふれだ し た。

( 2 ) 津 波 の 断 面

女 川 で は 、 上陸 し た 津波は内陸ヘ水平に 進 ま ず 、 海 岸 か ら 遠の く に し た が し 、急速に水深を減 じ て

行 く (第26図〉。 こ の状態 は伊勢湾台風時の高潮 の濃尾平野へ の侵入状、況 と 良 く 似て い る O 水深の減

じ は じ め る の は 、 地形勾配の変換線付近であ り 、 津波の侵入 に対す る 地表面 の抵抗の増大に よ る も

の と 思われ る 。 志津川 の よ う に速度大 き く 強 い波の来た所で、 は水深を減 じ な が ら な お斜面を這い上

っ て い る O

画
� 川

第 26 図 津 波 断 面 図

(1) 女 川 町 北 部
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四国 の橘浦地区で も 、 上陸後津波は徐 々 に低下す る か 、 あ る い は水平に近い状態で 、 内 陸部 に 向

って増水す る も の は観察 さ れて い な し 、。

( 3 ) 津 波 の 到 達 限 界

津波は、 三陸海告 で は普通、 デ、 ル タ と 谷底平野 と の境界、 あ る い は波蝕台付近で停止 し て し ら 。

ま た 、 四 国 の橘浦 の橘市街及び周辺 の 谷 も 同様の こ と が認め ら れ る 。 こ の よ う な 地形 の変換線は津

波の限界 と な り やす し 、。 津波の 到達限界 の海抜高度で最 も 高かっ た の は 、 陸前高 田 市 の 7. 1m、 宮

古市の 6m で、 あった。 河川 で は 、 大抵用 水樋 な ど で停止 し て い る O 三陸の追波川 、 志津川及び八幡

川 、 四 国 の橘浦新浜な ど はそ の例で あ る 。

( 4 ) 浸 水 深 と た ん 水 期 間

陸上で の た ん 水深 の最深 は 、 陸前高田市 の 3. 3m で、 あった。 た ん水期 間 は短 く 、 普通 20-----30 分

だが、 海岸側に砂丘 、 砂略者な ど が あ り 、 内 陸部が低 ま っ て L 、 る 所 で は長期間た ん水 し 、 志津川 で は

60 日 (付図〉、 久慈浜 ( 岩手 県 ) で は10 日 、 宇部川 で は20 日 、 宮古湾奥部付近で は20 日 間た ん水 し

た。 こ のほか、 織笠川河 口 で は津波に よ り 落堀 を 生 じ 、 24 日 間 た ん 水 し た。

( 5 ) 地 形 変 化

塩釜では、 航路が馬放島 の狭随部 と な って し 、 る 所 で 2m 以上侵蝕 し た が 、 堆積はほ と ん ど見 ら れ

なかった。 ま た 、 志津川 で は、 津波が侵入 及び排水 し た海岸沿し 、 に深 く 侵蝕 さ れて お り 、 海 岸 の際

洲の侵蝕 も 著 し かった。 港内 で は 岸壁に沿っ て 津波が 回転 し た ため、 岸壁沿 し 、 は著 し く 侵蝕 さ れた

が、 港の中央部で、 はかな り の 堆積が見 ら れた。 久慈川 ( 岩手 県 ) 及び宇部川 で は 、 津波の満潮及び

干潮の際、 河 口 は砂の堆積に よ り ほ と ん ど 閉塞 さ れて し ま っ た が 、 別 の方 向 に流路を取 り 、 新 し し 、
河 口 を作った。 宮古湾の津軽石川河 口 の海岸側の侵蝕 は著 し く 、 河 口 の洲はな く なった。 し か し 、
こ れ ら の洲 は間 も な く 元通 り に な る と いわれ る O 海 岸 の砂洲に は 防 潮 林 が 作 ら れて い る 場合 が 多
く 、 防潮林で、下草の 生え て し 、 る 所はほ と ん ど洗堀 さ れて い な し 、 が 、 生 え て い な し 、所はかな り 洗堀 さ
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れて し 、 る O

茨城 県那珂 湊 で は 、 港内がかな り 侵蝕 さ れ て 水深を 増 し た た め 、 船舶 の入港がか え っ て 便利 に な

っ た 。

北海道 の霧多布な ど の洲 で は 、 一方か ら 一方へ津波が越す時かな り 侵蝕 し 、 数 回 の 津波に よ る 侵

蝕で霧多布 は 島 の よ う に孤立 し たO 侵蝕溝 は深 さ 1 . 5......... 2 m 、 巾30.........40 .nで、あ る 。 し か し 、 霧 多布市

街 、 浜中湾側な ど礁質 の浜で は侵蝕 は少 く 30.........40cm 位で あ る O ま た 、 牧草の あ る 所な ど は 、 砂 の

裸地に比較 し侵蝕の程度が少かった。 ま た 、 海岸全体が一様に侵蝕 さ れた 所 で は 、 海岸線の後退の

形 と な り 、 暮帰別付近で、 80.........90m 、 新川方面 も 同程度に後退 し 、 霧多布南西の琵琶瀬湾側 で、 は 30m

位後退 し て い る O

四 国 の徳 島港 に お い て は 、 300 n3 の淡深を 要す る 土砂が 、 主 と し て 湾奥 、 船付場の付近に堆積 し

た と いわれて い る 。
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1 3 地 形 要 素 と 津 波 型

( 1 ) 台 地 (段 丘〉 と 津 波

台地 ( 段丘 ) は津波に対 し て絶対安全な 地帯であ る 。 三陸地方に は広 く 台地 ( 段丘 ) が発達 し て

し 、 る た め 、 津波を避けて こ れ ら の 地域に部落が移転 し て い る 場合があ る 。 昭和 8 年、 津波に襲われ

大被害を 出 し た 吉浜湾 の本郷、 綾里、 島越な ど はそ の例 で あ る O

( 2 ) 谷 底 平 野 型

三陸、 四 国南部 、 紀伊半 島 な ど の海岸 で は海岸近 く ま で谷底平野が発達 し て い る が 、 津波は こ の

谷底平野の末端部付近で消滅 し て し 、 る 。 し たがって 、 こ れ ら の谷底平野の末端部で は 、 た ん水時間

も 短 く 、 た い て し 、数分であ り 、 浸水深 も 浅 し 、。 た だ 、 津波の到達限界で あ る た め流木の堆積が 著 し

かった。

( 3 ) 波 蝕
ぷ主、
口 型

三陸地方 の段丘崖下に は波蝕台が細 く つ い て い る O し た がっ て 、 こ れ ら 谷底平野 の末端部で、 はた

ん水時間 も 短 く 、 浸水深 も 浅かった。

( 4 ) 砂 丘 型 ・ 砂 洲 型

北 上) I [河 口 に はか な り 高 い砂丘列が見 ら れ る 。 津波 は こ の砂丘に達 し 、 砂丘内 部 の道路な ど低 い

部分を通 り 、 後背湿地に侵入 し た が 、 干潮 で は砂丘を越え なかったc 陸前高 田 市 で は海岸 に砂洲が

あ り 、 松の防潮林が造 ら れて し 、 る 。 津波は こ れを 越 え た が 、 干潮 の際 は越え ず被害は少 かった。 ま

た 、 こ の砂洲 の背後に も う ー列古 い砂洲があ り 、 こ こ で は浸水 し た が 、 排水は速かで浸水深 も 浅か

ったc 岩手 県久慈浜海 岸 、 あ る し 、 は 常磐の夏井川河 口 付近の砂丘 、 あ る し 、 は砂掛|で は津波は大部分

防潮林で停止 し 、 防潮林 よ り 海側が若干侵蝕 さ れた に す ぎ な かった。

こ の よ う に 、 砂丘あ る い は砂洲 の地域 で は 、 浸水 し で も 排水が速かで 、 浸水深 も 浅 く 、 干潮 の 際

は こ れを越えず被害は少 かっ た。

( 5 ) 自 然 堤 防 型

三陸北部の 鵜住居川 に は河道 に そ っ て 自 然堤防が発達 し て い る O 海岸堤を破った津波はかな り 広

範囲にわたっ て浸水 し た が 、 自 然堤防地帯は冠水 し で も 排水は速か で あ っ た ( 第27図 、 第28図〉。

( 6 )  デ ル タ ・ 後 背 湿 地 型
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デ、ル 夕 、 あ る し 、 は海岸砂丘背後 の後背湿地 で は 、 津波で も 長期間た ん 水 し た。 こ れ ら の地域に な

る と 、 津波の速度 も やや遅 く な る o 大槌川 本 岸 の 平野 、 志津川 の 八 幡川 、 水尻川に狭 ま れ る 間の松

原公園(喋洲〉 、 背後 の 水 田 地帯(付図〉 、 陸前高 田 市 の海産砂洲背後 の 水 田 地帯 、 宮古湾、奥の津軽石

川河 口 付近の 水 団 地帯 、 鵜住居川 片 岸 の 水 田地帯 ( 第27図 、 第28図入 北上川河 口 付近砂丘背後 の

平野な ど は こ れに あ た る O

海水の 、 長期かつか な り の 水深 で、 の た ん 水 の た め 、 塩害に よ る 被害大 き く 、 水稲の減収、 ま た は

全滅 し た 所が 多 し 、。 し か し 、 流速が速 く な い た め 、 家屋倒壊、 土地 の侵蝕な ど の被害 はやや少 く な

っ て お り 、 ま た 、 海岸 の砂洲 あ る い は砂丘を越え る こ と の で、 き た 津波だ けが侵入 し て来 る た め 、 津

波 の 回数が少 く 、 せ いぜ し 、 1 '"'-' 3 回で あ る 。

( 7 ) 埋 立 地 型

大槌川河 口 左岸 の安 度 、 釜石港、 志津川港(付図〉 、 気仙沼港、 大船渡港、 塩釜港、 小名浜港 、 四

国 の 高知港、 九 州、| の佐伯港、 外浦港な ど に は 、 海 岸 に埋立地が造成 さ れて お り 、 埠頭、 造船場 、 魚

市場、 工場な ど に利用 さ れて い る O

こ れ ら の埋立地は津波を最初に受け る た め 、 水速が速 く 、 回数 も 多 い が 、 周 辺 部 よ り 地 盤が高

く 、 かつ海に面 し て い る の で速か で あ る 。 ま た 、 埋立地がた い て し 、海抜 1 . 5m 以上の た めe水深 も 比

較的浅 し 、。 大 槌 で は 、 河 口 右岸 の デ ル タ で は水深 3 m で あ っ た が 、 左 岸 の埋 立 地 で は最大 1 . 4 n で

あった。 水速が速いた め 、 侵蝕あ る し 、 は 家屋 の倒壊な ど の被害が大 き かった。 大槌川河 口 右岸 の埋

立地で は 、 広範囲にわたって侵蝕が行われて 大 き な 被害を 出 し た ( 付図〉。

( 8 ) 海 浜 ・ 河 原 型

津波がヲ | く 時に は河床が完全に 干上 る こ と が あ る O 北上川 の 如 き 大河川 で も 、 一時ほ と ん ど水が

な く な っ て 河床が現われた。 こ の よ う な 所 で は 、 侵蝕、 堆 積 共 に 著 し く 、 と く に侵蝕作用 が著 し

し 、。

海浜で も 、 か な り 遠方 ま で、海水が 引 く の と 、 何 回 も 津波が押 し 寄せ て く る の と で 、 侵蝕、 堆積両

作用共に激 し く 、 と く に侵蝕作用 が 著 し く 、 海岸線の後退 し た所が多い。
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1 4. 津 波 と 高 潮 と の 比 較

津波が地震に よ っ て ひ き お こ さ れ る も の で あ り 、 高鴻nが台風な ど低気圧に よ っ て ひ き お こ さ れ る

も の で あ る こ と は い う ま で も な し 、。 津波 と 高潮 と で は 多 く の 点 で、異なった性格を持って い る O 第一

に津波は数十分の周期で激 し し 、千?簡を く り かえ す の で 、 験 潮 儀 の 記 録 は 鋸 歯状 と な る O こ れに対

し 、 高潮で、 は一つ の 盛 り 上が り が見 ら れ る にす ぎ な い。 第二に高潮は台風に伴 う も の で あ る た め 、

激 し し 、風が吹 き 、 こ れに伴 う 高 し 、波浪が加わ る が津波に は こ れがな し 、。

こ れ ら の相 違 の ほか 、 津波 と 高潮 と で は来襲地域が異 な っ て し 、 る こ と が あ げ ら れ る 。 津波の来襲

す る 所は高潮 は あ ま り 来襲せず 、 高潮 の来襲す る 所へ は津波は あ ま り 来襲 し て い な し 、傾向が あ る O

こ の よ う な 現象は海岸地形の差に よ っ て ひ き お こ さ れ る も の で あ る G 全般的に 見 る と 、 三陸海岸 と

常磐海岸 と で は 、 三陸が津波の来襲地域であ る の に対 し 、 常 磐 海 岸 は高 潮 の来襲 地 域で あ る O 三

陸、 常磐の沖を10月 21 日 に台風24号が通過 し た。 こ の た め 、 常磐海岸に は高潮 が 来 襲 し 、 久 慈 港

( 茨城県) で 3 m 、 四 ツ 倉港'で 3 . 2m、 小名浜港で 7. 8mvこ達 し 、 か な り の被害を 出 し た。 し か る に

チ リ 地震津波で は久慈港で 2. 2m、 四 ツ 倉港で 2 8m、 小名浜港で 3. 3m と し 、ずれ も 高潮 よ り 津波 の

方が低かっ た D こ れに対 し 、 三陸では、 津波の方が高潮 よ り 高かった。 こ の よ う な現象は、 単に今

回の津波あ る い は高潮に だけ見 ら れた現象だ けでな く 、 過去何回 も の津波、 高潮で も 見 ら れた現象

で あ る O ま た 、 一 口 に三陸海摩 と し 、って も 、 久慈浜 ( 岩手県) な ど の平滑海岸 で は高潮の被害が大

き く 、 リ ア ス 式海告 の V 字 、 U字型湾な ど で は津波 の被害が大 き し 、。 こ れ ら の湾 は周辺を 山地で囲

ま れて し 、 る た め風が さ え ぎ ら れ、 かっ 、 湾が奥 ま って し 、 る た め高潮 の エ ネ ル ギ ー が内 部へ行 く に じ

たがって 消耗 さ れ る こ と な ど の 理由 に も と ず く と 思われ る 。

こ の よ う に 、 海岸 の地形に よ って 主 と し て 津波の襲 う 海岸 と 、 高潮 の襲 う 海岸 と を 分類す る こ と

がで き 、 地域に よ って海産 災害防禦 の 重点 を 津波に お く か 、 高潮に お く かを決め る こ と がで き る 。
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1 5 : 集 落 の 高 地 移 動 と 津 波 対 策

( 1 ) 概 要

チ リ 地震津波災害対策は被災関係 の各 分野に於 し 、 て 実施 さ れて い る が 、 それ ら 各 々 の相互関係、

災害現象の基底 と な っ て い る 地形 、 土地条件 と 津波エ ネ ル ギ ー の伝播 と の 問題点等を解明す る こ と

に よ って 対策 の 目 的を 達成せねばな ら な し 、。

三陸沿岸地方に於け る 津波対策 と し て 重要 な 問題の一つに被災集落の高地移動が あ げ ら れ る O 日

本 の代表的 な津波被害地域 と なっ て L 、 る 三陸地方で は古 く か ら 集 落 の 高地移動が行われて き た が 、

こ の高地移動に関 し て は多 く の 問題 を 含 ん で い る 。 古 い歴史時代は別に し て 、 明治29年及 び昭和 8

年津波後に於け る 高地移動 の概要 と それ ら の 防災成果 を 略述すれば次 の通 り で あ る O

明治29年 6 月 15 日 津波の波高 は 7 '"'-'10mの地点 が 多 く 、 広 田 の根崎、 綾里の 白浜、 吉浜の本郷、

久慈 の待浜 の 如 き は26m 、 あ る し 、 はそれ以上に及 ん で し 、 る O 、そ の 被害を見れ ば 第 8 表 の よ う に な

第 8 表 明 治 29 年 津 波 被 害

県

宮

岩

4， 693 人

28， 775 

負流 失 倒 壊 亡死 傷名一
城

手

三』Eコ 計

3 ， 452 人

2 1 ， 756 

1 ， 241 人

7 ， 192 

1 ， 377 戸

5， 446 

り 、 こ の 大被害に よ って 多 く の村では安全な高地移動を 考 え た が 、 実施 し た の は 一 部 の 部 落 に 過

ぎ な し 、。 被災部落の大部分が漁村であ る た め 、 海浜 よ り 離れ る こ と が漁民意識 と し て も 、 日 常 の作

業上か ら も 、 ま た零細漁民が 多 し 、 た め 、 資 金的 に も 困難を伴った。 ま た 、 村民相 互 の 利 害 の 不 一

致、 宅地選定、 買収に 当 つ て は地主 と の対立 な ど の問題 も あ り 、 そ の上時代的に 見 て 宅地造成の土

地条件 の調査、 土木技術 も 今 日 に比較すれば低劣で、 あっ た た め 、 高地移動を制約 し たO ま た こ の地

方 の小市街部を なす所の移動は 、 そ の機能 的特性上ほ と ん ど な さ れなかった。 こ の よ う な 条件下で

高地移動を 実施 し た事例 を 見れば、 各戸任意に移動 し た 分散移動 と 部落が協 同 で、 し て 移動 し た集 団

移動に大別 さ れ る 。 し か し 大部分の被災部落が被災原地に復 興 し 、 そ の後 な お移 動 部 落 の 跡 地 に

は、 移動者の一部 、 あ る い は そ の 分家 、 他村か ら 居住者が 占 居 し た た め 、 低地の危険地帯は 、 37年

隔 て た 昭和 8 年 3 月 3 日 の津波に よ っ て 再び、甚大な 被害を 受けた が 、 移動村落 の大部分は防災 に成

功 し た。

昭和 8 年津波 の波高 は 、 明治29年に比較すれば一般に低 いが、 物的被害は決 し て 少 く な い。 人的

被害が少 い こ と は 、 波高が低かっ た こ と と 、 明治29年 の経験に よ り 地震に よ っ て 津波を 予知 し て避

難 し た も の が 多かった た め で あ る 〈第 9 表〉。 物的被害が大 き かっ た の は 、 人 口 の増加 、 生産施設、

器材の増大発展に伴って 、 それ ら の配置が災害を 受け易 し 、低地 と 、 その海岸え拡 大 し た た め で あ
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第 9 表 昭 和 8 年 津 波 被 害

県 名 | 流失倒壊 1: 死 亡 | 行方不明 | 負 傷 l 合 計

青 森 264戸 23人 7人 70人 1 00人

岩 手 4， 962 1 ， 5 1 4  1 ， 133 889 3 ， 536 

宮 城 1 ， 6 1 1 306 165 47 1 

昭和 8 年津波被害後集落 の高地移動 は防災対策 の 大 き な事業 のーっ と し て 取 り 上 げ ら れた。 県市

町 村に於け る 復興事業 も 移動を促進 し 、 政府 も 国庫補助並びに低利資金利子補給 を も っ て こ れに あ

た っ た 。 こ れに 関連 し て 被害地及 び宅地造成地調査等災害調査に空中写真が利用 さ れた こ と は画期

的な も の であった。 こ の 時期に高地移動が計画 さ れた も の は 、 岩手県20 ケ 町村42部落、 宮城 県15 ヶ

町村60部落に お よ ん で お り 、 昭和 9 年 3 月 末 ま で に住宅敷地 の全部を 竣功すべ く 進 め ら れ て き た

が 、 昭和 9 年 1 月 末現在 の計画 は第10表の通 り で あ る O

第 1 0 表 宅 地 造 成 面 積 表

岩

宮

手

城 1 1 6 ， 670 

県 名

こ の様な 大規模な 高地移動 を 実施す る に 当っ て 、 三陸の地形的特性に 見 ら れ る 通 り 適地が狭少 で

あ り 、 移動村落が漁業を主 と し て い る た め 、 移動地 と 海浜 と の距離 の 問題 も あっ て 、 宅地造成地の

選定は多大の 困難を伴った。 地形的に は危険な低地を避け、 台地 、 段丘 、 山麓斜面が候補地 と し て

選定 さ れた が 、 用 水 そ の他 の 生活環境はむ し ろ 不便な土地が多かった。 ま た農地を転用 す る こ と は

農地の狭少 な三陸地方 で は農業者の反対 も あ り 、 兼業漁業者 も 望む と こ ろ で はなかったc 一方 、 宅

地買付に 当 つ て は地主 の協調を 得 ら れな し 、場 合 も あ り 、 ま た 自 己資金分の調達不能な零細業 者 も 多

かった。 な お、 日 時の経過に従っ て 防災意識が薄 く な り 、 被 災原地 の仮居住か ら 元屋敷に復興す る

も の も 出 て き た 。

こ の移動実施に 当つて は多様な 困難を伴 し 、 な が ら も 各地で実施 さ れて 来た。 移動の形式は一団地

に造成 さ れた宅地に一村落 の大部分が移動 し た 型 、 数 団地に分散 し て移動 し た 型及び戸 別 に 分散 し

て移動 し た 型に分け ら れ る 。 な お、 自 己資 金 の みに て任意に移動 し た 例 は各所に見 ら れ る こ と はし 、

う ま で も な い。 一方 、 他所に移動せず 、 被災原地に復 興 し て 強 固な 防災施設を造っ た 例 と し て は 田

老の如 き がそ の代表で あ る ( 第29図〉。 か く し て 、 移動 し た村落の元屋敷が あった危険な低地は移

動 し た村落の分家、 一部 の復帰者、 他村か ら の移住者等 に よ っ て 再 び、 占 居 さ れ る と こ ろ が 多 く なっ

て き た。 た Y 唐丹 の 本郷の如 き 一軒の再 占 居者 も な し 、例 は少 い ( 第30図〉。 明治29年、 昭和 8 年津
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第 29 図 田 老 町

'lf 
eジ

\ 
しー---.'JO m

1. 高地集落
2. そ の 他 の 集 落
3. 明 治29年津 波浸水線
4. 昭和 8 年津波浸水線
5. チ リ 地震 津 波浸 水 線
6. 防浪提

波 の経験に よ って 実施 さ れた村落 の高地移動 はそれな り に 成功 し た と 見 ら れ る が 、 昭和 8 年津波被

害か ら 、 昭和35年チ リ 地震津波 ま で27年間に於 け る 三陸地方 の変貌発展は、 津波危険地帯に 於 け る

人 口 の増加に よ る 村落 の 占居 、 地方都市 の発展、 生産諸施設の 発展拡大 、 海上 交 通、 水 産 業 の 発

展、 漁船の 大型化等d よ る 港湾設備の増加 に よ っ て 、 津波に対 し て 人命 の危険度は過 去 の 津波被害

以上に増大 し て い る こ と はし 、 う ま で も な いが 、 物的被害の危険度は昭和 8 年津波を基準に し て も 数

倍に お よ ぶ と 考え て よ し 、。

こ の よ う に 、 津波危険度が増 し て い る 三陸地方 に昭和35年 5 月 24 日 来襲 し た チ リ 地震津波は 、 三

陸沖地震津波の波長 の短し 、か衝撃型 と 異なった波長 の長 し 、 浸水型津波で あったo し た が っ て 、 波

高 、 浸水状況 、 被害型等につ い て 見れば、 三陸沖地震津波 と 異な っ た型で、あったた め 、 地震に ょ っ
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第 30 図 唐 丹 本 郷 (釜 石)

1. 昭和 8 年津波前の集落位置
2. 昭和 8 年津波後の 移動集落
3. 明 治29年津波浸水線
4. 昭和 8 年津波浸水線
5. チ リ 地震津波浸水線

て 予知す る こ と も で き ず 、 し た がっ て 、 予報、 警報、 退避 も 十分実行で、 き な かった。 し か も 、 三陸

沖地震津波の被害の割合少 かっ た 志津川 、 陸前高 田 、 大船渡の よ う な地点 に大被害を も た ら し た こ

と は 、 今後の長期防災計画に 新 し い 問題を提議 し た こ と に な る O し た がって 、 過去の高地移動村落

はチ リ 地震津波に よ る 被害は少かった と は し 、 え 、 こ れで集落に対す る 防災が成功 し た と は い え な

い。 現在の津波防災事業が チ リ 地震津波を基準 と し て 実施 さ れて い る 点 を 考 え れば 、 次の段階の津

波防災対策事業 は、 明治29年、 あ る し 、 は昭和 8 年津波被害 も 考慮 し て 、 三陸地方 の津波防災永久対

策を確立す べ き で あ る O

( 2 )  明 治29年津波被害に よ る 集落 の 高地移動 と そ の 成果

宮城県唐桑 の大沢 で は 、 明治29年の波高6. 5mで 、 低地の 57戸 が流失倒壊 し 、 死者187人を 出 し た

の で被災者が組合組織に よ って段丘上に宅地造成を 行 し 、移動 し た。 昭和 8 年は波高 3. 9m で段丘崖

下 ま で達 し た が 、 移動 し た も の は無事で、あった。 し か し 、 低地に再建 し た も の は流失倒壊71戸 、 死

者 5 人を 出 し て し 、 る o I日大谷村大谷で は 明治29年の波高4. 9 m 、 流失倒壊 69戸 、 241人 の死者を 出 す

大被害を 受 けた の で 、 村営事業 と し て 段丘を く づ し て宅地造成を行い移動 し た。 昭和 8 年に は2. 9m

の波高 で 、 低地に再建 し た も のが27戸流失 し た の み で 、 高地 の移動集落の被害はなかった。

唐桑の只越で は 明治29年8 . 3mの波高 で 、 51戸流失 、 237人 の死者を 出 し た の で 、 北 の 山麓に宅地

造成を計っ た が 、 基磐岩が 固 い た め避難道を建設 し た の み で 、 移動を 断念 し て 原地に復興 し た。 昭

和 8 年は波高6. 6mで、 あ っ た が 、 流失倒壊107戸 、 死者24人 の大被害を 受けた。

岩手県三陸村11碕浜 は明治29年波高11 . 6mの津波に襲われ 、 部落 はほ と ん ど全滅 し た。 そ こ で 、 部

落民共 同 の も と に原地 の低地に地方部落 と し て は珍 し く 整然 と し た 区画整理を 実施 し て復興再建 し

た。 昭和 8 年は7. 8 γ の津波で、 原地に再建 さ れた部落の大部分が大被害を受け、 流失倒壊31戸 、 死

者50人で、あって 、 原地再建失敗の例 で あ る O 古浜 ( 三陸村〕 本郷は明治 29年波高26m の津波で部落
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は全滅に近L 、 被害を 受けたo そ こ で 、 海岸 に延長523m 、 高 さ 8. 2m の 防潮堤を構築 し たo そ の構造

は前面法を す口45cm の割石を も っ て 法三分に積立て 、 裏法 2 割 と し て 土羽打芝張を施 し 、 天場|幅3. 6

m 、 裏堤却に接 し 、 !隔 10mの 防潮林を植 え た o 昭和 8 年に は波高14 . 3mの津波の 来襲に よ っ て こ の

堤防は中央部 よ り 欠壊 し て 全延長を 流失 し 、 被害は流失倒壊37戸 、 死者行方不明17人 で あっ た。 上

野部落が被害を ま ぬかれた の は堤防に よ る 波頭損失の た め で あ り 、 ま た各 々 自 力 で高地に移動 し た

も の は被害を ま ぬかれた。

唐丹小 白浜は明治29年波高14. 60mで 、 流失倒壊50戸を越え 、 約120人の死者を 出 す 大被害を 受け

たo そ こ で 、 部落では 200m 背後の 山麓に義損金を利用 し て 宅地造成を 行 し 、移動 し た が 、 海 岸へ の

道路 も 不完全 で あ り 、 漁業者は遂次元屋敷に復帰 し て き た o ま た 、 大正12年 9 月 1 日 の 山 火事の た

め 、 高地住宅 は灰燈に帰 し た た め 、 高地住宅の大半は危険な低地に復帰 し たo そ の た め 、 昭和 8 年

に は波高11. 6mの津波に よ り 107戸流失倒壊、 2 人 の死者行方不明 の被害を 受けたo

船越 ( 山 田町 〉 で は古 く か ら 低地居住 の 非を教え ら れた 伝説が残っ て し 、 たo 明 治 29 年 に は 波 高

6 . 6 m の津波で砂堆上の部落は ほ と ん ど壊滅 し た。 そ の部落で、 は 自 主 的に高地移動の計画を た て 、

段丘上に敷地造成 し て 集 団移動を 実施 し た o し た がっ て 、 昭和 8 年 の津波は 3 . 5m で あっ た が 、 高

地移動村落は被害を ま ぬかれたo し か し 、 低地の新 し し 、 占居者は流失倒壊24戸 、 死者 2 人 の被害を

受けた。

田 ノ 浜 ( 山 田町 〉 は明治29年 、 9 . 11mの波高の津波に襲われ、 i部落は全滅に近い被害を受けた の

で 、 前記の船越 と 合併 し て 高地移動 を 計画 し た が 、 意見 の統ーを 欠 い た た め 、 回 ノ 浜は独 自 に 800

円を 支 出 し て背面 の傾斜地に敷地造成を 行っ た が 、 時間が経過す る に し た がって 防 災 意 識 が 低 下

し 、 元屋敷に復興す る も のが多 く な り 、 原地再建に終っ たo 昭和 8 年に は波高 6 . 08mでイ民地の再建

部落は 256 戸 の う ち 185 戸流失倒壊 し 、 死者 2 人を 出 し た。

( 3 ) 昭和 8 年津波に よ る 集落 の 高地移動 と チ リ 地震津波に よ る 被害

昭和 8 年三陸沖地震津波に よ る 甚大な 災害の復旧 、 対策 と し て 集落の高地移動が実施 さ れたo 政

府は村落都市計画確立 の た め 国庫補助及び低利資金利子補給を決定 し たo こ の 条件に も と ず し 、 て 、

宮城 県で は 15 ケ 町村 60部落、 宅地造成面積 64， 678坪、 移転戸数 801戸 、 岩手県では 20 ケ 町村 42部

落 、 宅地造成面積 87， 580坪、 移転戸数 2， 199戸 の高地移動計画 を た て た。

こ れ ら の部落の住民は漁業を主 と す る も の が 多 L 、 た め 、 移動位置の選定及び用地買収に は 多 く の

問題を 含 ん で いたo じか し 、 一般条件 と し て は 、 海浜に近い こ と 、 既往の津波に於 け る 最高浸水線

以上に位置す る こ と 、 海を望み見得 る こ と 、 南面 の高地で あ る こ と 、 飲料水の取得ー容易 な こ と 等で

あったo 移動部落の構成は 、 集 団で全部落が移動す る 場合 は町村役場 、 学校及び そ の 他 の 公共施設

は造成宅地の最高所に位置せ し め 、 団地の 中心部に は部落民共用 の広場 、 集会所、 浴場等を 設 け る

と に し た o ま た部落の一部が移転す る 場合 は残存戸数 も 遂次移転可能 な 広 さ の宅地を 造成す る 計画

を た て た。 海浜に接す る 低地 の元屋敷区域 は納屋 、 倉庫、 工場、 事務所その他 の 非住家地区並びに
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網干場、 船曳場等 と し て利用 す る こ と に し た。 ま た 、 造成宅地 と 低地の作業場、 あ る し 、 は幹線道路

を結ぶ道路建設が村落計画に付帯す る 大 き な事業 で、 あっ た。 一方 、 部落が高地に移動で き な い場合

は 、 防浪堤、 護岸 、 防潮林 、 避難道路な ど の新設が計画 さ れた。

し か し 、 明治29年津波後の移動村落に も 見 ら れ る 通 り 、 一度高地に移動 し で も 、 漁業活動に不便

で あ る た め一部 の者は元屋敷に下 り 、 分家あ る い は他村か ら の移住者が安易 な低地に 占 居 し て 、 昭

和 8 年津波に よ っ て 再び大被害を受けた経験に よ っ て 、 宮城県の如 き は県令 ( 第11表) に よ っ て 建

築禁止区域を 設定 し た。

第11表 海噺擢災地建築取締規則 ( 昭和 8 年 6 月 30 日 宮城県令第33号)

第一条 昭和八 年三月 三 日 ノ 海噺擢災地域並海噺，寵災 ノ 喪 ア ル 地域内 ニ 於 テ ハ 知事 ノ 認可 ヲ 受 ク ル

ニ 非ザ レ バ住 居 ノ 用 ニ 供 ス ル 建物 ( 建物 ノ 一部 ヲ 住 居 ノ 用 ニ 供 ス ル モ ノ ヲ 含 ム 以下 同 ジ )

ヲ 建築 ス ル コ ト ヲ 得 ス

前項 ノ 地域ハ知事之 ヲ 指 定 ス

建物 ノ 用 途 ヲ 新 ニ 定 メ 又ハ変更 ノ 上住居 ノ 用 ニ 供 ス ル ト キ ノ、住居 ノ 用 ニ 供 ス ル 建物 ヲ 建築

ス ル モ ノ ト 看倣 ス

第二条 前条 ノ 場 合住 居 ノ 用 ニ 供 ス ル 建物 ノ 敷地並構造設備ノ 、 左 ノ 各号に依ノレ へ シ

建物 ノ 敷地ハ安全 ト 認 メ ラ ル 高サ迄地揚 ヲ 為 ス コ ト

一 建物 ノ 腰積 ヲ 設 ケ 叉ハ 之 ニ 代ノレ へ キ基礎 ヲ 設 ク ル コ ト

一 建物ハ 土台敷構造 ト 為 シ 土 台 ハ 前号 ノ 腰積叉 ハ 基礎 ニ 緊結 ス ル コ ト

四 建物 ノ 土台及敷桁 ノ 隅角 ニ ハ 燐材 ヲ 使用 ス ル コ ト

五 建物 ニ ハ 適 当 ニ 筋違又ノ 、 方杖 ヲ 設 ク ル コ ト

土地 ノ 状況 ニ 依 リ 支障無 シ ト 認、 ム ル ト キ ハ 前各号 ノ 制限 ニ 拘 ラ ス 認可 ス ル コ ト ア ル へ シ

第三条 第一条 ノ 認可 ヲ 受 ケ ム ト ス ル 者ハ 左 ノ 事項 ヲ 記載 シ タ ル 申請書正副二通 ヲ 提 出 ス へ シ

一 、 申請者 ノ 住所氏名 ( 法人 ニ 在 リ テ ハ 其 ノ 名 称主 タ ル 事務所 ノ 所在地及代表者 ノ 住所氏

名 )

二、 敷地 ノ 位置 ( 見取 図添付 ノ コ ト )

三、 地揚施行方法並高サ

四 、 建物 ノ 構造種別用 途

前項 ノ 申請人 ニ シ テ 未成年者禁治産者叉ノ 、 妻ナ ル ト キ ノ 、 法定代理人保佐人又ハ 夫 ノ 連置 ヲ

要 ス 申請者ハ所轄警察署 ヲ 経由 ス へ シ

第四条 第二条 ノ 地揚及建物 ノ 工事竣 工 シ タ ル ト キ ハ 十 日 以内 ニ 所轄警察署 ニ 届 出 γ へ シ

前項 ノ 建物 ニ ハ 見易 キ場 所 ニ 様式第一号 ノ 標示 ヲ 掲 出 ス へ シ

第五条 第一条 ノ 地域内 ニ 於テ 工場倉庫其 ノ 他 ノ 住居 ノ 用 ニ 供セ サ ル 建物 ヲ 建築セ ム ト ス ル 者ハ 口

頭文ハ文書 ニ 依 リ 最寄 リ ノ :警察署派 出 所叉 ノ 、 駐在所 ニ 届 出 ツ へ シ其 ノ 竣 工 シ タ ル ト キ 亦 同

シ 前項 ノ 建物 ニ ハ 見 易 キ場所 ニ 様式第二号 ノ 標示 ヲ 掲 出 ス へ シ
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第六条 第一条第一項第四条第一項及第五条第一項 ノ 規定 ニ 違反 シ タ ル 者ノ 、 拘 留 叉ノ、科料 ニ 処 ス

前項 ノ 罰 則 ハ 其 ノ :者 カ 未成年者、 禁治 産者又ノ 、 法人 ナ ノレ ト キ ハ 之 ヲ 其 ノ 法定代理人又 ハ 代

表者 ニ 適用 ス

附 則 本令 ノ 、 公 布 ノ 日 ヨ リ 之 ヲ 施行 ス

市街地を な し て し 、 る 都市地区で は市街地の 全面移動は不可能で あ る た め 、 防災 の た め 、 市街地土

地利用 の再編成が実施 さ れた。 すな わ ち 、 海岸低地の危険地区に は 、 港湾関係施設、 倉庫、 事務所

等 の 非住家地区 と し て 、 住宅 は後方 の安全高地に宅地造成 し て移転せ し め る こ と に し た。 道路は市

街地の道路の 防災13f�整備 の み な ら ず 、 移動地 と の連絡道路あ る し 、 は移動 出 来な い住宅地の避難道路

建設等 の諸計画がた て ら れた。 市街地防浪施設 と し て は、 そ の土地の 津波波高そ の 他 の 条件に よ っ

て 、 地上げ、 防浪壁の建設、 護 岸 の 嵩上等 の諸事業を 計画 し た。

雄勝町 ( 第31 図 ) は 2 m以下 の低地lこ位置 し て い た た め 、 明治29年波高3. 6m、 流失倒壊119戸 、

死者32人に達 し た。 被災後原地復興の た め 、 昭和 8 年に は波高 3. 85mで 、 流失倒壌 361戸 、 死者 9

1 . 高地集落 2. チ リ 津波 浸 水 線

第 3 1 図 雄 1拳 町

人 の被害を 受けた。 高地の宅地造成 の適地が な い ので元屋 敷 を 地 上 げ し て 宅地造成を計ったo す

な わ ち 、 昭和 8 年津波高 寺 岡高 と す る た め 、 低地地盤 よ り 最大 3m の盛土を し て 15， 520坪の宅地造

成を実施 し て 被災低地を住 家建築禁止地区 と し た。 し か し 、 非住家地区 も 次第に住宅地化 さ れ 、 と

く に戦後 は安易 な低地は住宅地化が進ん だo チ リ 地震津波は約 4m の波高で来襲 し た の で 、 地盛上

の住宅 は無事で、 あったが 、 低地上の建物は全壊及び、流失 87戸 、 半壌90戸 、 床上浸水 191戸 、 の 多 き

に 達 し た。 高地移動集落 は被害を ま ぬかれたが 、 波長 の短か し 、三陸沖地震津波を想 定すれば低地 と

と も に積極的 防浪対策を 必要 と す る O
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第 32 図 長 部 (高 田 )
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長 部 ( 陸前高 田 市 ) は 明治29年に は波高4. 95mで流失27戸 、 死者42人を 出 し た が 、 原地復興を計

った。 昭和 8 年は 3， 85m波高の津波で、 102戸流失倒壊 し 、 死者32人 の被害を受けた。 波高 の低い割

合に被害 の 大 き かっ た の は長部川 の低位デ ル タ に集落が立地 し て い た た め で あ る 。 漁港施設 と の 関

係を考 え て 高地移動を行わず 、 原地に約 2m の盛土を し て 地盤高 3. 5 泊 を保って 、 前面及び側面を

防浪堤 ( 高 さ 6 . 5m) で 囲 ん で 、 5， 364 坪へ宅地を造成 し て 86戸 を収容す る こ と に し た (第32図〉。

チ リ 地震津波 は意外に 高 く 4. 6m の波高で来襲 し 、 防浪堤 内 に は道 路 よ り 浸水 し 、 堤外 の低位 デ ル

タ と 埋立地に位置 し た建物は流失倒壊 し 、 死傷者 さ え 出す被害を 受けた。 し た がって 、 長部は三回

の津波に三回 の被害 を 受 け 、 そ の較差の少 し 、 こ と は他に例が少 な し 、。 こ れは湾 口 の位置 と 地形、 集

落立地の地形面に原 因 し て し 、 る 。 今後の津波対策 は三回の津波 エ ネ ル ギ ー の伝播を考慮 し て た て ら

れ る べ き で あ る 。

綾里 ( 第33図 ) は 明治29年、 昭和 8 年の津波の激甚地であ る O 明治 29 年に は 1， 347人 〈流失 186

戸 ) の死者を 出 し な が ら 個人的 に数戸 高地移動を し た の み で、原地復興に終っ て し 、 る 。 昭和 8 年に は

再び湊で9. 0 m 白浜で、は 18 . 0m の 大津波に襲われ、 低地の危険地 区に復興 し た部落は 249 戸流失倒

壊、 死者 178 人 の被害を 出 し て い る O 明治29年 と 比較すれば波高が低 し 、割合に家 屋 被 害 が 多 し 、 の

は 、 人 口 の増加 、 生産諸施設 の増大に伴っ て 危険地区 の居住者が増大 し た こ と を 意味 し 、 ま た 家屋

被害数に対 し て 死亡者が少 い の は 、 地震に よ って津波を 予知 し て避難 し た た めで、 あ る 。 こ れ ら は 明

治29年津波 と 昭和 8 年津波被害 と を対比す る 場合、 三陸沖地震津波被害型の一般的傾向 と し て注 目

さ れ よ う 。

昭和 8 年の 大被害の後に高地移動計画を 実施 し て 、 湊で は南側 の谷壁に 7， 287 坪の宅地を造成 し

て 136 戸を収容 し 、 地盤高は 明治29年の津波線上 よ り 1m 高 く 、 ま た 凹 ノ 浜で は集 団移動戸数18戸

に対 し て 898 坪を造成 し て 地盤高は 明治 29年津波線上 6. 8m の高 さ に し た。
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1. 高地集落 2. そ の 他 の 集 落

第 33 図 綾 旦 (三 陸 村)

100m �一一一�

チ リ 地震津波の波高 は 3. 5 m で 、 最大波は 4 時 10分頃 で あ り 、 三回大 き な波が来て 、 最大退潮線

は中 ノ 島 付近の海底が露 出 し た 。 浸水区域は地盤高約 3m の線ま で達 し たが 、 浸水速度が急 ぎ足程

度で、 あった た め被害はほ と ん ど な かった。 防災上 の 問題点 は チ リ 地震津波程度で は現在 の 防潮計画

で問題な い と 思われ る が 、 谷底の危険地区に は昭和 8 年当 時 の応急住宅 さ え残って お り 、 ま た 、 そ

の後 の 占居者の増加 に よ っ て 被災危険度が高 ま って い る こ と を 見れば、 明治29年、 昭和 8 年津波被

害を考 え 、 次期 の津波対策が実施 さ れねばな ら な い。

小 白浜 ( 第34図 〉 で は昭和 8 年波高 11 . 6m 、 107戸 の流失倒壊、 死者行方不明 2 人を 出 L t.::.o 高

地移動 の計画 は、 北 の 山麓県道沿 い に 4， 168 坪 の宅地造成を 行 い 、 85戸を収容す る 計画 を た て た。

危険な低地は非住家 と し た が 、 次第に宅地化 し て き た。 チ リ 地震津波は約 3 m の波高で被害 は少 か

っ た が 、 こ の低地が宅地化 し て し 、 る こ と は三陸沖地震津波 の対策を考慮すべ き で あ る O

唐丹本郷 ( 第30図 ) は明治 29年、 波高 14. 50m の津波に襲われ、 約 300 戸 あった集落は流失倒壊

し 、 出漁中の15"-'16人を残 し て ほ と ん ど死亡 し た と いわれて い る O そ こ で 、 背面 の 谷壁に高地住宅

を建 て て 4 戸 は移動 し た が 、 そ の他 は海浜に便利 な 谷底の原地に復興 し た。 大正 2 年五葉山 麓 よ り

発 し た野火で、 こ の復興 し た部落は 6 戸 を残 し て全焼 し た。 こ の 火災後 も 部落は谷底の危険地区に

再建 さ れた。 昭和 8 年に は波高9. 30mで 、 谷奥の 1 戸 を残す の み で 、 101戸流失倒壊 、 326人 の死者
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(釜 石)

1. 高地集落

2. そ の 他 の 集 若年

3. 明 治29年津波浸水線

4. 昭和 8 年津波浸水線

」」M | 5. チ リ 津波 浸水線

を 出 す大被害を 受けた。 そ こ で 、 村で、 は高地移動の計画を た て 、 谷壁に 5， 673 坪の階段式の 宅地を

造成 し て 101 戸収容 し た。 谷底の危険地区 は非住 家地区 と し て 今 日 ま で 1 戸 の住 家 も 復帰 し て い な

い が 、 こ の よ う な例 は非常に少 い。 チ リ 地震津波は波高 2 . 2 m で船曳場に達 し た程度で何等の被害

も な かった。 そ し て 、 こ の模範的 集団高地移動集落は 、 明治29年、 昭和 8 年程度の津波で も 防災 で

き る と 考え ら れ る が 、 海浜 の作業場 と の 交通が不便で あ り 、 住 居か ら船曳場 ま で の見通 し が 困難で

あ る 点 で住民 は 日 常不便不利で あ る こ と は、 高地住宅保護 の た め に も 何等か の対策を た て る べ き で

第 35 図 両 石 (釜 石)
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あ る O

両石 ( 第35図 ) は狭長 な 開析谷 と 古生層 の岩石海岸か ら な り 、 昭和 8 年津波後に建設 さ れた護岸

に よ っ て 現在 の海岸前面がで、 き た。

地形は平面 も 横断面 も V 字型 で 、 津波 エ ネ ル ギ ー の集 中 し 易 し 、形状を な し 、 過去 の津波の大被害

地 と な って し 、 る 。 チ リ 津波 も 波高 3. 7m で V 字型湾 と し て は高 し 、方に属す る 。 ま た縦断面 図 を と っ

て 見 る と 、 護皆前面水深 3 ----- 5m の 聞に海底地形の変換点 が あ り 、 津波の上昇地形線をつ く り 、 護

岸 の背面 は埋立地 ( 昭和 8 年空中写真判読 と 聞 き取 り ) で あって 、 谷底の傾斜は主谷 よ り 支谷の方

が多少急で あ る O

チ リ 地震津波の第 1 波 の時間は不 明 で あ る が 、 3 時50分頃異状 な 引 潮を 見 た の で 直 ち に動力船は

沖へ退避 し 、 谷底の住民 は高地に避難 し たo 4 時 10分頃が最低干潮で - 4. 3m に達 し 、 4 時30分頃

最高波 3 . 7m の津波が来た。 そ の状況は、 こ の小湾 の外 で、 は徒歩 よ り やや速し 、程度で盛 り 上 り 、 湾

口 で南 の 「水海」 方 向 と 二分 さ れ、 防波堤付近で次第に速 く な り 、 盛 り 上 り な が ら 湾入方 向 に突進

し て 来た。 こ れは 、 湾 の海底地形を 見れば津波の集中伝播 の型を 示 し 、 こ こ の 防波堤は波浪 の 防波

に は役立つが津波 エ ネ ル ギ ー の損失の役は小 さ し 、 こ と を証明 し て し 、 る O 護岸線に盛 り 上った津波は

「速がけ」 程度で湾入方 向前面 の崖に突当 り 、 二分 し て 一方 は主谷へ 、 他方は支谷へ も み上げた。

主谷の方 向 で、 は谷底の小川一桟橋一道県沿 し 、 に 、 前進 し て 来た 津波 と 前記の分波 と が も み合L 、 な が

ら 次第に弱 く な り 、 地面 の最高浸水地点 3 . 8m、 小) 1 1 4 . 5mに達 し た。 一方支谷で は 、 衝撃物が少 い

の で 、 谷底傾斜面 を這 い上 り 最高浸水地点 は 5m を 越え て し る 。 干潮 は速がけ よ り 多少 早 く 、 岸壁

で は滝状に な り 、 た ん 水時間は 1 回約 10分、 津波の周期は25-----30分で第 8 波 ま で見 ら れた。 被害状

況 は 、 小船、 桟橋、 木材、 網干場材等を流 し 、 特に湾入正面 に位置す る 家屋は 1 戸 を 除 き全壊、 あ

る L 、 は半壊、 流失 し 、 小 川 の 木橋 も 一つ流失 し た。 桟橋一道 県沿 い の方 向 か ら の水勢は前者 よ り や

や弱 く 、 桟橋 の ほか三戸流失 し た にす ぎ な し 、。 全体 と し て 、 全壊流失 6 戸 、 半壊12戸 、 床上浸水41

戸 、 床下浸水 3 戸 ( 無居住共 同 9 戸 、 非共同29戸 ) と なって い る O 湾入正面 で 1 戸残った建物は コ

ン ク リ ー ト 台に ア ン カ ー ボ ル ト がつ い て い て 他 の建物 よ り 重量があった た め残った。 谷底は危険な

地 区 で あ り 、 明治29年、 昭和 8 年津波で も 数戸残 し 全滅に近い大被害を受けた。 明治29年は波高 7

m 、 浸水高12mで 、 浸水 2 戸 を 残 し て 144 戸倒壌流失 し 、 住民の大部分は死亡 し た。 当 時 も 高地集

落移動 の 意見 も あっ た が原地再建に終った。 昭和 8 年は波高 6m、 浸水高 9. 14mで、 あった が 、 明治

29年の経験に よ り 地震感知後 の避難が早かった の で 、 人 的被害は死者 2 人 、 不明 1 人 、 負傷 9 人で

あった が 、 家屋 の被害作 3 戸 の 浸水を 除 き88戸全滅 し たo

両石地区に於 け る 高地集落 は 、 地盤高 7m 以上の 谷 壁 を 切 り 崩 し 、 1 ----- 4 号地 ま で の宅地を開

き 、 簡 易 水道 を 設 けて 模範的高地集落を建設 し た。 そ の後 も 人 口 の増加 に伴って 高地住宅は開 いた

が 、 住民は、 漁港 と の距離 、 宅地造成 の経費 、 約30年に 1 回 の津波、 地震に よ る 予知等 の 条件を考

え 再び谷底の危険地区に 一 部 の復帰者、 分家、 他村か ら の移住者な ど が住家を再建 し た 。 し た がっ

て 、 こ の谷底の危険地区について は 、 明治29年、 昭和 8 年津波 も 考慮に入 れて 防災対策を た て る べ
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き で あ る O

田 ノ 浜 ( 第36図 ) は、 明治29年津波後高地移動に失敗 し て い る の で 、 昭和 8 年津波後 は全部集落

高地移動を決定 し たo 約 300m背面 の斜面 に 地盤高 14 . 7m 以上の高 さ を 保ち 、 12， 197坪 の宅地を造

成 し 、 被害戸 数196戸に 対 し て240戸収容可能 に し た。 整然 と し て 方形の 区画を と り 、 理想的高地住

宅を建設 し たo チ リ 地震津波は波高 3m で被害はなかっ た が 、 他 地 区 と 同様、 危険な低地居住 者及

び諸施設の 防災対策を 必 要 と す る O

田老 (29図 ) は明治 29年に は波高 15m の津波に襲われ、 田老 - 191戸流失、 1， 407人死亡 、 乙部

-94戸流失 、 40人死亡の 大被害を 受け、 生存者37人 と し 、われて し 、 る O こ の大災害に よ って 、 防災対

策 と し て 、 義損金を基金 と し て 2 m の盛土に よ り 宅地造成の計画を た て た が 、 意見 の不一致 と 資金

難 の た め 、 道路沿 い に 約 50 cm 盛 土す る こ と に終って 原地復興の型 と な っ たo 昭 和 8 年 に は 波 高

7 . 6 m で 、 田老、 乙部総戸 数 503戸 、 人 口 2， 950 人 の う ち 、 流失倒壊 503 戸 、 死者行方不明 889 人 の

大被害を 受けたo そ こ で 、 防 災対策 と し て は高地移転の意見 も あっ た が 、 500 戸 を 収容す る 適地が

第 36 図 田 ノ 浜 ( 山 田 町〉

1. 高地集落

2. そ の 他 の 集 落

3. 明 治29年津波浸水線

4. 昭和 8 年津波浸水線

5. チ リ 津波 浸 水 線

な い の で 、 原地の 区画整理 ( 耕地整理〉 に よ り 宅地を造成 し 、 防浪堤に よ って 囲 む 計 画 を 実 施 し

たo 防浪堤は900m ま で完成 し て 戦時 中 に 中止 さ れた が昭和33年、 延長 1， 350m 、 上幅 3m、 根幅最大

25m、 高 さ 地上 7 m、 海面上10. 65mの大防浪堤を 完成 し たo チ リ 地震津波は波高 3. 5mで 、 浸水区

域 も 狭 く 、 被告はサ ツ パ船20隻程度で あ り 、 最大浸水高 も 大防浪堤に達 し な かっ たo 今後の 防災対
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策 と し て は大防浪堤 の補強 を 実施 し 、 堤 外 の危険地区に対す る 対策を 早急に確立すべ き で あ る 。

本稿 の チ リ 地震津波の波高 は T. P . に換値 し た値を使用 し て い る が 、 昭和 8 年 お よ び 明治29年津

波 の 波高は既存の資料に よ る も のが 多 く 、 そ の測定値 の根拠が 明 白 で な し 、。
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1 6 . む す び 一地形上 よ り 見 た 津波危険地域一

チ リ 地震津波直後、 北海道東部 、 三陸、 常磐、 紀伊、 四 国南東部 、 九州 南東部 の海岸を調査 し た

と こ ろ 、 津波 と 地形 と の 聞に次の よ う な 関係 の あ る こ と がわかった。

( 1 ) 今 回 の津波は洋上に お い て は ほ と ん ど 同 じ 高 さ で あっ た が 、 海岸に打ち寄せ て 後 、 8m も

の高 さ に な っ た 所 も あれば、 1m 未満 と い う よ う な低 い所 も あった。 ま た 、 速度 も 一般にか け足で

逃 げ る こ と が で き る 程度 の 遅 い も の であったが 、 志津川 の よ う に 自 転車で逃 げ る 人 を 追い越す よ う

な 速い所 も あった。 こ の よ う に 、 津波の型に 著 し し 、地域差が見 ら れた が 、 ζ れは海岸 の地形 の差に

よ っ て ひ き起 さ れた も の で あ る O

( 2 ) 今 回 の よ う な 遠隔津波 と 、 昭和 8 年あ る L 、 は明治29年 の津波の よ う な近海津波 と で は多 く

の 点 で著 し く 性格が異 な る 。 来襲地域は 、 遠隔津波は太平洋 岸 の ほ と ん ど全域にわたって し 、 る が 、

近海津波で は三陸あ る い は紀伊半 島 と い う よ う に比較的限 ら れた範囲が多し 、。

津波の形は、 遠隔津波は海ぶ く れ と いった形で、 あ る が 、 近海津波は蛇が鎌首 を も た げた形で押 し

寄せ る 。 波長 は近海津波の方が小 さ い よ う で あ る O

速度は近海津波の方が遠隔津波 よ り 速い。 波高 は近海津波の方が高い場 合が多い。 近海津波は湾

口 で高 く 、 湾奥へ行 く に し た がっ て低 く な る が 、 遠隔津波で は湾 口 が低 く 、 湾奥の方が高 く な る O

一般的 に い え ば 、 遠隔津波 の方が近海津波 よ り 穏やかで あ る O

( 3 )  津波の主 た る 侵入路は地形に よ って決 ま って お り 、 だ し 、 た し 、推定す る こ と がで き る O 湾 、

旧河道に沿って き て お り 、 海岸に激突 し た場合は、 海岸線に沿って 、 あ る し 、 は湾内 で は岸壁に沿っ

て流れ る 。

上陸後 は 、 河川 、 運河、 旧河道 、 道路、 下水道に沿っ て 糊 る O と く に 、 河川及び運河は津波に と

っ て最 も 容易 な侵入 路で あ る た め 、 河川 ぞ い はそ の危険がかな り 内陸部 ま であ る O 運河で 、 門 の あ

る 場合 は こ の津波の侵入 を と め る こ と がで き る O

( 4 ) 上陸 し た 津波は水平に は進 ま ず 、 内陸部へ進む に し た が い 、 地上 と の摩擦 、 あ る L 、 は障害

物に よ って 著 し く 水深を減ず る O こ の よ う な現象は高潮 の場合 と 同様であ る O 津波の内陸部での到

達限界は、 デ、 ル タ あ る し 、 は埋立地 と 谷底平野 と の境で あ る 場合が多 し 、。 た だ し 、 河川 で は こ れ よ り

やや内 部 ま で進む。 河川 に用水堰な どがあ る 場合はた い て い こ こ で と ど ま る O

( 5 ) 上陸 し た 津波の型、 す なわ ち 、 た ん水期間の長 ・ 短、 た ん水深の深 ・ 浅 、 た ん水範囲 、 侵

蝕 、 堆積の有無な ど は地形要素 に よ っ て 定 ま っ て く る O

今 回 の津波調査に お し 、 て 次 の津波型を 設定す る こ と が 出来た。

谷底平野型〈 波蝕台型 、 デ ル タ 型、 砂洲型、 砂丘型 、 自 然堤防型、 埋立地型、 海浜型、 河原型。

し た がって 、 海 岸 の 平野の地形を 細分叛 し て おけ ば 、 将来津波が襲っ て 来た場合 の 、 それぞれの

地域で の津波 の状態を 予知す る こ と が で き る 。
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( 6 ) 海岸線の形に よ り 、 津波に 著 し L 、相違が見 ら れ、 次の如 く 分類 で き る 。

リ ア ス 式海岸型、 汐入 湖型、 大河川河 口 型、 陸繋砂昔、H型 、 直線状砂浜海岸型、 平滑岩石海岸型。

一般的に いって リ ア ス 式海岸型は津波の勢力が一点 に 集 中す る た め 、 波高、 速度共に高 く な る の

で津波に対 し て は危険地域で あ る O こ れに較べて 汐入 湖 、 大河川河 口 型は内部に水が測 る こ と がで

き る た め それほ ど高 く な ら ず 、 直 線状の海岸では津波の勢力が一点 に集 中せ ず 、 かっ海岸 に砂洲が

あって侵入 を 妨げ る た め被害が少 し 、。 ま た 、 岩石海 岸 で は津波 は上陸で き な い の で ほ と ん ど被害が

な い。

( 7 ) リ ア ス 式海 岸 の 中 に も 津波 の 受け方にか な り の地域差が あ る O 小河川 の沈水谷で あ る V 字

型湾、 あ る し 、 は こ れの複合で あ る W字型湾、 大河川 の沈水谷の U字型湾 、 半 円状 の 湾 、 樹枝状の湾

な ど 、 湾 の 型に よ り 津波の型が著 し く 異な る 。 一般的 に し 、っ て 、 V 字型及びW字型湾は近海津波、

遠隔津波 と も 、 波高 も 高 く かっ被害 も 大 き t 、o U字型湾 は、 近海津波で は湾 口 で波高が高 く て も 湾

奥へ行 く に し たがって波高が減ず る ので 、 被害はやや少 く な る が 、 遠隔津波で は湾奥が高 く な る た

め 、 湾奥の 平地ではかな り の被害が 出 る O

( 8 ) 湾の形 と 海岸 の 平野地形 と の状態及び過去 の津波 と の状態を見 て み る と 、 比較的危険度 の

高 い湾を次の よ う に設定す る こ と が で き る O こ の う ち キ は、 今 回の津波、 す なわ ち遠隔津波でか な

り の被害を 受けた湾で あ る O

霧多布ヘ 函館ヘ 厚岸*(湾奥〉 、 大津ヘ 厚 岸 (湾 口 〉、 ト コ タ ン 、 広 尾港湾。

三陸海岸 は津波の 常襲地域であ る が 、 津波を と く に 受 け る 湾は次の よ う な 地域で あ る O

八戸ヘ 久慈へ 小本、 田老、 宮古湾、 山 田湾ヘ 船越湾ヘ 大槌湾*、 両 石湾ヘ 釜石港ヘ 唐丹溝、

古浜湾、 越喜来湾 、 綾里湾、 大船渡湾 、 広 田湾ヘ 気仙沼湾ヘ 志津川湾*、 追波湾 、 雄勝湾*、 御前

湾 、 女川湾ヘ 鮫 の浦湾、 鮎川IH丁、 荻の浜*、 渡波町* 、 石巻市*、 塩釜市* な ど で あ る O

今 回 の津波の被害 の 大 き かった所、 す な わ ち * の 所以外で も 、 上記の湾では、 過去 の津波 、 あ る

い は地形 よ り 近海津波に対 し て 充分危険性を も つ も の と し 、 え る O

常磐海 岸 は全般的に津波の被害 は小 さ し 、 が 高潮に よ る 被害が大 き く な る O

紀伊半 島 で は 、 遠隔津波、 近海津波 と も 波高が高 く な る 所は比較的限 ら れて い る O

海南市ヘ 文里港ーへ 袋港* 、 大津港、 J尾鷲港*、 勝浦港 、 太地港、 こ の ほか志摩 半 島 の五 ヶ 所湾、

英虞湾、 的矢湾な ど 、 津波に よ る 波高はそれほ ど高 く な く て も 、 急、 な 流れに よ って真珠の被害を か

な り 生ず る か ら 注意を要す る 。

四 国 で は橘湾、 牟l技 、 浅川 、 須崎、 浦戸 、 宇佐 、 野見湾な ど で あ る O 九 州 で は地形的に は油津海

岸 な ど で あ る O

( 9 )  大規模な津波が し ば し ば来襲す る 傾向 の あ る 所はあ ま り 大 き な 高潮が こ な い所 で あ り 、 大

規模な 高潮が来襲す る 所 は 津波が あ ま り こ な い傾向 の あ る 所で あ る 。 こ の現象の一因 は海岸 地形の

差 で あ る と 思わ れ る O 三陸海岸 あ る い は紀伊半島 に み ら れ る よ う な リ ア ス 式海岸 は、 津波に対 し て

危険な海岸 で あ る O こ れに対 し 、 常磐海岸 の よ う な 平滑な海 告 は 、 津波に対 し て 安 全 な 海 岸 で お

一 78 -



と な る O

( 10) 津波対策 と し て 集 落 の 高地移動が部分的に 実施 さ れて き た が 、 人 口 の増加 、 生産施設の増

大、 都市及び村落に よ っ て 危険地帯は遂次拡大 さ れて い る 。 今後 の都市村落津波対策 は、 チ リ 地震

津波の み な ら ず 、 明治29年及 び昭和 8 年三陸沖地震津波の被害地の地形、 津波 の伝播、 被害型 も 考

慮 し て 、 防災都市村落計画 も 確立すべ き で あ る 。

こ の よ う に 、 津波 と 海岸地形 と の 関係は極め て密接であ り 、 海岸線あ る し 、 は海岸 の地形 を 分類す

れば、 今 回 の津波だ け で な く 、 将来万一津波が あった場合の地域別 の 津波の型及び、 そ の 危険度を あ

る 程度推定す る こ と が で き る O こ れは 、 今後海岸を津波か ら 守 る 対策を た て る の に最 4， 大切な こ と

で あ る O こ の意味で 、 海 岸 の 地形調査は津波対策の基礎 と し 、 う こ と が で き る O
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付 記

1 .  こ の調 査 は 、 建 設省 国土地理院地図部 に お い て 2 年間にわ た っ て 行われた調査の と り ま と めで

あ る 。 予算は建設省河川局海岸課の チ リ 津波対策調査費を 用 いた。

2.  現地調査の 分担は次の如 く で あった。

総 括 中 野尊正， 高崎正義

北 海 道 海 岸 山 口 恵一郎， 武久義彦， 蓮見勝広

三陸北部海 岸 中野尊正， 池 田正友， 大矢雅彦， 村 田護， 鈴木正三

三陸南部海岸 池 田 正友， 大矢雅彦

常 磐 海 岸 大矢雅彦， 村上成夫

紀伊半島海岸 小 谷 昌 ， 大矢雅彦， 矢 田 修

四 国 海 岸 中 野尊正， 武久義彦

九 州 海 岸 佐野一応， 浅 田成夫

3.  本報告書は、 上記の調査資料を も と と し て 下記 の よ う な 分担で執筆 し た。

は し が き 中野尊正

第 1 章， 第 2 章， 第 3 章及び第 4 章 大矢雅彦

第 5 章， 山 口 恵一郎

第 6 章， 第 7 章 大矢雅彦

第 8 章， 大矢雅彦， 菊地 カ ヨ 子

第 9 章， 大矢雅彦

第10章， 中 野尊正
介外奪

第11章， 第12章， 第13章 大矢雅彦
"S" 

第M章， 池 田正友
I b  

第百章， 大矢雅彦

付 図 松山 泰子， 菊地 カ ヨ 子

文献 目 録 池 田正友

Summary 大矢雅彦

な お、 報告書全体の企画編集 は大矢雅彦が当った。

4.  本調査研 究 の 実施に つ い て 関係各 省 、 各機関 、 と く につ ぎ の 各機関及び各位に は一方 な ら ぬ御

援助、 御協力 を い た だ い た の で 、 こ こ に厚 く 謝意を 表す る 次第 で あ る 。

東 京

建設省河川局海岸課長 安芸元清

建設省河川局海岸課長補佐 山 田 専一
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北 海 道

北海道総務部地方課

グ 土木部管理課

グ 十勝支庁

グ 釧 路支庁

グ 根室支庁

グ 函館支役所

グ 浜中村役場

グ 厚 岸町役場

グ 根室市役所

北海道開発局開発計画課

同 局釧路， 帯広， 室蘭， 函館の各開発建設部

上記各開発建設部 の霧多布港， 広 尾港， 浦河港各修築事業所

浜中村， 厚 岸町， 広 尾町， 浦河町， 伊達町， 豊浦町， 銭亀沢村， 上磯町各役場

北海道 日 高支庁

北海道開発局開発調査課 竹内一雄

北海道 釧 路開 発建設部 阿河正光

霧多布港修築事業所 高 田郁也

帯広 開発建設部 佐 々 木哲彦

函館開発建設部 中静頼彦

一 陸
東北地方建設局鈴木河川計画課長

宮城県総合開発室

宮城県河港課

石巻土木事務所

追土木事務所

石巻漁港事務所

気仙沼漁港事務所

石巻市役所企画審議室

女川町役場

志津川町役場

牡鹿町役場

雄勝町役場

北上村役場
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歌津町役場

唐桑町役場

気仙沼市役所

岩手県河港課

グ 大船渡建設事務所

グ 釜石建設事務所

グ 宮古建設事務所

グ 岩泉建設事務所

グ 久慈建設事務所

大船渡市役所

釜石市役所

宮古市役所

三陸村役場

大槌町役場

山 田町役場

田老町役場

野田村役場

種市町役場

岩泉町役場

青森県河港課

グ 八戸土木事務所

八戸市役所

百石町役場

青森県八戸港務所

常 磐

小名浜港務所

福 島 県庁土木部河港課

紀 伊 半 島

和歌山 県土木部河港課

グ 土木部河港課 梶垣心一技師

グ 和歌山土木 出張所

グ 御坊土木出 張所

グ 串本土木 出 張所

グ 新宮土木出 張所
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三重県土木部河港課

グ 熊 野土木事務所

グ 新宮土木 出 張所

尾鷲土木事務所

グ 尾 鷲土木事務所長 島 出張所

グ 志摩土木 出張所

四 国

徳 島 県土木部管理課 ・ 河川課

グ 阿南土木 出 張所

グ 日 和佐土木 出 張所

グ 海南町牟岐町役場

高知県土木部河港課

グ 須崎土木 出張所

第 3 港湾建設局高知港工事事務所

高知市都市計画課

高知地方気象台

九 州

宮崎県土木部， 土木部管理課

グ 企画調査室

大分県港湾課， 河川課

建設省佐伯 工事事務所
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1 . 

2 .  

3 . 

4 . 

5 .  

6 .  

7 .  

津 波 調 査 文 献 目 録

総、
オ七 海
一

関 東， 東

西 南 日

日 本 海

国

目 次

記 … … … … … … … … … … … … … … … … … 84

道 … … … … … … … … … … … … … … … … … 85

陸 … … … … … … … … … … … … … … … … … 86

海 … … … … … … … … … … … … … … … … … 89

本 … … … … … … … … … … … … … … … … … 90

岸 … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … 92

外 … … … … … … … … … … … … … … … … … 93

。

こ の文献 目 録は現地調査の 参考資料を検索す る ため、 逐次記録 し た カ ー ド と 本院所蔵資料お よ び現地調

査 の さ い入手 し た資 料 (含未刊資料) の カ ー ド を分類 し た も の であ る 。 従っ て未利用資料 も 含 ま れて い る

ので多少の遺漏は免れな い の で今後の資料調査 に よ っ て増補訂正す る 必要があ る 。
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記総波津1. 

発行年次

1900 

1 933 

発行所文は書 ・ 誌、名

号A法第告報会

合

査調防

秀

予災震
三

1 935 

1935 

1 942 

1949 

1952 

1 955 

1 959 

1960 

1 960 

1 896 

1896 

1896 

1896 

1901 

1913 

1919 

1924 

1 925 

1 929 

1 933 

，グ

1934 

グ

// 

，グ

メグ

，グ

// 

1 935 

メグ

グ

本邦津波に関す る調査第一回報告

津浪災害予 防に関す る 注意書
大都市に於け る 津浪災害予 防に関す る
注意書
津波災害予防林 ( 防潮林〉造成 に関す る
技術的考察
津 波 ( 海洋の 科学特輯号)

地 震 と 津 波

地 震 と 津 波 一予知 は可能か一

地 震 と 津 波

高潮予報に関す る 報告

チ リ 地震津波特報毎 日 グ ラ フ 1 960年6月 12 日

チ リ 地震津浪踏査速報

地 震 の 話

津 浪 の 最 高 点

既 往 の 海 捕

津浪論に就 き今村氏 に望む

日 本 に於ける津浪に就 き て

津 浪 の 予 報

津 波 に つ い て

日 本 津 浪 史

諸地方 に 於け る 地震津波警告碑

津 浪 の 記 録

津 波 偶 感

津波に就 い て のこ， 三の事

地震に伴 う 津波に就い て

地 震， 津 浪 の 話

昭和 8 年以前の津波に関す る 論文

津 浪 の 話

地震津浪の 経路に就し 、 て

題表者

震 災 予 防 調 査 会

文部省震災予防評議会

著編

1936 

1 937 

1938 

1 94 1  

// 

Jグ

」グ

グ

// 

地質学雑誌 3 巻34号
グ 3 巻35号

3 巻36号
グ 4 巻38号

震災予防調査報告 34号

気象集誌 32巻10号

グ 38年 7 号

海洋の 科学 2 巻 2 号

地理学評論 1 巻 3 号

地 震 1 巻 6 号
グ 5 巻 5 号
グ 5 巻 8 号

産業気象調査報告 4 巻 7 号

地理教育 18巻 6 号

地 震 6 巻 6 号
グ 6 巻1 1号

中央気象台葉報 7 巻

気象集誌、 2 輯 1 1巻 1 0号

科 学 4 巻 2 号

地 震 7 巻 1 号

7 巻 8 号

7 巻1 0号

メグ

目 黒 書 庖

古 今 書 院

同 和 春 秋 社

」グ

林 省 山 林 局

日 本 海 洋 学 会

鷺 坂 清 吉

山 口 生 知

和 達 清 夫

資 源 調 査 会

毎 日 新 聞

チ リ 津浪合 同 調 査 班

佐 川 栄 太 郎

伊 木 常 誠

農

佐 川 栄 太 郎

大 森 房 吉

本 多 光 太 郎

中 村 左 衛 門 太 郎

今 村 明 恒

秋 岡 武 二 郎

雄

郎

人

岸 上 冬 彦

高 橋 竜 太 郎

中川順三 ・ 中野猿人
，グ

武

三

猿
HH
 

沢

瀬

野

松

) I [  
中

// 

地 震

Geophy. Mag. 9 巻 2 号

応用物理 4 巻 5 '"'-'10 

地 理 学 4 巻 1 号

地 震 9 巻 1 号

グ 10巻 1 号

2 1巻 7 号

海 と 空

21巻 9 号

21巻12号

海 と 空

海 と 空

グ

津浪の発達に関す る 問題 (予報)

津 波 地 震 の 余 震 か

津浪 と 高潮 と に就し 、 て

津 浪 に 就 い て
On the Path Propagation of Sea-Waves 
(Tsunami) Originated by Earthquakes 

地震津浪の発達 に関す る 研究 ( 1 - 6 回 )

津 浪 の 話

津 浪 の 方 向 性

津浪に関す る 国民教育
津浪の研 究 (1)
深 さ 一定の短形型海湾の振動の 実験につ い て
津浪の研 究 (2)
深 さ 一定の短形型海湾の振動の理論に就い て
津波の研 究 (3)
特妹湾型海湾の振動の実験に就い て
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雄

平

郎

郎

雄

己

達

石 本 己 四

藤 原 咲
Nakano. M.  
Nakagawa. T. 

西 村 源 六

高 橋 竜 太

松 沢 武

早 正

メグ

グ

田
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発行年次

1942 

1943 

1949 

Jグ

，グ

グ

// 

メグ

発行所又は書 ・ 誌、名

22巻 2 号

海洋の 科学 2 巻 2 号

2 巻 2 号
グ 2 巻 2 号

地 震 15巻1 1号

気象集誌、 2 輯 27巻 8 号

海 と 空 27巻 3 号

地 理

22巻 3 号

海 と 空

メグ

メグ

題

津波の研究 (4)
特殊湾型海湾の振動の実験に就い て
津波の研究 (5)
実在す る 海湾振動巻号の 実例 の就いて
津浪は ど の よ う に し て起 る か

地 震 津 浪

津 浪 締 談

本邦津波に関す る 旧記の整理に就し 、 て

津波の模型実験におけ る 粘性の影響

津 波 論 (ill ) 
津 波 の 調 査

表

己

雄

郎

恒
グ

荻 原 噺 二

市 栄 誉

大 矢 雅 彦 ・ 村 田 護

者

沢 亮

橋 竜 太

村 明

正

著

バグ

--I』J

編

早

妹
高
今

196 1 

道海北2 . 

昭和 8 年 3 月 3 日 三陸地方津波に関す る
論文及び報告 (北海道資料)
十 勝 沖 震 災 誌

十勝沖地震調査報告
昭和27年1 1 月 5 日 カ ム チ ヤ ツ カ 半 島南
東沖地震に伴 う 津波踏査報告
チ リ 地震津波に よ る 被害状況

災害対策の概要
グ 災害状況調査書

自 記 検 潮 記 録
チ リ 地震津波被害状況

厚岸 フ エ リ ー 管理事務所水位記録

浜中村チ リ 地震津波災害救助実施状況報告書
チ リ 地震津波に よ る 被害及応急対策

チ リ 地震津波被害状況

チ リ 地 震 津 波 被 害
チ リ 地震津波災害の被害状況
と そ の対策につ い て
チ リ 地震津波概況書
チ リ 地震津波調査報告

得撫島の 地震津浪に就 き て

歯舞漁港修築計画平面図 ( 1/5000)

花 咲 港 平 面 図 ( 1/3000)

霧 多 布 港 平 面 図 ( 1/1000)

落石漁港修築計画平面図 ( 1/3000)

浜中災害復旧各種施設図 ( 1/25000)
昭和35年 5 月 24 日 発生チ リ 地震
津浪災害被害概要 図
北海道浜中村被害状況図 ( 1/50 ， 000)

厚 岸 町 都 市 計 画 図

厚 岸 町 東 町 平 面 図

発行年次

1934 

1953 

1954 

1953 

発行所又は書誌名

第 1 号葉報別冊

題表者

震 研 究

北 海 道 庁

十勝沖地震調査委員会

盛

所

所

道

イ民

著

浪1

編

岡

也・4EJ

1960 

1960 

19 18  

1 956 

1960 

// 

// 

// 

メグ

グ

グ

メグ

，グ

Jグ

メグ

メグ

グ

メグ

グ

メグ

メグ

1 巻 5 号気象雑纂
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メグ
海
// 

室 支 庁

咲 港

岸 町

路 公 団

海 道 浜 中 村

路 支 庁

，グ

市釧

北 海 道 渡 島 支 庁

函 館 市

函 館 海 洋 気 象 台

中 村 左 衛 門 太 郎

北 海 道 開 発 局

道

村

道

町

路

HH

海

中

海

岸
HH

，グ

メグ

北

根

花

厚

道

北

釧

北

浜

北

厚



陸3. 

新渡戸蓬雨 地震年表 慶安 2 "-'文化1 5

大海輔被害録 3 巻 ( 3 冊)

三陸大海帰 海時詳報三陸地方 のつ な み

三陸津波及陸羽地震に関す る 報告

南関伊郡海捕紀事 (岩手県陸中国 )

宮 古 地 震 の 験 測

三陸津波襲 来 の 動 向

昭和 8 年 3 月 3 日 大槌海噺略誌

三 陸 大 海 帰 印 象 記

三 陸 大 震 災 史

三 陸 大 海 購 記 録

気 仙 郡 海 購 誌

三 陸 津 浪 調 査 報 告

地震海痛に関す る 概況

三陸地方津浪慰問報告

防 浪 漁 村 計 画

三陸津浪襲 来 の 動 向

岩 手 県 津 浪 史

三陸沖強震及津浪概報
グ 報告

三陸震繍誌 昭和 8 年

岩 手 県 昭 和 震 災 誌、

震 災 資 料

三陸地方 防潮林造成調査報告書

三陸地方津浪災害予 防調査報告書
昭和 8 年 3 月 3 日 三陸地方津浪に
関す る 論文及報告

三陸津浪に 因 る 被害町村の復興計画報告書

田 老 村 津 浪 誌

宮 城 県 昭 和 震 輔 誌

震 浪 災 害 土 木 誌

津 浪 と 村

三陸沿岸地方の津浪対策
カ ム チ ヤ ツ カ 地震 と 三陸
昭和27年 カ ム チ ヤ ツ カ 半 島南東沖地震
に伴 う 津波踏査報告
1 960年 5 月 24 日 チ リ 地震津波踏査速報

東北震噴災害年表
伊勢湾台風及びチ リ 地震津波被害
並 び に復旧現況
チ リ 地震津波に よ る 災害対策につ い て陳情書

被 害 調 査

チ リ 津波災害資料 (気象の大要〉

チ リ 地震津波災害対策に関す る 陳情書

チ リ 地震津波災害対策費及び復旧事業費等調

発行年次

1888 

1896 

グ

1896 

1897 

1933 

グ

，グ

tグ

ノグ

グ

グ

」グ

// 

バグ

，グ

メグ

メグ

発行所文は書 ・ 誌、名

釜石実科高等女学校校友会

友 文 堂

戸比三と陽東

題表
者

新 渡 戸 蓬 雨

風 俗 画 報 社

博 文 館

震 災 予 防 調 査 会

南 閉 伊 郡 役 所

平 田 成 ・ 大森房吉

林 喬

大 槌 尋 常 高 等 学 校

大 垣 春 吉

三陸大震災 史 刊 行 会

釜石尋常高 等 小 学 校

岩 手 県 立 盛 農 学 校

盛 岡 測 候 所

岩 手 県

東 京 市 小 学 校 長 会

笹 間 一 夫

岩 手 水 産 試 験 場

森 嘉 兵 衛

中 央 気 象 台

著編

// 

1934 

メグ

// 

，グ

バY獄 麓 書 院

岩手県知事官房
杜

県

会

局

局

レuii

 

育

，グ

杜 都 文

岩 手

岩 手 県 教

山 林

水 産 HH
〆

グ

1935 

グ

1936 

1943 

1952 

1953 

1 960 

1951 

1960 

メグ

メグ

// 

グ

グ

，グ

昭和 9 年 3 月

葉報別冊第 1 号

恒 春 閤 書 房

朝 日 新 聞 社
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所震 研 究

内 務 大 臣 官 房 都 市
計 画 課
田老村尋常高等小学校

室 谷 精 四 郎

岩 手 県 土 木 土 木 課

山 口 靖 一 郎

岩 手 県 教 育 委 員 会

小 松 恒 夫

盛 所

チ リ 津波合 同 調 査 班

県

県

{戻演t

森

手

// 

，グ

// 

，グ

岡

I也

青

岩



発行年次

1 960 

グ

グ

メグ

// 

メグ

メグ

グ

グ

グ

グ

グ

// 

tグ

// 

グ

グ

メグ

，グ

発行所文は書 ・ 誌名

日 本積雪連合岩手県本部

題表者

三 陸 治 岸 津 波 災 害
対 策 本 部 (岩手県)
盛 岡 地 方 気 象 台

岩手県宮古建設事務所

岩 手 県 宮 古 市

釜 石 建 設 事 務 所

大 船 渡 市

陸 前 高 田 市

田 老 町

盛 岡 測 候 所

宮 城 県 知 事

宮城県土木 部 河 港 課

宮 城 県 農 林 部

仙 台 管 区 気 象 台

東 北 地 方 建 設 局

志 津 川 町

志 津 川 馨 察 署

歌 津 町

気 仙 沼 市

石 巻 土 木 出 張 所

石巻漁港修 築 事 務 所

塩 釜 市

著編

// 

1896 

1897 

1899 

1898 

1899 

グ

1897 

グ
1934 
1 935 

1937 

1942 

1933 
// 

グ

地質学雑誌 3 巻34号

震災予防調査報告 1 1号

震災予防調査報告 1 1号

29号

1 1巻132号

12巻135号

5 巻 4 号

5 巻 6 号

5 巻 8 号

5 巻 6 号

5 巻12号
6 巻 6 号
7 巻 3 号

海洋の 科学 2 巻1 1号

15号 3 冊

バグ

地学雑誌、
グ

震

震研業報

チ リ 地震津波災害に伴 う 被害に伴 う 被害額調書

岩手県に お け る チ リ 地震津波概報

チ リ 地震被災状況調書

チ リ 地震津波災害に よ る 被害調査

チ リ 地震津波被害調査

チ リ 地震大津波に よ る 都市災害報告

被 害 状 況 書

津 波 と 防 災

岩 手 県 災 異 年 表

チ リ 地震津波に よ る 被害対策に関す る 要望書

チ リ 地震津波潮位図表集

チ リ 地震津波に伴 う 農林関係被害調並に要望書

昭和35年 5 月 24 日 チ リ 地震津波につい て

石巻市門脇 自 記量水記録写

津波に よ る 被害対策につ い て の 陳情書

チ リ 津波災害警備実施状況

チ リ 地震大津波に よ る 被害状況調

チ リ 地震津波に よ る 被害概況並び に要望事項

チ リ 地震津波波高観測表

チ リ 地震津波に よ る 各検潮所潮位比較表

チ リ 地震津波に よ る 被害概況
三陸の海輔

三隆地方津波実況取調報告

三陸地方 津 浪 嚢 報

三 陸 津 浪 取 調

三 陸津浪 に 就 い て

三陸津浪)こ 就 い て

昭和 8 年三陸地震津波雑報 (1)

三陸地震津浪雑報 (2)

昭和 8 年三陸津浪雑報 (3)

三陸津浪の跡を訪ねて

昭和 8 年三陸津浪に関 し て

地 震 漫 談 (3)
岩手県郷土読本の研究の記事
Tsunami associated with the Sanriku 
Earthquake that occured on November 3 
昭和1 1 年1 1 月 3 日 の三陸地方 の 地震に伴っ た
津浪
三陸沿岸に対す る津浪警報

三陸津波の研究 ・ 志津川港の
津波の模型実験

津浪常習地三陸海岸地域におけ る 集落の 移動

地 震 と 防 災

昭和35年 5 月 24 日 の チ リ 地震津波特異性 と
問題点 特に三陸沿岸を中心 と し て

東北近海に見 ら れ る 海の波動

チ リ 地震津波につ い て

// 

グ

グ

，グ

グ
，グ

也44l'

 

誠

グ

高橋 竜太郎 ・ 那須信治

那 須 信 治

大 塚 靖 之 助

武 者 金 吉

岸 上 冬 彦
今 村 明 恒
武 者 金 吾

森

村

恒

己

メ色、
芯、

常

森 ・ 今

村 明

田

直

木

部

伊

大

今

宮

1 950 

1960 

気象誌 2 輯23巻 9 号

東北研究 第 10巻 2 号
グ 第10巻 5 号

荻原噺二 ・ 大喜多敏一

郎

亜

口 3爾
浦 武

山
，グ

// 

グ

// 

第1 0巻 5 号

第16巻 5 号
，グ

グ

，グ

グ
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夫

苗

雄

偉
野 木 早

藤 愛

辺渡

宇

加



発行年次

1959 

1956 

1 959 

1956 

1960  

1 960  

// 

グ

グ

グ

，グ

〆グ

，グ

，グ

Jグ

，グ

バグ

，グ

メグ

Jグ

グ

// 

// 

バグ

〆グ

// 

メグ

メグ

，グ

メグ

バグ

，グ

〆グ

// 

// 

，グ

バグ

/1 

1/ 

ノグ

グ

11 

発行所又は書 ・ 誌名

東北研究 第1 0巻 5 号

防

東北地理 第 12巻 3 号

グ

1/ 

18号
メグ

グ 1 14号

日 本地誌ゼ ミ ナ ー ル

グ

// 

災

メグ

バグ

グ

1/ 

グ

題
チ リ 地震津波に よ る 土木災害の概況 と
津波対策につ い て
防潮林の効果に関す る 考察

耕地の塩害につ い て
チ リ 地震津波に よ る 八戸港 々 湾施設の
被害 と その 対策
チ リ 地震津波災害に関す る 調査研究
第 1 報 耕地につ い て
三陸海岸中南部地域におけ る チ リ 地震
津波につ い て
チ リ 地震津波に よ る 災害を見 て

津 波 に つ い て

チ リ 地震津浪の緊急調査 「岩手県J r宮城県」

三 陸 の 津 波
明治29 ・ 昭和 8 年 チ リ 地震津波浸水状況図
(八木， 久慈， 田老， 宮古， 大槌， 釜石， 縛旦， 盛
気仙沼) 1/50， 000 
八戸市浸水状況図 1/20， 000

久慈浸水状況図 1/3 ， 000

野田漁港浸水状況図

野田浸水状況 図 1/25 ， 000

太田名部漁港浸水状況図 1/2， 000

嶋の越漁港浸水状況図 1/4， 000

田老浸水状況 図 1 /2， 000

宮古港浸水状況図 1/5， 000

宮古市音部浸水状況図 1/5， 000

宮古市金浜地区浸水状況 図 1/5， 000

赤前浸水状況図 1/5， 000

山 田海岸， 浦の浜地区浸水状況図 1 /5， 000

山 田海岸， 大浦地区浸水状況図 1 /5 ， 000

山 田海岸， 大沢地区浸水状況図 1 /5， 000

大沢漁港浸水状況図 1/1 ， 000

山 田漁港浸水状況図 1/2， 000

織笠漁港浸水状況 図 1/2， 000

船越漁港浸水状況図 1/2， 000

吉里吉里浸水状況図 1/10 ， 000

大槌浸水状況図 1/10 ， 000

白浜漁港浸水状況図 1/2， 000

箱崎漁港浸水状況 図 1 /2， 000

鵜住居川浸水水状況図 1/2， 000

室浜漁港浸水状況図 1/ 1 ， 000

気仙沼都市計画 図 1/3 ， 000 1/10 ， 000 

気仙沼漁港修築計画平面図 1/10， 000

長浜海岸地先深浅図 1/10， 000

女川港実測平面 図 1 /3 ， 000

女 川 町 1/3， 000 1/10 ， 000 

渡 の 波 町 1/3， 000 1/10， 000 

志津川漁港修築計画平面図 1/9， 000
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表

夫

雄

亜

雄

郎

文泉
一

俊

武

有
『

・

爾附

内

浦

三

[
周

仁

所

市

場

町

町

八 戸 市 役 所

久 慈 建 設 事 務 所

所務事

HH

設
HH

建古宮

所務事

HH

設
HH

建石釜

岩手県土木 部 総 務 課

平

稔

明

他

岩 泉 建 設 事 務 所

者

長崎

夫

l
 
l

 
e''''

 

メグ

渡 の 波 町 役

志 津 川

1/ 

気 仙 沼 市 役

気 仙 沼

敏

進

著

/1 

，グ

1/ 

11 

バグ

バグ

グ

，グ

グ

メグ

バグ

グ

バY

バY

バグ

浪瀬信義

野

田

田

井 英

崎

編

女

福

竹

三

関

山

岩

武
士口

菅



編 著 者 表

志 津 川 町 志津川町都市計画 図 1/10， 000

大 湊 田 名 部 市 チ リ 地震津波災害図
牡 鹿 町 網地漁港実測平面図 1/4， 000

題

グ 鮎川漁港修築計画平面図 1 /5， 000

本 =口と 町

石 巻 土 木 出 張 所

雄 勝 町

石 巻 市
メグ

メグ

本 吉 町 全 図 1 /25， 000

雄 勝 1/10000

雄勝町漁港修築計画平面図 1/5， 000

渡 の 波漁港修築計画平面 図 1/5， 000

石巻漁港修築計画平面図 1/5， 000 
石 巻 市 1/10， 000 1/3， 000 

発行所文は書 ・ 誌名

:Ij台立主 釜
」グ

市 塩釜市 1/10 ， 000 塩釜市西部 1/3， 000 東部 1/3， 000

塩釜漁港修築計画平面 1/5， 000
グ 荻浜港平面 図 1/3 ， 000

釜 石 建 設 事 務 所 両石漁港浸水状況 図 1/.2 4  

久 慈 建 設 事 務 所 平内川尻浸水状況図 1/2， 000

種 市 町 種市町明治29年浸水図 1 /2， 000

久 慈 建 設 事 務 所 種市八木港浸水状況図 1 /2， 000

ア ジ ア 航 空測量K. K 空中写真 チ リ 津波

編 著 者

千葉県東葛 飾 郡 役 所

銚 子 測 候 所
」グ

地 震 研 町九:e 所 ，

亀 山 測 候 所

重 県
// 

メグ

北 牟 婁 郡 海 山 町

尾 鷲 測 候 所

尾 鷲 市 役 所

ひ き

岩 瀬 巌

中 村 左 衛 門 太 郎
// 

大 森 房 =EとZ 
// 

中 村 左 衛 門 太 郎

銚 子 測 候 所

伊 藤 貞 市

池 田 徹 郎

4. 関 東 東 海

表 題

大正 6 年暴風海捕惨害記

千 葉 県 の 暴 風 津 波

本邦及房総の地震津波
昭和 9 年 9 月 21 日 台風に よ る 風害及び風津浪
に関す る 論文及報告嚢報 別間第 2 号
三 重 県 災 害 史

チ リ 地震津波災害概況並びに応急措置

チ リ 地震津波災害に対す る 要望事項
昭和35年発生災害気象状況調書 ( チ リ 地震
津波) (魚羽港検潮表) (尾鷲港検潮表)
昭和35年 5 月 24 日 チ リ 津波に よ る 被害報告

チ リ ー 地震津波概況

チ リ 地震津波災害特集

常陸磐城海岸海輔の影響

銚子測候所勝浦 出 張所海噺被害報告

東京湾 内津浪調査

東京湾 内津浪の 高 さ の予報に就 き て
東京湾 内 の 台風津波 と 地の 脈動 と の
関係に就 き て
東京湾の津浪に就 き て

小田原熱海附近の津浪に就い て
大震当 日 の 午後銚子海岸におけ る 津浪
の状況及潮位に関す る 報告
相模灘津浪 の 側 面 観

伊豆安房方面津浪並に初 島地変調査報告
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発行所又は書誌、名

地質学雑誌 3 巻36号

気象集誌 31巻10号

気象雑纂 1 巻 3 号
グ 白 1 巻 5 号

震災予防調査会報告94号

震災予防調 査会報告89巻

気象集誌 38巻 1 号

気象雑纂 3 巻 1 号

地 球 1 巻 1 号
震災予防調査会報告
100号 ( 乙 )

発行年次

1956 

1960 

// 

グ

// 

1 956 

1957 

1959 

1955 

1959 

」グ

1960 

，グ

グ

，グ

// 

tグ

Jグ

発行年次

1918 

19 19 

1920 

メグ

1955 

1 960 

，グ

// 

バグ

// 

，グ

1896 

1912  

19 18 
グ

19 19 

1924 

メグ

1925 



発行年次

1934 

1 934 

1 936 

1925 

ノグ

1 943 

1960 

発行所文は 書 ・ 誌名

震災予 防調査会報告
100号 ( 乙 )
地 震 6 巻 2 号

地 理 学 2 巻 1 号

測候時報 7 巻1 1号

震研実報 1 4号 l 冊

地 震 15巻 6 号

題

相模湾か ら 起っ た津浪の伝播に関す る
調査報告
三重県度会郡大湊町に於け る津浪旧記

根府川津浪の掻痕に就い て

東京湾の高潮 と 風津浪に就い て

伊豆下 回 に於け る 過去地震津浪の高 さ

慶長九年の東海南海道の地震津浪に就い て

尾鷲市チ リ ー津波浸水箇所図 1 /5 ， 000

南勢海岸高潮対策計画 図 1/3 ， 000

表者

寺 田 寅 彦 ・ 山 口 生知

メグ

藤 原 咲 平

広 野 卓 蔵

福 富 考 治

今 村 明 恒

尾 鷲 土 木 事 務 所
，グ

著編

バグ

本日南西5 . 

発行年次

1 948 

1 937 

1945 

1 947 

グ

1 953 

1955 

1 935 

1931  

，グ

発行所文は書誌、名

和歌山県湯浅町

震研葉報別冊 第 2 号

196 1 

1960 
資源、研嚢報56号

1 934 

1 936 

1960 

徳島県 日 和佐町
岡影明写真館

紀州の 地震 と 安政大地震津浪え記
昭和 9 年 9 月 21 日 台風に よ る 風害及び
風津浪に関す る 論文及報告
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チ リ 地震津波調査報告第一報
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広村に於け る 宝永安政両度津浪の高 さ

紀伊水道津浪の 古記録 (1)

泉州堺安政大地震並に津浪の記録

大阪の津浪 (大阪市参事会編大阪市史第一)

大 阪 湾 と 津 浪

大阪湾 と 津浪大阪湾 と 異常潮位 (1)

大阪湾地震津浪の模型実験

大阪湾 の津波に就い て い --.. 2 )  
大阪湾 の津波に就い て (3)
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外 の浦港潮位観測記録
油津港潮位 観 測 記 録
チ リ 大地震に よ る 高潮の状況
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Report on the Survey of the Abnormal Tidal Waves “Tsunami' ， caused by the Chilian 

Earthquakes on May 24th， 1 961 

. . The relationship between abnormal tidal waves “Tsunami" caused by the 

Chilian earthquakes and topography of the coasts . 

Geographical Survey Institute 

M inistry of Construction 
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Résumé 

On May 24 th， 1960， early in the morning， the abnormal tidal waves caused by the 

chilian earthquakes visited the Pacific coasts of Japan. As a result of a disaster striking the 

coasts of Sanriku and other places， 1 1 9  persons were tragically drowned， 20 persons were 

missing， 5，013 houses were destroyed and many ships were sunk. 

Directly after the Tsunami， we surveyed coastal areas of the eastern Hokkaido， 白 Sanriku，

Joban， Kii peninsula， south-eastern Shikoku and southeastern Kyushu. The writers have drawn 

up the Topographical Survey Map of the Coasts showing classification of “Tsunami" stricken 

areas and Map showing the State of the Abnormal Tidal Waves ‘ 'Tsunami" by means of the 

above mentioned field survey and aerial photographs taken just after the ‘ 'Tsunami' ' visited 

these coasts ' 

From these 1 have leaved the following relationship between abnormal tidal waves 

“Tsunami円 and topography of the coast 

( 1 )  No regional differences exist on the wave-height of the “Tsunami" on the ocean. 

However， there are distinct regional differences on the wave height and the velocity of the 

Japanese islands . For instance， the maximum height of the Tsunami was over 8m in Tamagawa 

located in the northern part of the Sanriku Coast， but were less than 1m in many other places. 

Generally speaking， the velocity of the Tsunami was as slow as waiking . But in the case of 

Shizugawa・maehi， the velocity was as fast as a bicycle. 

(2) There are distinct differences between the abnormal tidal waves coming from afar 

and those from near. The area attacked by the former is wider (namely， almost all the Pacific 

coasts of the Japanese islands) than that of the latter (namely， the Kii peninsula and Sanriku 

coasts) . 

In the case of the former， the water surface was relatively calm. In the case of the 

latter， uprighted waves came surging upon the coasts . 

Generally speaking， the wave height of the former is higher than that of the latter . In 

the case of the former， the wave height at the entrance of each bay is lower but becomes 

higher in each bay bottom， and in the case of the latter， vise versa.  Generally speaking， the 

abnormal tidal waves coming from afar are more gentle at the coasts than tidal waves which 

develop near the coasts . 

(3) The main routes of the abnormal tidal waves are determined by the topography of 

the coasts and the following landforms are convenient for “Tsunami" to encroach on . 

a) Submarine canyon， water routes， and the deepest part of the ba 
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tidal waves， the depth decreased rapidly as they invaded the inland area . 

The line where the “Tsunami" disappeared was found at the boundary between the 

deltas and valley plains or filled in land and valley plains . 

(5) There are distinct regional differences of the abnormal tidal waves . These pheno­

mena are caused by the topography of the coastal line. We classified the types of Tsunami 

into the following 7 types by the relationship between topography of the coasts and the state 

of Tsunami. . 

(a) Ria shoreline type 

(b) Lagoon type 

(c) Large river mouth type 

(d) Land tied island type 

(e) Flat sand beach type 

(f) Smooth rock beach type 

Generaily speaking， the ‘ 'Tsunami" were violent in the coasts of Sanriku or Kii because 

the coasts are R ia -shorelines . Conversely， they were gentle along the coasts of Joban because 

they are flat and smooth . 

The Ria-shorelines of Sanriku may be further subdivided into V-shaped bays， U-shaped 

bays and semi-circular bays . V-shaped bays are formed as a result of the submergence of the ‘ 

land dissected by small streams . W-shaped bays consist of double V-shaped bays and U shaped 

bays result from the land dissected by large rivers . 

(6) The types of flood caused by the Tsunami . 一 … the depth of the stagnant water， its 

period of stagnation， the velocity of the current， the erosion and deposition . . . …vary remarkably 

to the type of landforms . Here the following . . . … the wave-cut bench， the delta， the sand-spits 

… … have a decisive influeuence upon deciding the types of Tsunami.  We classified the types 

of flood caused by the Tsunami into the following 8 types . 

(a) valley plain type 

(b) wave cut bench type 

(コ) delta type 

(d) sand-spits type 

(e) sand-dune type 

(f) fi1led in land type 

( 7) Based on my topographic research of the coast devastated by the Tsunami and 

the characteristics of previous Tsunami， 1 believe that the following bays and harbors are 

dangerous to the ‘ 'Tsunami" in the future 

Hokkaido district . . ・ … Kiritappu， Hakodate， Atsugeshi， Otsu 

Sanriku Coast . . . ・ ・ ・ Hachinoe， Kuji， Omoto， Taro， Miyako， Yamada， Funakoshi， Ozuchi， 

Ryoishi， Kamaishi， Toni， Yoshihama， Otsukirai， Ryori， Ofunato， Hirota， Kesennuma， 

Shizugawa， Otsupa， Ogachi， Omae， Onagawa， Sameno・ura， Ayukawa， Og inohama， 

Watanoha， Ishinomaki， Shiogama . 

Kii Peninsula . 一 … Kainan， Mori， Fukuro， Otsu， Owase， Katsuura， Gokasho， Ago . 

Shikoku . 一 …Tachibana， Mugi， Asakawa， Suzaki. 

(8) There are two types of tidal wavs， A and B. As is common knowledge， tidal Wave 
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A is caused by earthquakes and B is caused by typhoons， In the places where tidal wave A 
type is seen， tidal wave B type is hardly seen， and vice versa. The above mentioned phenomena 
are attributed to the difference of the topography of the coasts . The Ria shorelines (Sanriku or 
Kii coasts) are dangerous to the abnormal tidal Waves caused by earthquakes . However， the flat 
and smooth shorelines (Joban coasts) are safe from them， but dangerous to those caused by 
typhoons . 

(9 ) As a countermeasure of “Tsunami" some villages located along the coast were safely 
relocated in the highlands . However， because of a substantial increase in population and indu­
strial expansion， many people migrated back to the coast and many houses and factories were 
cons tructed. 

Hereafter， planning of cities and villages to be located along the coasts will be influenced 
greatly by a considuation of the coastal . topography and the type of Tsunami to be expected in 
the area. 

Thus， the type of abnormal tidal waves can be determined according to the shorelines 
and the microtopography of the plains along the coasts. If we have abnormal tidal waves in 
the future， it is possible for us to foretell what kind of tidal waves can be expected and how 
much damage they may do by studying the topography of shorelines and microtography of the 
plains along the coasts. 
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